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霧社事件関連文献目録 

 

 

北村嘉恵 

 

 

はじめに 

 本目録をとりまとめた直接的な契機は、日本台湾学会第 11 回学術大会のシンポジウム

「台湾原住民族にとっての霧社事件」（2009 年 6 月 6 日、於日本大学）での報告を引き受

けたことにある 1

 上述のシンポジウム報告では、既往の蓄積と課題をふまえつつ、台湾先住民族の近代の

歴史経験に接近するひとつの試みとして、霧社蜂起に加わらずかつ事件と無関係ではあり

えなかった人々の存在に着目して、霧社事件の「前」と「後」にわたる歴史過程を素描し

た。霧社事件そのものに関する叙述の深化の可能性を探るとともに、霧社蜂起をいわば「頂

点」とするような歴史叙述・歴史認識をどう乗り越えていけるのかという課題を強く意識

した試みでもあった。結果として、当初念頭にあった、近年の研究動向とその課題につい

ては十分に論じることができなかった。今後の研究深化のための基礎作業として、まずは

現時点までの蓄積を整理しておきたいと考え、「霧社事件関連文献目録」をとりまとめて

。霧社事件（1930 年 10 月）については、台湾先住民族に関わる研究とし

ては例外的に多くの文献が蓄積されてきた。また、狭義の学術研究に限らず、回想録、ル

ポルタージュ、旅行記、小説、絵本、漫画、映画、演劇、音楽等の主題としても、広く取

り上げられてきた。このような霧社事件への関心の集中に違和感を拭えないでいるわたし

にとって、霧社事件を主題とするシンポジウムの報告を引き受けるにあたり既往の蓄積を

整理・検討することがまず不可欠な作業だと思われたからである。霧社事件という歴史

的経験をめぐる記憶や叙述の形成に日本の研究者がどのように関わってきたのか、そ

の中で何を主題化し何を排除してきたのか。こうした問題を既往の蓄積に即して吟味

することが、「台湾原住民族にとって」という重要かつ難しい問いを追究していくうえで

も、台湾先住民族に関する歴史叙述・歴史認識を深めていくうえでも、必要不可欠だ

と考えた。 

                                                  
1 本シンポジウムの記録は、「特集「台湾原住民族にとっての霧社事件」」として『日本台湾学会報』

第 12 号（2010 年）に掲載されている。この特集には、趣旨説明（駒込武「「台湾原住民族にとって

の霧社事件」 ―特集に寄せて」）、報告 3 本（タクン・ワリス「ガヤと霧社事件」、呉密察「霧社事

件研究の課題」、北村嘉恵「「台湾原住民族にとっての霧社事件」を問う」）、コメント 2 本（春山明

哲「霧社事件研究の回顧と展望」、下村作次郎「「ガヤ」回復への歩み ―霧社事件研究の意味を考

える」）、および参考資料 3 点（ダッキス・パワン「Kari Alang Nu Gluban（清流部落簡史）」、タク

ン・ワリス「Takun Walis 邱建堂 口述歴史」、「Nguhan 家族族譜（抜粋）」）を収める。 
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北村嘉恵「霧社事件関連文献目録」 

 

公刊することとした。 

 本目録の作成にあたっては、河原功編「霧社蜂起事件関係文献目録」（戴国煇編著『台

湾霧社蜂起事件 ―研究と資料』社会思想社、1981 年、581-598 頁）が基盤となった。

その収録対象は、霧社蜂起から目録編纂時点までの約 50 年間（1930 年 11 月～1981 年 2

月）に、台湾および日本で著された単行本、稿本、雑誌記事（新聞記事は対象外）293

点である。これを発行の時期および地域別にみれば、1945 年以前 170 点（台湾 108、日

本（内地）62）、1945 年以降 123 点（台湾 48、日本 75）となる。その後、台湾先住民族

に関する文献目録が日本国内でいくつか公刊されているが、霧社事件に関して同目録

の網羅性は際だっている。 

 本目録では、1945 年から現在に至るまでの約 60 年間を対象として、日文、中文、英文

で公刊された文献を中心に整理を行い、約 610 点を採録した。近年の研究動向を窺うデー

タとして修士論文・博士論文を加えたほか、1980 年以前の文献についても河原による目録

データに若干の追補・修正を加えた。覆刻資料については、霧社事件への言及が一定程度

まとまって含まれるものにとどめた。また、台湾通史や回想録、あるいは表象研究等での

部分的な言及まで視野に入れると、なお相当の分量になるものと推察される。新聞記事、

シンポジウム論文集、パンフレット等のほか、映像や音源等の情報については、ほとんど

未採録である 2

                                                  
2 この点、許鈞淑「霧社事件文本的記憶与認同研究」（台南・国立成功大学台湾文学研究所修士論文、

2005 年）付録の「霧社事件文本総目」は、小説・漢詩・新詩・散文等の文学作品の初出情報のほか、

各種の文学賞受賞作品や、映画、ドラマ、音楽等の幅広いジャンルに目配りをした目録となってお

り、近年の動向を窺う手がかりとなる。また、財団法人台湾協会編『台湾協会所蔵 図書・資料目

録』（1993 年 6 月）には、台湾縁故者の回想録や関係団体の会報等の書誌が比較的多く掲載されて

いる。 

。また、日本および台湾以外の地域で刊行されたものについてはなお調査

が不十分であり、あわせて継続的な課題としたい。採録したデータについては、原則とし

て原本の確認を行うよう努めたが、一部に未確認のものを含む。網羅性という点ではなお

課題が残るけれども、霧社事件をめぐる関心、主題、アプローチの動向や数量的な推移等

を通覧する手がかりとなるだろう。 
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『教育史・比較教育論考』第 20 号（2010 年 6月） 

 

 

 

凡例 

 

 

1. 本目録は、1945 年 8 月から 2009 年 12 月までに公刊された霧社事件に関連する文献を

収録したものである。 

 新聞記事については、未調査のものが多いため、本目録の収録対象外とした。ただし、

書評記事は調査の及んだ限りで収録した。霧社事件周年記念事業等の報告集・冊子や、

シンポジウムの論文集、個人・団体による霧社訪問の記録の自費出版などの未刊行物に

ついても、調査が不十分であることから基本的に収録対象外とした。 

2. 本目録の構成および配列順序は、以下のとおりである。 

（1）発行地により以下の分類を設けた。 

 Ⅰ 日本で発行されたもの 

 Ⅱ 台湾で発行されたもの 

 Ⅲ それ以外の地域で発行されたもの 

（2）文献の形態および内容により以下の分類を設け、発行地別にこれに従い配列した。 

 ⅰ 書籍、書籍・雑誌に収録された論文・記事、資料の翻刻・翻訳等 

 ⅱ 文献目録 

 ⅲ 修士論文、博士論文 

（3）各分類の中は年代順に配列した。 

3. 各文献は、それぞれに目録番号を付し、以下の事項を記載した。 

a 書籍：①編著者名、②書名、③発行地・発行者、④発行年月、⑤総頁数、⑥備考 

b 論文、記事：①著者名、②論文名、③掲載書誌名、④巻号、⑤発行地・発行者、⑥

発行年月、⑦掲載頁、⑧備考 

c 修士論文、博士論文：①著者名、②論文名、③学位授与機関・部局、④学位授与年

度、⑤総頁数、⑥備考 
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／
未
開
社
会
に
文
明
の
空

気
流

れ
入
る
）
）
｣､
の
ち
に
新
泉
社
か
ら
増
補
改
訂
版
を
出
版
（
19
74

年
）

A
24

山
辺
健
太
郎

日
本
帝
国
主
義
と
植
民
地

『
岩

波
講

座
日

本
歴

史
19

　
現

代
2』

東
京

･岩
波

書
店

19
63

年
3月

23
7-

23
9

｢台
湾

議
会
の
設
置
運
動
と
霧
社
事
件
｣

A
25

坂
口
䙥
子
(談

)
作

家
の

み
た
霧

社
事

件
と
高

砂
族

『
暖

流
』

6
東

京
･東

京
大

学
中

国
同

学
会

19
64

年
11

月
43

-4
9
19
64
年
9月

3日
､東

大
構
内
で
行
わ
れ
た
講
演
会
の
講
演
要
旨
お
よ
び
討

論
の

記
録
｡ま

と
め
た
の
は
､当

時
東
大
中
国
同
学
会
学
術
担
当
幹
事
の

陳
仁

端
｡

A
26

霧
社
事
件
関
係
文
献
目
録

『
暖

流
』

6
東

京
･東

京
大

学
中

国
同

学
19

64
年

11
月

49
-5

0

A
27

関
寛
治

大
陸
外
交
の
危
機
と
三
月
事
件
　
―
宇
垣
一
成

と
そ

の
背
景

篠
原

一
、

三
谷

太
一

郎
編

『
近

代
日

本
の

政
治

指
導

』
東

京
･東

京
大

学
出

版
会

19
65

年
2月

河
本

大
作
の
霧
社
事
件
調
査
に
関
し
て
｢河

本
メ
モ
ワ
ー
ル
｣に

言
及
｡

A
28

井
上
伊
之
助

台
湾
山
地
医
療
伝
道
記

東
京

･新
教

出
版

社
19

65
年

4月
35

0
前

掲
『
台
湾
山
地
伝
道
記
』
の
再
版
｡口

絵
写
真
､序

等
､一

部
改
訂
あ

り
｡

A
29

五
味
川
純
平

戦
争
と
人
間
　
３

東
京

･三
一

書
房

19
65

年
7月

11
9-

16
7

｢運
命

の
序
曲
 第

三
部
｣中

の
10
～
13

A
30

宮
村

堅
弥

マ
ヘ

ボ
社

日
誌

　
―

台
湾

霧
社

蕃
事

件
秘

録
東

京
･洋

々
社

19
65

年
10

月
34

2

A
31

小
西
六
郎

史
料
紹
介
　
霧
社
事
件
史
料

『
日

本
近

代
史

研
究

』
9

東
京

･法
政

大
学

近
代

史
研

究
会

19
68

年
10

月
51

-5
7

A
32

呉
濁
流
／
編
集
部
訳

無
花
果
　
－
台
湾
七
十
年
の
回
想
　
連
載
第
二
回

『
中

国
』

66
東

京
･中

国
の

会
19

69
年

5月
56

-7
3

『
中

国
』
第
65
-6
7号

(1
96
9年

4-
6月

)に
連
載
さ
れ
た
第
2回

｡原
著
は

『
台

湾
文
芸
』
第
19
-2
1号

(1
96
8年

4-
10
月
)｡
の
ち
に
､『

無
花
果
』

(台
北

･林
白
出
版
社
､1
97
0年

）
と
し
て
出
版
｡同

書
は
19
71
年
に
台
湾

で
発

禁
と
な
る
｡

A
33

東
京
12
チ
ャ
ン
ネ
ル
報
道

部
編

台
湾
霧
社
事
件
　
―
運
動
会
の
朝
の
惨
劇
　
〈
証

言
者
　
小
島
義
夫
・
小
島
源
治
・
宮
村
堅
弥
〉

『
証

言
・

私
の

昭
和

史
1　

昭
和

初
期

』
東

京
･学

芸
書

林
19

69
年

6月
98

-
10

5
19
65
年
11
月
4日

放
映
内
容
を
載
録
｡

A
34

戴
國
煇

台
湾

『
ア
ジ
ア
経

済
』

10
:6

,7
千

葉
･ア

ジ
ア
経

済
研

究
所

19
69

年
7月

53
-8

2

A
35

大
田
君
枝
､中

川
静
子

霧
社
を
た
ず
ね
て
　
（
特
集
　
台
湾
高
山
族
の

反
乱

〈
霧
社
事
件
〉
）

『
中

国
』

69
東

京
･中

国
の

会
19

69
年

8月
2-

40

｢山
あ

い
に
住
む
人
々
 /
事
件
の
遠
因
と
経
過
 /
三
十
年
の
歳
月
を
へ
て

/記
念

碑
の
か
げ
に
 /
川
中
島
部
落
で
｣（

巻
末
｢会

の
た
よ
り
｣欄

に
､｢

も
と

百
七
十
枚
ほ
ど
あ
っ
た
も
の
を
､ス

ペ
ー
ス
の
都
合
で
編
集
部
で
整

理
し

た
も
の
｣と

説
明
あ
り
）

A
36

霧
社
＝
い
ま
と
む
か
し
〈
ア
ル
バ
ム
〉

『
中

国
』

69
東

京
･中

国
の

会
19

69
年

8月
33

-3
6
19
62
年
に
大
田
君
枝
・
中
川
静
子
が
撮
影
し
た
写
真
ほ
か

A
37

坂
口
䙥
子

一
九
四
五
年
の
彼
ら
　
―
霧
社
の
思
い
出
　
（
特
集

台
湾
高
山
族
の
反
乱
＜
霧
社
事
件
＞
）

『
中

国
』

69
東

京
･中

国
の

会
19

69
年

8月
41

-4
7

A
38

『
中
国
』
編
集
部

今
聞
古
聞
　
（
特
集
　
台
湾
高
山
族
の
反
乱
〈
霧

社
事
件
〉
）

『
中

国
』

69
東

京
･中

国
の

会
19

69
年

8月
48

-5
0

｢“
朝

憲
紊
乱
／
第
59
会
帝
国
議
会
で
の
霧
社
事
件
に
つ
い
て
の
浜
田
国

松
議

員
（
政
友
会
）
の
質
問
か
ら
｣｢
真
紅
の
乱
舞
｣（

佐
藤
眠
洋
『
第
一

／
第

二
霧
社
事
件
誌
』
（
台
中
・
実
業
時
代
､1
93
1年

9月
）
抄
録
）
､｢

霊
樹

の
怒
り
／
タ
イ
ヤ
ル
族
（
万
大
社
）
の
伝
説
か
ら
｣（

佐
藤
融
吉
・

大
西

吉
寿
『
生
蕃
伝
説
集
』
（
台
北
・
杉
田
重
蔵
書
店
､1
92
3年

11
月
）

抄
録

）
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
39

『
中
国
』
編
集
部

資
料
紹
介
　
“
武
装
暴
動
を
擁
護
せ
よ
”
　
―
台
湾

共
産
主
義
者
の
霧
社
事
件
評
価
　
（
特
集
　
台
湾

高
山
族
の
反
乱
〈
霧
社
事
件
〉
）

『
中

国
』

69
東

京
･中

国
の

会
19

69
年

8月
51

-5
7

｢蕃
人

の
暴
動
を
擁
護
せ
よ
！
｣（

『
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
第
4巻

第
16

号
､1
93

0年
12
月
）
､蘇

慕
紅
｢台

湾
に
お
け
る
民
族
革
命
に
つ
い
て
｣

（
『

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学
』
第
3年

第
1号

､1
93
1年

1月
）
､陣

元
｢台

湾
霧

社
に
於
け
る
暴
動
｣（

『
太
平
洋
労
働
者
』
第
1巻

第
11
号
､1
93
0年

12
月

）
､雪

嶺
｢霧

社
蕃
人
蜂
起
的
真
相
与
我
椚
左
翼
団
体
之
態
度
｣（

『
新

台
湾

大
衆
時
報
』
3月

号
､1
93
1年

3月
）
を
抄
録
｡の

ち
に
､山

辺
健
太
郎

『
現

代
史
資
料
22
　
台
湾
（
2）

』
（
み
す
ず
書
房
､1
97
1年

）
に
再
録
｡

A
40

尾
崎
秀
樹

霧
社
事
件
と
文
学
　
―
続
・
植
民
地
文
学
の
傷

痕
『

思
想

』
54

8
東

京
･岩

波
書

店
19

70
年

2月
85

-9
4
の

ち
に
､尾

崎
秀
樹
『
旧
植
民
地
文
学
の
研
究
』
（
勁
草
書
房
､1
97
1

年
）

に
再
録
｡

A
41

ね
ず
ま
さ
し

日
本

現
代

史
７

東
京

･三
一

書
房

19
70

年
6月

69
-8

5
｢第

76
章

　
台
湾
霧
社
の
蜂
起
｣

A
42

江
川
博
通

昭
和
の
大
惨
劇
　
霧
社
の
血
桜

千
葉

･江
川

博
通

19
70

年
7月

35
6

A
43

中
川
静
子

日
本
帝
国
主
義
下
の
台
湾
　
霧
社
事
件
　
日
中
講

座
第
八
集

東
京

･日
中

友
好

協
会

（
正

統
）

永
福

支
部

19
70

年
10

月
53

｢台
湾

と
の
出
会
い
 /
｢私

の
国
｣が

侵
略
し
た
と
こ
ろ
 /
一
九
三
〇
年
十

月
　

―
霧
社
高
山
族
の
蜂
起
 /
漢
族
と
高
山
族
 /
佐
塚
家
の
人
々
 /

モ
ー

ナ
ル
ダ
オ
の
妹
と
近
藤
儀
三
郎
 /
材
木
運
び
な
ど
の
出
役
へ
の
不

満
 /
吉

村
巡
査
事
件
か
ら
の
二
十
日
間
 /
霧
社
の
歴
史
 /
日
本
に
抵
抗

す
る

た
め
の
蜂
起
 /
一
ヵ
月
に
お
よ
ん
だ
“
鎮
圧
”
戦
 /
桜
部
落
で
 /

花
岡

一
郎
と
二
郎
の
運
命
 /
下
山
警
部
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
 /
歓
迎
会
の

席
で

 /
第
二
霧
社
事
件
 /
抵
抗
の
手
段
と
な
っ
た
“
首
狩
り
”
 /
ふ
た

つ
の

記
念
碑
 /
ヤ
ワ
イ
タ
イ
モ
さ
ん
 /
佐
和
子
さ
ん
の
話
 /
川
中
島
部

落
 /
高

愛
徳
さ
ん
の
話
 /
語
っ
て
く
れ
た
人
と
口
を
つ
ぐ
ん
だ
人
と
 /

あ
と

が
き
｣

A
44

佃
実
夫

失
な
わ
れ
た
歴
史
 （

ち
く
ま
少
年
図
書
館
9 

）
東

京
･筑

摩
書

房
19

71
年

1月
18

9-
23

1
｢マ

ヘ
ボ
の
岩
窟
｣

A
45

向
山
寛
夫

霧
社
事
件

『
中

央
経

済
』

20
:4

東
京

･中
央

経
済

研
究

所
19

71
年

4月
2-

6

A
46

加
藤
祐
三

日
本
の
満
州
侵
略
と
中
国

荒
松

雄
ほ
か
編

集
委

員
『

岩
波

講
座

世
界

歴
史

27
　

現
代

4 
世

界
恐

慌
期

』
東

京
･岩

波
書

店
19

71
年

4月
27

3-
28

3
｢一

九
二
〇
年
代
末
三
〇
年
代
前
半
の
ア
ジ
ア
　
日
本
の
満
州
侵
略
と
中

国
　

／
／
未
開
の
反
乱
｣

A
47

尾
崎
秀
樹

霧
社
事
件
と
文
学

尾
崎

秀
樹

『
旧

植
民

地
文

学
の

研
究

』
東

京
･勁

草
書

房
19

71
年

6月
22

-
23

7

『
思

想
』
第
54
8号

（
19
70
年
2月

）
の
再
録
｡の

ち
に
､尾

崎
秀
樹
著
／

陸
平

舟
､間

ふ
さ
子
訳
『
旧
殖
民
地
文
学
的
研
究
』
（
台
北
・
人
間
出
版

社
､2
00

4年
11
月
､3
98
頁
）
と
し
て
出
版
｡

A
48

石
橋

湛
山

霧
社

蕃
騒

擾
に
就

て
の

疑
惑

石
橋

湛
山

『
石

橋
湛

山
全

集
第

7巻
』

東
京

･東
洋

経
済

新
報

社
19

71
年

9月
40

4-
40

6
『

東
洋
経
済
新
報
』
19
30
年
11
月
15
日
号
の
社
説
を
載
録
｡

A
49

中
兼
和
津
次

書
評
　
霧
社
の
血
桜

『
週

刊
東

洋
経

済
緊

急
増

刊
』

36
29

東
京

･東
洋

経
済

新
報

社
19

71
年

10
月

32
江

川
博
通
『
昭
和
の
大
惨
劇
　
霧
社
の
血
桜
』
　
（
19
70
年
7月

､千
葉

・
江
川
博
通
）
の
書
評
｡

A
50

グ
ラ
ビ
ア
　

霧
社

事
件

『
ア
ジ
ア
』

6:
10

東
京

･ア
ジ
ア
評

論
社

19
71

年
11

月
8

A
51

河
原
功

霧
社
事
件
の
語
る
も
の

『
ア
ジ
ア
』

6:
10

東
京

･ア
ジ
ア
評

論
社

19
71

年
11

月
11

0-
11

6
の

ち
に
､河

原
功
『
台
湾
新
文
学
運
動
の
展
開
』
（
研
文
出
版
､1
99
7

年
）

に
再
録
｡

A
52

朴
慶
植

霧
社
事
件

歴
史

学
研

究
会

編
『

太
平

洋
戦

争
史

1　
満

州
事

変
』

東
京

･青
木

書
店

19
71

年
11

月
21

4-
21

5

朴
慶

植
｢Ⅰ

 第
一
次
世
界
大
戦
・
ロ
シ
ア
革
命
と
日
本
／
二
 ロ

シ
ア
革

命
と

日
本
帝
国
主
義
の
諸
矛
盾
／
５
 朝

鮮
・
台
湾
に
お
け
る
抗
日
独
立

闘
争

｣（
『
太
平
洋
戦
争
史
Ⅰ
　
満
州
事
変
』
青
木
書
店
､1
97
1年

）
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
53

山
辺
健
太
郎
編

現
代
史
資
料
22
　
台
湾
（
2）

東
京

･み
す
ず
書

房
19

71
年

12
月

57
1-

72
5

｢解
説

　
／
Ⅴ
現
住
民
の
状
態
　
／
Ⅵ
霧
社
事
件
｣｡
主
な
収
録
資
料
は
次

の
通

り
｡①

石
塚
英
蔵
秘
書
官
山
本
光
雄
保
管
文
書
（
東
京
大
学
史
料
編

纂
所

蔵
）
､②

台
湾
総
督
府
警
務
局
理
蕃
課
『
理
蕃
の
概
況
』
（
19
24

年
）

､③
台
湾
総
督
府
『
霧
社
事
件
の
顛
末
』
（
19
30
年
）
､④

｢台
湾
に

於
け

る
蜂
起
｣（

『
産
業
労
働
時
報
』
第
16
号
､1
93
0年

12
月
）
､⑤

陳
元

｢台
湾

霧
社
に
於
け
る
暴
動
｣（

『
太
平
洋
労
働
者
』
第
1巻

第
11
号
､

19
30
年
12
月
）
､⑥

｢台
湾
蕃
人
の
暴
動
を
擁
護
せ
よ
｣（

19
30
年
､『

台
湾

総
督
府
警
察
沿
革
誌
第
二
篇
・
中
巻
』
所
載
）
､⑦

｢上
海
反
帝
大
同

盟
生

蕃
暴
動
援
助
宣
言
（
19
30
年
､同

前
）
､⑧

｢第
二
霧
社
事
件
に
関
す

る
特

刊
｣（

推
定
19
31
年
､同

前
）
､⑨

｢蕃
人
の
暴
動
を
擁
護
せ
よ
！
｣

（
『

イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
』
第
4巻

第
28
号
､1
93
0年

12
月
）
､⑩

｢台
湾

霧
社

事
件
調
査
書
｣（

『
牧
野
伸
顕
文
書
』
､1
93
0年

）
､⑪

ロ
ー
ド
フ
警

察
官

吏
駐
在
所
勤
務
師
玉
厚
の
日
記
（
19
30
-3
1年

）

A
54

中
村
地
平

中
村
地
平
全
集
　
第
二
巻

東
京

･皆
美

社
19

71
年

49
6

｢霧
の

蕃
社
｣を

収
録
｡浅

見
淵
｢解

説
｣

A
55

宮
村
堅
弥

台
湾
蕃
地
旅
行

『
台

湾
協

会
報

』
20

9
東

京
･財

団
法

人
台

湾
協

会
19

72
年

2月
第

20
9号

（
19
72
年
2月

）
､第

21
0号

（
同
年
3月

）
､第

21
1号

（
同
年
4

月
）

､第
21
3号

（
同
年
6月

）
､第

21
6号

（
同
年
9月

）
　
第
21
3号

か
ら

｢台
湾

山
地
旅
行
｣と

題
名
変
更
｡

A
56

呉
濁
流

夜
明
け
前
の
台
湾
　
―
植
民
地
か
ら
の
告
発
　
（
呉

濁
流
選
集
　
第
一
巻
）

東
京

･社
会

思
想

社
19

72
年

6月
31

9
｢無

花
果
｣を

収
録
｡

A
57

菅
孝

行
魑

魅
の

秋
に
　

―
霧

社
の

反
乱

と
「

神
的

暴
力

」
『

創
』

2:
12

東
京

･綜
合

評
論

社
19

72
年

12
月

50
-5

9

A
58

戴
国
煇

霧
社
蜂
起
研
究
の
今
日
的
意
味
　
―
台
湾
少
数
民

族
が
問
い
か
け
る
も
の

『
思

想
』

58
4

東
京

･岩
波

書
店

19
73

年
2月

12
0-

13
9

の
ち

に
､戴

国
煇
『
日
本
人
と
ア
ジ
ア
』
（
新
人
物
往
来
社
､1
97
3年

）
､

戴
国

煇
『
新
し
い
ア
ジ
ア
の
構
図
　
―
芳
隣
関
係
創
出
を
求
め
て
』

（
社

会
思
想
社
､1
97
7年

）
､戴

国
煇
編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
―
研

究
と

資
料
』
（
社
会
思
想
社
､1
98
1年

）
に
再
録
｡

A
59

蜂
矢
宣
朗

「
霧
社
」
覚
書
　
―
佐
藤
春
夫
と
台
湾

『
天

理
大

学
学

報
』

24
:5

天
理

･天
理

大
学

19
73

年
3月

15
5-

17
1

A
60

ア
ジ
ア
で
日
本
人
は
何
を
し
て
い
る
か
　
―
（
現
地

取
材
）
中
の
マ
ホ
ン
モ
ナ
の
供
述

『
潮

』
16

8
東

京
･潮

出
版

社
19

73
年

6月

河
原

功
編
｢霧

社
蜂
起
事
件
関
係
文
献
目
録
｣に

よ
れ
ば
､｢
本
誌
で
は
マ

ホ
ン

モ
ナ
の
供
述
と
さ
れ
て
い
る
が
､疑

わ
し
い
｡第

1に
､彼

女
は
､取

材
班

が
台
湾
に
行
く
前
､同

年
2月

頃
に
死
亡
し
て
い
る
｡第

2に
､彼

女
で
あ

る
と

し
て
写
っ
て
い
る
老
婆
の
写
真
は
､マ

ホ
ン
モ
ナ
で
な
く
､霧

社
の

春
陽

村
に
住
む
別
の
老
婆
で
あ
る
｣｡

A
61

戴
國

煇
歴

史
に
哭

す
　

―
花

岡
一

郎
は
革

命
烈

士
か
走

狗
か

『
東

京
新

聞
』

東
京

･東
京

新
聞

社
19

73
年

8月 24
日 夕

の
ち

に
､戴

國
煇
『
台
湾
と
台
湾
人
　
―
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め

て
』

（
研
文
書
院
､1
97
9年

）
に
再
録
｡

A
62

守
山

雅
美

マ
ヘ

ボ
の

洞
窟

徳
島

･農
村

文
化

研
究

所
19

73
年

10
月

19
-6

0
｢マ

ヘ
ボ
の
洞
窟
｣

A
63

戴
國
煇

日
本
人
と
ア
ジ
ア

東
京

･新
人

物
往

来
社

19
73

年
10

月
20

5-
24

1

｢霧
社

蜂
起
研
究
の
今
日
的
意
味
　
―
台
湾
少
数
民
族
が
問
い
か
け
る
も

の
｣　

＊
『
思
想
』
第
58
4号

（
19
73
年
2月

）
の
再
録
｡

A
64

戴
國
煇

霧
社
蜂
起
と
中
国
革
命
　
―
漢
族
系
中
国
人
の

内
な

る
少
数
民
族
問
題
（
上
）

『
思

想
』

59
6

東
京

･岩
波

書
店

19
74

年
2月

66
-7

7

の
ち

に
､戴

国
煇
『
境
界
人
の
独
白
　
―
ア
ジ
ア
の
中
か
ら
』
　
（
龍
渓

書
舎

､1
97
6年

）
､戴

国
煇
編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
―
研
究
と
資

料
』

（
社
会
思
想
社
､1
98
1年

）
に
再
録
｡

A
65

小
田
俊
郎

台
湾
医
学
五
十
年

東
京

･医
学

書
院

19
74

年
3月

64
｢蕃

地
の
医
療
｣

A
66

戴
國
煇

霧
社
蜂
起
と
中
国
革
命
　
―
漢
族
系
中
国
人
の

内
な

る
少
数
民
族
問
題
（
下
）

『
思

想
』

59
7

東
京

･岩
波

書
店

19
74

年
3月

93
-

10
7

の
ち

に
､戴

国
煇
『
境
界
人
の
独
白
　
―
ア
ジ
ア
の
中
か
ら
』
　
（
龍
渓

書
舎

､1
97
6年

）
､戴

国
煇
編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
―
研
究
と
資

料
』

（
社
会
思
想
社
､1
98
1年

）
に
再
録
｡
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
67

史
明

台
湾
人
四
百
年
史
　
―
秘
め
ら
れ
た
植
民
地
解
放
の

一
断
面
（
増
補
改
訂
版
）

東
京

･新
泉

社
19

74
年

6月
78

2

A
68

稲
垣

真
美

セ
イ
ダ
ッ
カ
・

ダ
ヤ
の

叛
乱

（
霧

社
事

件
）

東
京

･講
談

社
19

75
年

3月
23

8

A
69

宇
野
利
玄

台
湾

に
お
け
る
「

蕃
人

」
教

育
　

―
霧

社
蜂

起
か
ら

皇
軍
兵
士
へ
の
道

『
展

望
』

19
6

東
京

･筑
摩

書
房

19
75

年
4月

34
-5

2
の

ち
に
､戴

国
煇
編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
―
研
究
と
資
料
』
（
社
会

思
想

社
､1
98
1年

）
に
再
録
｡

A
70

上
沼
八
郎

台
湾
教
育
史

梅
根

悟
監

修
『

世
界

教
育

史
大

系
２
　
日
本
教
育
史
Ⅱ
』

東
京

･講
談

社
19

75
年

8月
34

6-
34

7

｢は
じ

め
に
　
／
第
一
章
　
台
湾
教
育
の
創
始
　
／
第
二
章
　
台
湾
教
育

の
整

備
　
／
第
三
章
　
台
湾
教
育
の
確
立
（
第
一
節
　
植
民
行
政
の
転

換
　

／
第
二
節
　
台
湾
教
育
令
（
大
正
八
年
）
と
過
渡
政
策
　
／
第
三

節
　

台
湾
教
育
令
（
大
正
十
一
年
）
と
学
校
制
度
の
統
一
（
（
一
）
内

地
延

長
・
同
化
教
育
の
推
進
　
／
（
二
）
学
校
制
度
の
統
一
（
初
等
教

育
の

統
一
/中

等
教
育
の
統
一
/師

範
・
実
業
教
育
の
統
一
/高

等
教
育
機

関
の

充
実
/私

学
・
籍
民
教
育
/蕃

童
教
育
　
－
霧
社
事
件
/社

会
・
教
育

そ
の

他
）
）
　
／
第
四
章
　
台
湾
教
育
の
終
結
　
／
あ
と
が
き

A
71

鈴
木
明

生
き
て
い
る
「
高
砂
族
」
の
謎
　
―
南
投
県
仁
愛
郷

霧
社

『
中
央
公
論
　
歴
史
と
人
物
』

6:
1,
2

東
京
･中

央
公
論
社

19
76
年

1･
2 月

の
ち

に
､鈴

木
明
『
高
砂
族
に
捧
げ
る
』
（
中
央
公
論
社
､1
97
7年

）
に

再
録

｡

A
72

森
田
俊
介

台
湾
の
霧
社
事
件
　
―
真
相
と
背
景

東
京

･台
湾

の
霧

社
事

件
刊

行
会

、
発

行
所

：
東

京
･伸

共
社

19
76

年
3月

32
7

A
73

霧
社

事
件

に
関

す
る
台

湾
憲

兵
隊

長
報

告
綴

上
原

勇
作

関
係

文
書

研
究

会
編

『
上

原
勇

作
関

係
文

書
』

東
京

･東
京

大
学

出
版

会
19

76
年

3月
63

1-
64

4
台

湾
憲
兵
隊
長
沼
川
佐
吉
に
よ
る
｢第

二
霧
社
事
件
｣に

関
す
る
報
告

（
日

付
・
19
31
年
4月

25
日
－
5月

6日
）

A
74

蜂
矢
宣
朗

文
芸
作
品
に
描
か
れ
た
霧
社
事
件

『
山

辺
道

』
20

天
理

･天
理

大
学

国
語

国
文

学
会

19
76

年
3月

93
-

10
9

A
75

戴
國
煇

霧
社
蜂
起
と
中
国
革
命
　
―
漢
族
系
中
国
人
の

内
な

る
少
数
民
族
問
題

戴
國

煇
『

境
界

人
の

独
白

』
東

京
･龍

渓
書

舎
19

76
年

8月
19

5-
21

9

『
思

想
』
第
59
6・

59
7号

（
19
74
年
）
所
載
論
文
の
再
録
｡の

ち
に
､戴

国
煇

編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
―
研
究
と
資
料
』
（
社
会
思
想
社
､

19
81
年
）
に
再
録
｡

A
76

鈴
木
明

南
役
県
　
仁
愛
郷
　
霧
社

鈴
木

明
『

高
砂

族
に
捧

げ
る
』

東
京

･中
央

公
論

社
19

76
年

8月
25

9-
34

1

｢生
き

て
い
る
｢高

砂
族
｣の

謎
　
―
南
投
県
仁
愛
郷
｢霧

社
｣｣
（
『
中
央

公
論

　
歴
史
と
人
物
』
第
6年

第
1号

（
19
76
年
1月

）
､第

6年
第
2号

（
19
76

年
2月

）
）

A
77

鈴
木
作
太
郎

台
湾
の
蕃
族
研
究
　
霧
社
事
件

東
京

･青
史

社
19

77
年

10
月

54
3

鈴
木

作
太
郎
『
台
湾
の
蕃
族
研
究
』
（
台
湾
史
籍
刊
行
会
､1
93
2年

）
の

復
刻

版

A
78

千
原
英
之
進

台
湾
・
霧
社
事
件
及
び
2.
28
暴
動
の
背
景

『
日

本
体

育
大

学
紀

要
 』

6
東

京
･日

本
体

育
大

学
19

77
年

3月
12

1-
13

1
の

ち
に
､千

原
英
之
進
『
社
会
学
提
要
　
―
台
湾
･霧

社
事
件
､2
.2
8暴

動
』

（
学
文
社
､1
98
0年

｡1
98
4年

改
訂
版
）
に
再
録
｡

A
79

鈴
木
明

劉
家
昌
が
映
画
で
日
本
を
描
い
た

鈴
木

明
『

続
・

誰
も
書

か
な

か
っ
た
台

湾
　

―
天

皇
が

見
た

“
旧
帝
国
”
は
い
ま
』

東
京
･サ

ン
ケ
イ
新
聞
社
出

版
局

19
77

年
3月

99
-

10
7

｢『
霧

社
事
件
』
の
幻
影
｣

A
80

戴
國
煇

霧
社
蜂
起
研
究
の
今
日
的
意
味
　
―
台
湾
少
数
民

族
が
問
い
か
け
る
も
の

戴
國

煇
『

新
し
い
ア
ジ
ア
の

構
図

』
東

京
･社

会
思

想
社

〈
現

代
教

養
文

庫
〉

19
77

年
6月

20
6-

24
4

『
思

想
』
第
58
4号

（
19
73
年
）
所
載
論
文
の
再
録
｡の

ち
に
､戴

国
煇
編

『
台

湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
―
研
究
と
資
料
』
（
社
会
思
想
社
､1
98
1年

）
に

再
録
｡

A
81

松
下
芳
男

暴
動
鎮
圧
史

東
京

･柏
書

房
19

77
年

11
月

25
5-

26
1

｢台
湾

霧
社
事
件
｣

A
82

佐
木
隆
三

見
た
か
も
し
れ
な
い
青
空

『
オ
ー

ル
読

物
』

32
:1

1
東

京
･文

藝
春

秋
社

19
77

年
11

月
の

ち
に
､『

閃
光
に
向
っ
て
走
れ
』
（
文
藝
春
秋
､1
97
8年

2月
）
に
再

録
｡

A
83

坂
口
䙥
子

蕃
社
の
譜
　
―
坂
口
䙥
子
作
品
集
①

東
京
･コ

ル
ベ
出
版
社

19
78
年

3月
36
3

｢蕃
地

｣｢
蕃
地
の
イ
ヴ
｣｢
タ
ダ
オ
・
モ
ー
ナ
の
死
｣｢
ビ
ッ
キ
の
話
｣｢
蕃
婦

ロ
ポ

ウ
の
話
｣を

収
録
｡

A
84

春
山
明
哲

昭
和

政
治

史
に
お
け
る
霧

社
事

件
　

―
植

民
地

統
治

の
政
治
過
程
分
析

『
台

湾
近

現
代

史
研

究
』

創
刊

東
京

･台
湾

近
現

代
史

研
究

会
19

78
年

4月
83

-
12

6

の
ち

に
､戴

国
煇
編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
―
研
究
と
資
料
』
（
社
会

思
想

社
､1
98
1年

）
､春

山
明
哲
『
近
代
日
本
と
台
湾
　
―
霧
社
事
件
・

植
民

地
統
治
政
策
の
研
究
』
（
藤
原
書
店
､2
00
8年

）
に
再
録
｡

A
85

坂
口
䙥
子

霧
社
　
―
坂
口
䙥
子
作
品
集
②

東
京
･コ

ル
ベ
出
版
社

19
78
年

6月
30
1

｢霧
社

｣｢
“
蕃
地
”
と
の
関
り
｣を

収
録
｡
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著
者

題
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所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
86

毎
日
新
聞
社
編

霧
社
事
件

毎
日

新
聞

社
編

『
別

冊
一

億
人

の
昭

和
史

　
日

本
植

民
地

史
３

台
湾

・
南

洋
』

東
京

･毎
日

新
聞

社
19

78
年

9月
28

-3
6

A
87

中
村
孝
志

日
本
の
“
高
砂
族
”
統
治

毎
日

新
聞

社
編

『
別

冊
一

億
人

の
昭

和
史

　
日

本
植

民
地

史
３

台
湾

・
南

洋
』

東
京

･毎
日

新
聞

社
19

78
年

9月
37

-3
9

A
88

衛
藤
俊
彦

台
湾
統
治
50
年
の
歴
史

毎
日

新
聞

社
編

『
別

冊
一

億
人

の
昭

和
史

　
日

本
植

民
地

史
３

台
湾

・
南

洋
』

東
京

･毎
日

新
聞

社
19

78
年

9月
50

-5
3

A
89

戴
國
煇

河
本
大
作
と
台
湾

『
歴
史
と
地
理
』

28
1

東
京
･山

川
出
版
社

19
79
年

2月
13
-1
5

A
90

沙
如
媽

台
湾
、
今
と
昔

東
京

･芸
林

書
房

19
79

年
3月

15
0-

18
3

｢霧
社

事
件
｣

A
91

中
川
浩
一

高
砂
族
皇
民
化
の
真
実
を
探
る

『
歴

史
地

理
教

育
』

29
4

東
京

･歴
史

教
育

者
協

議
会

19
79

年
8月

48
-5

5

A
92

戴
國
煇

台
湾
と
台
湾
人
　
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
て

東
京

･研
文

書
院

19
79

年
11

月
22

2-
22

6
｢歴

史
に
哭
す
　
―
花
岡
一
郎
は
革
命
烈
士
か
走
狗
か
｣（

『
東
京
新

聞
』

19
73
年
8月

24
日
付
夕
刊
）
の
再
録
｡

A
93

寺
田
剛

霧
社
・
埔
里
・
日
月
潭
孔
子
廟
に
つ
い
て

『
亜

細
亜

大
学

教
養

部
紀

要
 』

19
東

京
･亜

細
亜

大
学

教
養

部
19

79
年

6月
1-

11

A
94

又
吉
盛
清

台
湾
霧
社
事
件
の
県
出
身
者
　
―
植
民
地
支
配
の

人
的
先
兵
　
（
全
6回

）
『

琉
球

新
報

』
那

覇
･沖

縄
新

報
社

19
80

年
9月 16

-
23

日

の
ち

に
､又

吉
盛
清
『
日
清
戦
争
一
〇
〇
年
　
台
湾
支
配
と
日
本
人
』

（
同

時
代
社
､1
99
4年

）
に
再
録
｡

A
95

松
田

修
霧

社
事

件
、

暁
の

虐
殺

　
―

に
せ
日

本
人

の
生

と
死

『
受

験
の

日
本

史
』

東
京

･聖
文

社
19

80
年

12
月

54
-5

8
の

ち
に
､松

田
修
『
異
形
者
の
力
』
（
青
玄
社
､1
99
4年

）
に
再
録
｡

A
96

千
原
英
之
進

社
会
学
提
要
　
―
台
湾
・
霧
社
事
件
、
二
・
二
八

暴
動

東
京

･学
文

社
19

80
年

3月
18

-
10

0

A
97

鈴
木

明
高

砂
族

に
捧

げ
る

東
京

･中
央

公
論

社
19

80
年

8月
33

9
中

公
文
庫

A
98

中
川
浩
一
･和

歌
森
民
男

編
著

霧
社
事
件
　
―
台
湾
高
砂
族
の
蜂
起

東
京

･三
省

堂
19

80
年

12
月

27
4

A
99

河
原
功

中
村
地
平
・
そ
の
作
品
と
周
辺

『
成

蹊
国

文
』

14
東

京
･成

蹊
大

学
文

学
部

日
本

文
学

科
研

究
室

19
80

年
12

月
61

-7
5

A
10
0
小
島
麗
逸

日
本
帝
国
主
義
の
台
湾
山
地
支
配
　
―
対
高
山
族

調
査
史
　
そ
の
2

『
台

湾
近

現
代

史
研

究
』

3
東

京
･台

湾
近

現
代

史
研

究
会

19
81

年
1月

5-
22

A
10
1
後
藤
均
平

日
本
と
ア
ジ
ア
の
人
び
と

東
京

･す
く
ら
む
社

19
81

年
2月

10
5-

11
0

｢霧
社

反
乱
｣

A
10
2
中
村
ふ
じ
ゑ

霧
社
抗
日
蜂
起
か
ら
五
十
年

『
思

想
の

科
学

』
12

7
東

京
･思

想
の

科
学

社
19

81
年

2月
11

4-
11

8

A
10
3
奥
野
久
次

「
霧
社
」
の
回
想

山
本

良
一

編
『

台
湾

へ
の

架
け

橋
』

茨
木

･蓬
莱

会
関

西
支

部
19

81
年

3月
27

8-
28

2

A
10
4
黄
昭
堂

台
湾
総
督
府

東
京

･教
育

社
19

81
年

4月
12

7-
13

0
｢霧

社
事
件
｣｡
19
83
年
4月

新
装
第
三
刷
（
加
筆
修
正
あ
り
）
｡

A
10
5
戴
国
煇
編
著

台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
　
研
究
と
資
料

東
京

･社
会

思
想

社
19

81
年

6月
59

8

A
10
6
戴
国
煇

序
　
―
霧
社
蜂
起
事
件
の
共
同
研
究
に
つ
い
て

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

1-
5

A
10
7
田
中
宏

台
湾
総
督
府
の
対
人
掌
握
策
と
高
山
族

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

11
4-

13
0

A
10
8
春

山
明

哲
昭

和
政

治
史

に
お
け
る
霧

社
蜂

起
事

件
戴

国
煇

編
著

『
台

湾
霧

社
蜂

起
事

件
』

東
京

･社
会

思
想

社
19

81
年

6月
13

1-
15

4
の

ち
に
､春

山
明
哲
『
近
代
日
本
と
台
湾
　
―
霧
社
事
件
・
植
民
地
統
治

政
策

の
研
究
』
（
藤
原
書
店
､2
00
8年

）
に
再
録
｡

A
10
9
戴
国
煇

霧
社
蜂
起
研
究
の
概
要
と
研
究
の
今
日
的
意
味

　
―

台
湾
少
数
民
族
が
問
い
か
け
る
も
の

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

13
-4

6
『

思
想
』
第
58
4号

（
19
73
年
）
所
載
論
文
の
再
録
｡

A
11
0
松
永
正
義

日
本

国
内

ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
霧

社
蜂

起
事

件
戴

国
煇

編
著

『
台

湾
霧

社
蜂

起
事

件
』

東
京

･社
会

思
想

社
19

81
年

6月
15

5-
17

5
の

ち
に
､松

永
正
義
『
台
湾
を
考
え
る
む
ず
か
し
さ
』
（
研
文
出
版
､

20
08
）
年
に
再
録
｡
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収
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巻
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発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
11
1
河
原
功

日
本
文
学
に
現
わ
れ
た
霧
社
蜂
起
事
件

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

17
6-

20
1

の
ち

に
､河

原
功
『
台
湾
新
文
学
運
動
の
展
開
』
（
研
文
出
版
､1
99
7

年
）

に
再
録
｡

A
11
2
戴
国
煇

霧
社
蜂
起
と
中
国
革
命
　
―
漢
族
系
中
国
人
の

内
な

る
少
数
民
族
問
題

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

20
2-

23
9

『
思

想
』
第
59
6・

59
7号

（
19
74
年
）
所
載
論
文
の
再
録
｡

A
11
3
大
田
君
枝
､中

川
静
子

霧
社
を
た
ず
ね
て
(抜

粋
）

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

24
0-

25
1

『
中

国
』
第
69
号
（
19
69
年
）
所
載
論
文
お
よ
び
中
川
静
子
『
日
中
講

座
第

八
集
　
日
本
帝
国
主
義
下
の
台
湾
　
霧
社
事
件
』
（
19
70
年
）
の

抜
粋

｡

A
11
4

資
料
編

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

25
3-

56
1

拓
務

省
管
理
局
長
 生

駒
高
常
｢霧

社
蕃
騒
擾
事
件
調
査
復
命
書
｣､
台
湾

総
督

府
警
務
局
｢霧

社
事
件
誌
｣､
〔
台
中
州
能
高
郡
警
察
課
〕
｢霧

社
事

件
ニ

関
ス
ル
概
況
説
明
書
｣､
台
湾
軍
参
謀
 陸

軍
歩
兵
大
佐
 服

部
兵
次

郎
｢霧

社
事
件
に
就
て
｣

A
11
5
小
島
麗
逸

日
本
帝
国
主
義
の
台
湾
山
地
支
配
　
―
霧
社
蜂
起

事
件
ま
で

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

47
-8

3

A
11
6
春
山
明
哲
編

霧
社
蜂
起
事
件
日
誌

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

56
3-

58
0

A
11
7
河
原
功
編

霧
社
蜂
起
事
件
関
係
文
献
目
録

戴
国

煇
編

著
『

台
湾

霧
社

蜂
起

事
件

』
東

京
･社

会
思

想
社

19
81

年
6月

58
1-

59
8

A
11
8
宇

野
利

玄
台

湾
に
お
け
る
「

蕃
人

」
教

育
戴

国
煇

編
著

『
台

湾
霧

社
蜂

起
事

件
』

東
京

･社
会

思
想

社
19

81
年

6月
84

-
11

3
『

展
望
』
第
19
6号

（
19
75
年
）
所
載
論
文
の
再
録
｡

A
11
9
喜

安
幸

夫
台

湾
統

治
秘

史
　

―
霧

社
事

件
に
至

る
抗

日
の

全
貌

東
京

･原
書

房
19

81
年

7月
22

0

A
12
0
小
林
英
夫

戴
国
煇
編
著
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
 研

究
と
資

料
』

『
週

刊
読

書
人

』
19

81
年

9
月

2日
号

東
京

･日
本

書
籍

出
版

協
会

19
81

年
9月

書
評

A
12
1
松
村
源
太
郎

台
湾
　
今
と
昔

東
京

･時
事

通
信

社
19

81
年

11
月

26
0

A
12
2
蜂
矢
宣
朗

「
旅
び
と
」
覚
書
　
―
佐
藤
春
夫
と
台
湾
、
続
稿

『
香

椎
潟

』
27

福
岡

･福
岡

女
子

大
学

19
82

年
3月

81
-8

9

A
12
3
岡
部
牧
夫

戴
国
煇
編
著
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
 研

究
と
資

料
』

『
歴

史
学

研
究

』
50

4
東

京
･歴

史
学

研
究

会
19

82
年

5月
28

-3
3
書

評

A
12
4
霧
社
会

思
い
出
の
霧
社

19
82

年
財

団
法
人
台
湾
協
会
編
『
台
湾
協
会
所
蔵
　
図
書
・
資
料
目
録
』

（
19
93

年
6月

）

A
12
5
宮
村
堅
弥

首
狩
族
の
反
乱
　
―
台
湾
の
霧
社
事
件
秘
録

宮
村

堅
弥

19
83

年
1月

26
6

A
12
6
竹
中
り
つ
子

わ
が
青
春
の
台
湾

東
京

･図
書

出
版

社
19

83
年

5月
25

0

A
12
7
川
越
守
二

霧
社
事
件

蓬
莱

山
吹

会
編

『
台

湾
山

砲
戦

記
　
―
南
十
字
の
星
の
も
と
』

熊
本

･蓬
莱

山
吹

会
19

84
年

9月
15

-2
0

A
12
8
横

尾
清

一
霧

社
事

件
に
参

戦
し
て

蓬
莱

山
吹

会
編

『
台

湾
山

砲
戦

記
　
―
南
十
字
の
星
の
も
と
』

熊
本

･蓬
莱

山
吹

会
19

84
年

9月
20

-2
3
19
30
年
10
月
当
時
､台

湾
山
砲
兵
大
隊
第
一
中
隊
小
隊
長
（
少
尉
）

A
12
9
西
村
望

も
う
日
は
暮
れ
た

東
京

･立
風

書
房

19
84

年
10

月
29

5
19
89
年
に
徳
間
書
店
よ
り
文
庫
版
出
版

A
13
0
和
歌
森
民
男

高
永
清
『
回
想
録
』
　
―
霧
社
事
件
と
そ
の
研

究
に

ふ
れ
て

『
桐

朋
学

園
大

･短
大

紀
要

』
3

東
京

･桐
朋

学
園

大
学

短
期

大
学

部
19

84
年

11
月

75
-9

9

A
13
1
見
上
保

台
湾
・
霧
社
事
件
の
今
昔
　
―
悲
惨
な
事
件
と
そ
の

裏
面
史

茅
ケ
崎

･見
上

保
19

84
年

12
月

25
9

A
13
2
中
村
ふ
じ
ゑ

ピ
ホ
ワ
リ
ス
の
墓
碑
銘
　
―
高
永
清
さ
ん
を
偲
ん
で

『
台

湾
近

現
代

史
研

究
』

5
東

京
･台

湾
近

現
代

史
研

究
会

19
84

年
12

月
15

1-
19

2

A
13
3
霧
社
会

霧
社
旅
行
の
思
い
出

19
84

年

A
13
4
四
倉
富
重
夫

霧
社
会
の
歩
み

19
85

年
8月

19
76
年
10
月
26
日
､第

一
回
霧
社
会
を
横
浜
市
で
開
催
｡

A
13
5
折
田
良
雄

血
と
民
族

東
京

･近
代

文
芸

社
19

85
年

10
月

21
6
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
13
6
小

島
晋

治
二

つ
の

ダ
ッ
キ
ス
・

ノ
ー

ビ
ン
像

『
く
さ
の

か
ぜ

　
草

風
館

だ
よ

り
』

20
東

京
･草

風
館

19
85

年
11

月
1-

3

A
13
7
稲

垣
真

美
霧

社
事

件
は
二

度
あ
っ
た

『
く
さ
の

か
ぜ

　
草

風
館

だ
よ

り
』

20
東

京
･草

風
館

19
85

年
11

月
3-

4

A
13
8
ア
ウ
イ
･ヘ

ッ
パ

ハ
述

／
許
介
鱗
､林

光
明
解
説

証
言
　
霧
社
事
件
　
―
台
湾
山
地
人
の
抗
日
蜂
起

東
京

･草
風

館
19

85
年

12
月

23
0

ア
ウ

イ
ヘ
ッ
パ
ハ
｢証

言
　
霧
社
事
件
｣（

｢一
　
タ
ナ
ハ
・
ト
ノ
フ
ン

―
悪

い
日
本
人
ど
も
（
姉
妹
ヶ
原
の
だ
ま
し
討
ち
／
虎
に
監
視
さ
れ
た

生
活

／
強
制
さ
れ
た
出
役
に
喘
ぐ
　
―
霧
社
事
件
の
前
夜
）
　
／
二

ジ
ャ

ン
グ
ル
の
な
か
の
抗
日
戦
（
一
〇
月
二
七
日
の
血
祭
り
／
霧
社
台

地
の

戦
い
／
タ
ロ
ワ
ン
台
地
の
戦
い
／
ク
ル
フ
カ
ッ
フ
ル
の
戦
い
／
ル

ク
ダ

ヤ
の
戦
い
／
マ
ハ
ワ
ン
の
戦
い
／
ブ
ッ
ト
ツ
の
戦
い
／
タ
ロ
ワ
ン

指
揮

部
攻
略
／
ハ
ボ
ン
渓
の
戦
い
／
プ
ラ
ズ
の
戦
い
）
　
／
三
　
誇
り

高
き

セ
ー
ダ
ッ
カ
（
タ
ウ
ツ
ア
の
襲
撃
／
川
中
島
へ
の
移
住
）
｣）

､｢
座

談
会

　
私
の
霧
社
事
件
　
―
ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
・
林
光
明
・
許
介
鱗
｣

（
｢長

い
沈
黙
の
あ
と
に
／
理
蕃
政
策
下
の
犠
牲
者
／
質
の
悪
い
日
本
人

警
察

／
蜂
起
計
画
は
あ
っ
た
か
／
総
頭
目
モ
ー
ナ
ル
ー
ダ
オ
の
こ
と
／

蜂
起

の
日
で
は
／
漢
民
族
は
殺
さ
な
か
っ
た
／
花
岡
一
郎
・
二
郎
の
こ

と
／

ア
ウ
イ
生
死
間
際
の
体
験
／
収
容
所
襲
撃
事
件
／
経
済
動
物
の
原

型
／

川
中
島
へ
の
移
住
／
白
虎
隊
計
画
／
生
き
の
び
る
辛
さ
／
毒
ガ
ス

は
使

用
さ
れ
た
か
／
｢高

砂
義
勇
隊
｣）

､許
介
鱗
｢解

説
｣､
許
介
鱗
編
｢霧

社
事

件
関
係
年
表
｣

A
13
9
寺
田
勉

太
陽
の
怒
り
　
高
砂
族
の
反
乱

東
京

･白
帝

社
19

86
年

1月
24

3

A
14
0
春
山
明
哲

書
評

　
ア
ウ
イ
ヘ

ッ
パ

ハ
著

／
許

介
鱗

編
『

証
言

霧
社
事
件
　
―
台
湾
山
地
人
の
抗
日
蜂
起
』
（
草
風

館
）

『
中

国
研

究
月

報
』

46
1

東
京

･社
団

法
人

中
国

研
究

所
19

86
年

7月
53

-
54

,3
7
の

ち
に
､春

山
明
哲
『
近
代
日
本
と
台
湾
　
―
霧
社
事
件
・
植
民
地
統
治

政
策

の
研
究
』
（
藤
原
書
店
､2
00
8年

）
に
再
録
｡

A
14
1
宇

野
利

玄
台

湾
に
お
け
る
「

蕃
人

」
教

育
『

成
蹊

論
叢

』
25

武
蔵

野
･成

蹊
中

学
･高

等
学

校
19

86
年

12
月

3-
38

『
展

望
』
第
19
6号

（
19
75
年
）
お
よ
び
戴
国
煇
編
『
台
湾
霧
社
蜂
起
事

件
』

（
社
会
思
想
社
､1
98
1年

）
所
載
論
文
の
再
掲
｡

A
14
2
河
原
功

大
鹿
卓
「
野
蛮
人
」
を
め
ぐ
っ
て

『
成

蹊
論

叢
』

25
武

蔵
野

･成
蹊

中
学

･高
等

学
校

19
86

年
12

月
42

-5
6

A
14
3
霧
社
会

日
本
旅
行
の
思
い
出

下
山

宏
19

86
年

A
14
4
武
田
英
子

地
図
か
ら
消
さ
れ
た
島
　
―
大
久
野
島
 毒

ガ
ス
工
場



東
京
･ド

メ
ス
出
版

19
87
年

5月
23
4

｢毒
ガ

ス
島
の
あ
ゆ
み
／
台
湾
霧
社
事
件
に
毒
ガ
ス
使
用
か
｣

A
14
5
向

山
寛

夫
日

本
統

治
下

に
お
け
る
台

湾
民

族
運

動
史

東
京

･中
央

経
済

研
究

所
19

87
年

7月
10

79
-

11
16

｢第
五

章
　
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
民
族
運
動
の
擡
頭
と
発
展
（
第
八
節
　
霧
社

に
お

け
る
高
砂
族
の
抗
日
蜂
起
）
｣｡
｢日

本
統
治
下
に
お
け
る
台
湾
民
族

運
動

史
｣（

九
州
大
学
博
士
論
文
､1
96
1年

）
の
改
稿
｡

A
14
6
於
保
忠
彦

台
湾
霧
社
事
件
秘
話
　
―
大
酋
長
モ
ー
ナ
の
叛
乱

『
日

本
及

日
本

人
』

15
87

東
京

･日
本

及
日

本
人

社
19

87
年

7月
15

0-
16

1

A
14
7
中
村
ふ
じ
ゑ

霧
社
蜂
起
か
ら
高
砂
義
勇
隊
ま
で

『
中

国
研

究
月

報
』

47
6

東
京

･社
団

法
人

中
国

研
究

所
19

87
年

10
月

1-
13

A
14
8
ピ
ホ
ワ
リ
ス
(高

永
清
)

著
･加

藤
実
編
訳

霧
社
緋
桜
の
狂
い
咲
き
　
―
虐
殺
事
件
生
き
残
り
の

証
言

東
京

･教
文

館
19

88
年

1月
29

9

高
彩

雲
｢序

｣､
高
永
清
｢霧

社
緋
桜
の
狂
い
咲
き
｣､
高
永
清
｢回

生
録
　
第

壱
冊

・
第
二
冊
｣､
高
永
清
｢回

生
録
　
第
三
冊
　
川
中
島
｣（

高
彩
雲
｢私

（
彩

雲
）
の
想
ひ
出
｣を

含
む
）
､｢
附
録
｣､
加
藤
実
｢解

説
｣

A
14
9
五
味
川
純
平

惨
劇
　
―
霧
社
事
件

『
オ
ー

ル
読

物
』

東
京

･文
藝

春
秋

社
19

88
年

7月
の

ち
に
､五

味
川
純
平
『
戦
記
小
説
集
』
（
文
藝
春
秋
､1
99
0年

）
に
再

録
｡
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著
者

題
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所
収

書
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雑

誌
名

巻
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発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
15
0
戴
国
煇

台
湾
　
―
人
間
・
歴
史
・
心
性

東
京

･岩
波

書
店

19
88

年
10

月
77

-8
0

｢Ⅲ
　

日
本
の
植
民
地
支
配
　
／
1　

台
湾
出
兵
と
日
清
戦
争
　
／
2　

日
本

軍
の
台
湾
進
駐
と
抗
日
の
複
雑
な
諸
相
　
／
3　

後
藤
新
平
の
台
湾
統

治
策

　
／
4　

植
民
地
型
開
発
と
台
湾
住
民
の
抵
抗
（
土
地
調
査
事
業
／

植
民

地
体
制
と
い
う
名
の
｢共

犯
構
造
｣／

羅
福
星
事
件
／
西
来
庵
事
件

／
台

湾
統
治
の
変
遷
／
霧
社
事
件
／
日
中
戦
争
と
台
湾
｣

A
15
1
西
村
望

も
う
日
は
暮
れ
た

東
京

･徳
間

書
店

19
89

年
10

月
38

1

A
15
2
又
吉
盛
清

日
本
植
民
地
下
の
台
湾
と
沖
縄

宜
野

湾
･沖

縄
あ
き
書

房
19

90
年

10
月

17
3-

19
9

｢台
湾

霧
社
事
件
の
沖
縄
人
｣（

17
3-
19
9）

､の
ち
に
､又

吉
盛
清
著
／
魏

廷
朝

譯
『
日
本
殖
民
下
的
台
灣
與
沖
縄
』
（
台
北
・
前
衛
出
版
社
､1
99
7

年
12
月

､4
40
頁
）
と
し
て
翻
訳
出
版

A
15
3
五
味
川
純
平

戦
記
小
説
集

『
文

芸
春

秋
』

東
京

･文
藝

春
秋

社
19

90
年

11
月

23
3-

25
3

｢惨
劇

　
―
霧
社
事
件
｣､
19
93
年
11
月
に
文
春
文
庫

A
15
4
台
湾
軍
司
令
部
編

昭
和
五
年
台
湾
蕃
地
霧
社
事
件
史

東
京

･中
央

経
済

研
究

所
19

90
年

7月
16

4

A
15
5
石
堂
徳
一

昭
和
5年

、
台
湾
で
お
き
た
霧
社
事
件
の
背
景

と
、

か
か
わ
り
の
あ
っ
た
沖
縄
県
人
の
足
跡
を
た
ど

る
。

奨
励

研
究

(B
)　

02
90

40
65

沖
縄

･石
堂

徳
一

19
90

年
沖

縄
県
石
垣
市
教
委
・
主
事

A
15
6
門
脇
朝
秀

祖
国
は
る
か
④
　
昭
和
の
初
期
 日

本
と
中
国
の

迫
間

に
ゆ
れ
た
人

々
松

戸
･あ

け
ぼ

の
会

19
91

年
9月

14
1-

21
6

｢霧
社

事
件
　
只
一
人
の
生
存
者
　
オ
ビ
ン
・
タ
ダ
オ
（
花
岡
初
子
　
高

彩
雲

）
さ
ん
を
訊
ね
て
｣

A
15
7
於
保
忠
彦

大
酋
長
モ
ー
ナ
の
戦
い
　
―
霧
社
蕃
人
蜂
起
事
件
秘

話
佐

世
保

･芸
文

堂
19

91
年

2月
22

1

A
15
8
尾
崎
秀
樹

近
代
文
学
の
傷
痕
　
―
旧
植
民
地
文
学
論
　
 (

同
時

代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

7
1
)

東
京

･岩
波

書
店

19
91

年
6月

31
1

｢霧
社

事
件
と
文
学
｣

A
15
9
古
野
直
也

台
湾
軍
司
令
部
　
18
95
～
19
45

東
京

･国
書

刊
行

会
19

91
年

9月
20

3-
23

1
｢霧

社
の
朝
｣（

20
3～

23
1）

A
16
0
台
湾
経
世
新
報
社
編

台
湾
大
年
表

東
京

･緑
蔭

書
房

19
92

年
3月

27
9

台
湾

経
世
新
報
社
編
『
台
湾
大
年
表
』
(1
93
8年

､第
4版

)の
復
刻
版

A
16
1
河
原
功
監
修
／
台
湾
総

督
府
編

台
湾
日
誌
　
大
正
8年

-昭
和
19
年

東
京

･緑
蔭

書
房

19
92

年
3月

38
1

『
台

湾
時
報
』
所
載
の
｢台

湾
日
誌
｣の

編
集
復
刻

A
16
2
春
山
明
哲
編

十
五
年
戦
争
極
秘
資
料
集
　
台
湾
霧
社
事
件
軍
事

関
係
資
料

東
京

･不
二

出
版

19
92

年
1月

16
＋

41
3

春
山

明
哲
｢解

説
　
―
日
本
陸
軍
に
と
っ
て
の
霧
社
事
件
｣（

の
ち
に
､春

山
明

哲
『
近
代
日
本
と
台
湾
　
―
霧
社
事
件
・
植
民
地
統
治
政
策
の
研

究
』

（
藤
原
書
店
､2
00
8年

）
に
再
録
）
､｢
昭
和
五
年
台
湾
蕃
地
　
霧
社

事
件

史
（
台
湾
軍
司
令
部
？
）
｣｢
霧
社
事
件
陣
中
日
誌
　
自
昭
和
五
年

十
月

二
七
日
／
至
同
年
十
二
月
二
日
（
台
湾
軍
参
謀
部
）
｣｢
霧
社
事
件

関
係

陸
軍
大
臣
官
房
書
類
綴
（
陸
軍
大
臣
官
房
）
｣｢
昭
和
五
年
台
湾
霧

社
事

件
給
養
史
（
台
湾
軍
経
理
部
）
｣を

収
録
｡

A
16
3
若
林
正
丈

台
湾
植
民
地
支
配

山
根

幸
夫

ほ
か
編

『
近

代
日

中
関

係
史

研
究

入
門

』
東

京
･研

文
出

版
19

92
年

2月
27

7-
31

1
19
96
年
に
増
補
版
刊
行

A
16
4
郡
楠
昭

霧
と
炎
　
―
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
小
説
霧
社
事
件

東
京

･三
一

書
房

19
92

年
7月

30
1

A
16
5
近
藤
正
己

台
湾
総
督
府
の
「
理
蕃
」
体
制
と
霧
社
事
件

大
江

志
乃

夫
ほ
か
編

『
近

代
日

本
と
植
民
地
２
　
帝
国
統
治
の

構
造

』
東

京
･岩

波
書

店
19

92
年

12
月

35
-6

0

A
16
6
邱
若
竜
画
作
／
江
淑
秀
､

柳
本
通
彦
訳

霧
社
事
件
　
―
台
湾
先
住
民
、
日
本
軍
へ
の
魂
の

闘
い

東
京

･現
代

書
館

19
93

年
4月

26
9

｢台
湾

史
関
係
年
表
｣（

26
3-
26
4）

､｢
霧
社
事
件
日
誌
｣（

26
5-
26
8）

A
16
7
伊
藤
潔

台
湾
　
―
四
百
年
の
歴
史
と
展
望

東
京

･中
央

公
論

社
19

93
年

8月
12

1-
12

4

｢第
六

章
　
日
本
植
民
地
下
の
近
代
化
（
文
官
総
督
と
同
化
政
策
／
武
力

抵
抗

か
ら
政
治
運
動
へ
／
台
湾
議
会
設
置
請
願
運
動
／
総
督
府
の
対
応

策
／

治
安
警
察
法
違
反
事
件
／
台
湾
文
化
協
会
の
分
裂
／
教
育
の
充
実

／
産

業
の
振
興
／
霧
社
事
件
）
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
16
8
近
藤
正
己

『
理
蕃
の
友
』
解
題
　
―
「
理
蕃
政
策
大
綱
」
か
ら

皇
民
化
政
策
へ

『
台

湾
総

督
府

警
務

局
理

蕃
課

編
『

理
蕃

の
友

』
別

冊
　

解
題

・
総

目
次

・
索

引
』

東
京

･緑
蔭

書
房

19
93

年
10

月
1-

14

A
16
9
朝
倉
喬
司

台
湾
・
霧
社
紀
行
　
―
昭
和
初
期
、
台
湾
の
抗
日

闘
争
史
上
、
最
大
規
模
の
武
装
反
乱
を
起
こ
し
た

少
数
先
住
民
タ
イ
ヤ
ル
族
の
誇
り
と
心
に
触
れ
る

旅

『
月
刊
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
』

5:
10

東
京
･朝

日
新
聞
社

19
93
年

12
月

28
9-

29
7

A
17
0
松
田
修

異
形
者
の
力

東
京

･青
玄

社
19

94
年

2月
25

2
｢暗

殺
異
聞
｣の

な
か
の
｢霧

社
事
件
､暁

の
虐
殺
　
―
花
岡
義
兄
弟
の
生

と
死

｣､
後
に
松
田
修
『
松
田
修
著
作
集
　
第
7巻

』
（
東
京
・
右
文
書

院
､2
00

3年
2月

）
に
再
録
｡

A
17
1
垂
水
千
恵

坂
口
䙥
子
の
「
時
計
草
」
に
つ
い
て

『
天

理
臺

灣
研

究
會

年
報

』
3

奈
良

･天
理

台
湾

研
究

会
19

94
年

6月
7-

10

A
17
2
又
吉
盛
清

日
清
戦
争
一
〇
〇
年
　
　
台
湾
支
配
と
日
本
人

東
京

･同
時

代
社

19
94

年
6月

12
0-

14
1

｢第
Ⅰ

部
　
台
湾
植
民
地
支
配
と
日
本
人
　
／
第
六
章
　
台
湾
霧
社
事
件

（
わ

が
沖
縄
人
の
｢罪

業
｣調

査
の
旅
／
｢高

砂
族
｣の

蜂
起
／
｢高

砂
族
｣

対
策

に
沖
縄
人
／
わ
が
｢同

胞
｣の

罪
業
の
深
さ
／
総
督
は
｢台

湾
皇
帝
｣

／
事

件
を
知
る
こ
と
は
日
本
人
の
義
務
｣

A
17
3
垂
水
千
恵

台
湾
文
壇
の
中
の
日
本
人
　
―
坂
口
䙥
子

と
台

湾
人

作
家

垂
水

千
恵

『
台

湾
の

日
本

語
文

学
　

―
日

本
統

治
時

代
の

作
家

た
ち
』

東
京

･五
柳

書
院

19
94

年
10

月
12

7-
14

7
の

ち
に
､垂

水
千
恵
著
／
涂
翠
花
譯
『
台
湾
的
日
本
語
文
学
』
（
台
北
・

前
衛

出
版
社
､1
99
8年

）
と
し
て
中
文
版
刊
行
｡

A
17
4
下
村
作
次
郎

新
た
な
表
現
者
の
登
場
　
―
台
湾
原
住
民
文
学

笠
原

政
治

、
植

野
弘

子
編

『
暮

ら
し
が

わ
か
る
ア
ジ
ア
読

本
　

台
湾

』
東

京
･河

出
書

房
新

社
19

95
年

8月
32

2

A
17
5
笠
原
政
治

先
住
民
族
に
流
れ
た
四
〇
〇
年
の
時
間
　
―
先

住
民

族
の
歴
史

笠
原

政
治

、
植

野
弘

子
編

『
暮

ら
し
が

わ
か
る
ア
ジ
ア
読

本
　

台
湾

』
東

京
･河

出
書

房
新

社
19

95
年

8月
20

-2
7

A
17
6
柳

本
通

彦
邱

若
龍

と
山

地
の

若
者

た
ち
　

―
劇

画
笠

原
政

治
、

植
野

弘
子

編
『

暮
ら
し
が

わ
か
る
ア
ジ
ア
読

本
　

台
湾

』
東

京
･河

出
書

房
新

社
19

95
年

8月
20

3-
20

9

A
17
7
小
林
岳
二

霧
社
事
件

笠
原

政
治

、
植

野
弘

子
編

『
暮

ら
し
が

わ
か
る
ア
ジ
ア
読

本
　

台
湾

』
東

京
･河

出
書

房
新

社
19

95
年

8月
26

9-
27

1

A
17
8
柳

本
通

彦
霧

社
に
嫁

い
だ
あ
る
日

本
女

性
の

戦
後

笠
原

政
治

、
植

野
弘

子
編

『
暮

ら
し
が

わ
か
る
ア
ジ
ア
読

本
　

台
湾

』
東

京
･河

出
書

房
新

社
19

95
年

8月
29

6-
30

2

A
17
9
春
山
明
哲

ウ
ッ
ト
フ
が
織
り
給
ひ
し
人
々
　
―
台
湾
先
住
民
族

の
霧
社
蜂
起
と
日
本
人

林
え
い
だ
い
編

『
台

湾
植

民
地

統
治
史
　
―
山
地
原
住
民
と
霧

社
事

件
・

高
砂

義
勇

隊
』

福
岡

･梓
書

院
19

95
年

9月
22

2

｢｢
写

真
を
読
む
｣た

め
に
／
｢理

蕃
政
策
｣と

先
住
民
族
調
査
　
―
資
料
編

所
収

｢ア
ミ
族
調
査
報
告
｣の

背
景
／
霧
社
事
件
と
日
本
人
／
｢毒

ガ
ス
｣

は
使

わ
れ
た
か
／
タ
イ
ヤ
ル
族
・
セ
ー
ダ
ッ
カ
の
｢証

言
者
｣／

あ
る
霧

社
青

年
の
日
中
戦
争
と
太
平
洋
戦
争
／
あ
と
が
き
｣｡
の
ち
に
､春

山
明
哲

『
近

代
日
本
と
台
湾
　
―
霧
社
事
件
・
植
民
地
統
治
政
策
の
研
究
』

（
藤

原
書
店
､2
00
8年

）
に
再
録
｡

A
18
0
戴
国
煇

序
に
代

え
て
　

―
歴

史
の

中
の

写
真

、
写

真
の

中
の

歴
史

林
え
い
だ
い
編

『
台

湾
植

民
地

統
治
史
　
―
山
地
原
住
民
と
霧

社
事

件
・

高
砂

義
勇

隊
』

福
岡

･梓
書

院
19

95
年

9月
22

2

A
18
1
林

え
い
だ
い

台
湾
植
民
地
統
治
史
　
―
山
地
原
住
民
と
霧
社

事
件
・
高
砂
義
勇
隊

福
岡

･梓
書

院
19

95
年

9月
22

2

｢第
一

部
　
植
民
地
支
配
　
／
第
二
部
　
霧
社
事
件
　
／
第
三
部
　
皇
民

化
の

道
　
／
第
四
部
　
皇
軍
兵
士
　
／
第
五
部
　
失
っ
た
祖
国
　
／
第

六
部

　
資
料
編
（
山
田
良
｢生

蕃
事
情
　
―
高
山
蕃
人
・
平
地
蕃
人
｣／

高
義

雄
｢第

二
次
世
界
大
戦
　
第
一
回
高
砂
義
勇
隊
全
島
感
想
発
表
｣）

A
18
2
三
留
理
男

現
地
取
材
・
戦
後
５
０
年
特
別
企
画
　
「
ア
ジ
ア

の
近
代
化
」
と
、
取
り
残
さ
れ
た
民
　
８
回
　
台

湾
発
「
霧
社
事
件
と
義
勇
兵
・
高
山
族
」
（
前

編
）

『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』

東
京
･集

英
社

19
95
年

8月 15
日

18
3-

18
7
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
18
3
三
留
理
男

現
地
取
材
・
戦
後
５
０
年
特
別
企
画
　
「
ア
ジ
ア

の
近
代
化
」
と
取
り
残
さ
れ
た
民
　
９
回
　
台
湾

発
「
霧
社
事
件
と
義
勇
兵
・
高
山
族
」
（
後
編
）

『
週
刊
プ
レ
イ
ボ
ー
イ
』

東
京
･集

英
社

19
95
年

8月 29
日

20
9-

21
3

A
18
4
黒
川
創
編

〈
外
地
〉
の
日
本
語
文
学
選
　
南
方
・
南
洋
／
台

湾
東

京
･新

宿
書

房
19

96
年

1月
35

6
佐

藤
春
夫
｢魔

鳥
｣､
中
村
地
平
｢霧

の
蕃
社
｣を

収
録

A
18
5
坂
口
䙥
子

故
旧
　
忘
れ
え
ず

『
〈

外
地

〉
の

日
本

語
文

学
選

月
報

1』
東

京
･新

宿
書

房
19

96
年

1月
6-

8
｢元

・
中
山
清
公
医
で
現
・
高
永
清
省
議
院
議
員
｣と

再
会
､｢
タ
イ
ヤ
ル

族
の

移
住
蕃
社
の
一
夜
｣を

回
顧
｡

A
18
6
黒
川
創

解
説
　
多
面
体
の
鏡

黒
川

創
編

『
〈

外
地

〉
の

日
本

語
文

学
選

　
南

方
・

南
洋

／
台

湾
』

東
京

･新
宿

書
房

19
96

年
1月

28
7-

33
1

中
村

地
平
｢霧

の
蕃
社
｣を

批
評
し
た
､中

野
重
治
｢文

芸
時
評
｣（

『
東
京

朝
日

新
聞
』
19
39
年
12
月
3日

）
に
言
及
｡

A
18
7
黒
川
創

著
者
と
作
品
に
つ
い
て

黒
川

創
編

『
〈

外
地

〉
の

日
本

語
文

学
選

　
南

方
・

南
洋

／
台

湾
』

東
京

･新
宿

書
房

19
96

年
1月

33
6,

3
39

-
34

0
佐

藤
春
夫
｢魔

鳥
｣､
中
村
地
平
｢霧

の
蕃
社
｣

A
18
8
黒
川
創
編

台
湾
お
よ
び
南
方
・
南
洋
の
「
日
本
語
」
文
学
関
連

年
表

黒
川

創
編

『
〈

外
地

〉
の

日
本

語
文

学
選

　
南

方
・

南
洋

／
台

湾
』

東
京

･新
宿

書
房

19
96

年
1月

35
0-

35
6

A
18
9
柳

本
通

彦
台

湾
・

霧
社

に
生

き
る

東
京

･現
代

書
館

19
96

年
3月

26
9

｢序
章

　
霧
社
へ
の
旅
　
／
第
一
章
　
霧
社
に
残
っ
た
日
本
人
　
／
第
二

章
　

証
言
・
オ
ビ
ン
タ
ダ
オ
の
半
生
　
／
第
三
章
　
棄
民
の
里
の
皇
軍

兵
士

　
／
第
四
章
　
慰
霊
碑
の
謎
｣､
孫
大
川
｢歴

史
を
取
り
戻
す
台
湾
原

住
民

｣､
｢霧

社
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
Ⅰ
～
Ⅳ
｣

A
19
0
犬
塚
協
太

台
湾
「
理
蕃
」
政
策
と
先
住
民
婚
姻
観
の
相
剋

　
―

霧
社
事
件
の
原
因
を
め
ぐ
る
歴
史
社
会
学
的
一
考
察

ア
ジ
ア
文
化
コ
ー
ス
編
『
新
し
き

世
界

秩
序

を
求

め
て
』

静
岡

･静
岡

県
立

大
学

国
際

関
係

学
部

19
96

年
3月

38
5-

41
6

A
19
1
井
上
伊
之
助

台
湾
山
地
伝
道
記

岸
和

田
･井

上
進

、
嘉

津
子

19
96

年
4月

37
1

前
掲

『
台
湾
山
地
伝
道
記
』
の
再
版
｡序

､口
絵
写
真
ほ
か
､一

部
改
訂
を

含
む

｡

A
19
2
若
林
正
丈

台
湾
植
民
地
支
配

山
根

幸
夫

ほ
か
編

『
近

代
日

中
関

係
史

研
究

入
門

　
増

補
版

』
東

京
･研

文
出

版
19

96
年

4月
51

9

A
19
3
三
留
理
男

辺
境
の
民
　
―
ア
ジ
ア
の
近
代
化
と
少
数
民
族

東
京

･弘
文

堂
19

96
年

6月
30

0
｢大

日
本
帝
国
に
反
乱
､皇

軍
兵
士
と
し
て
も
戦
っ
た
誇
り
高
き
高
地
民

―
高

砂
族
｣

A
19
4
高
島
俊
男

独
断
!中

国
関
係
名
著
案
内
(1
10
)　

鈴
木
明
『
高

砂
族

に
捧

げ
る
』

柳
本

通
彦

『
台

湾
・

霧
社

に
生

き
る
』

『
東

方
』

18
3

東
京

･東
方

書
店

19
96

年
6月

14
-1

6

A
19
5
中

村
吾

郎
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
　

―
小

説
・

霧
社

事
件

秘
史

東
京

･東
洋

書
院

19
96

年
7月

24
5

A
19
6
早
乙
女
勝
彦

台
湾

か
ら
の

手
紙

　
―

霧
社

事
件

・
サ
ヨ
ン
の

旅
か

ら
東

京
･草

の
根

出
版

会
19

96
年

8月
13

5

A
19
7
井
東
襄

「
巫
永
福
と
花
岡
兄
弟
」
顛
末
記

高
槻

･井
東

襄
19

97
年

2月
17

A
19
8
川
村
湊

『
〈
外
地
〉
の
日
本
語
文
学
選
』
黒
川
創
編

栗
原

幸
夫

責
任

編
『

文
学

史
を

読
み
か
え
る
1
』

東
京
･イ

ン
パ
ク
ト
出
版
会

19
97
年

3月
29
6

A
19
9
中
川
浩
一
､崔

智
淑
､朴

桂
媛

「
補
遺
」
抗
日
民
族
運
動
記
念
碑
探
索
　
―
霧
社

事
件
・
烈
女
柳
寛
順
・
民
族
英
雄
安
重
根
を
め
ぐ
っ

て

『
茨

城
大

学
教

育
学

部
紀

要
人

文
・

社
会

科
学

・
芸

術
』

46
茨

城
･茨

城
大

学
教

育
学

部
19

97
年

3月
39

-5
5

A
20
0
中
村
ふ
じ
ゑ

台
湾
 原

住
民
族
 高

彩
雲
さ
ん
を
偲
ん
で
 (
特
集

「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
」

・
女

性
・

わ
た
し
)

『
女

た
ち
の

21
世

紀
』

11
東

京
･ア

ジ
ア
女

性
資

料
セ

ン
タ
ー

19
97

年
6月

83
-8

5

A
20
1
尾
崎
祈
美
子

悪
夢

の
遺

産
　

―
毒

ガ
ス
戦

の
果

て
に
　

ヒ
ロ
シ
マ

～
台
湾
～
中
国

東
京

･学
陽

書
房

19
97

年
8月

22
9
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
20
2
河
原
功

日
本
文
学
に
現
れ
た
霧
社
蜂
起
事
件

河
原

功
『

台
湾

新
文

学
運

動
の

展
開
　
―
日
本
文
学
と
の
接

点
』

東
京

･研
文

出
版

19
97

年
11

月
30

5

A
20
3
ね

ず
ま
さ
し

現
代

史
の

断
面

・
戦

時
下

の
朝

鮮
・

台
湾

東
京

･校
倉

書
房

19
97

年
11

月
88

-9
0
｢第

三
章
　
戦
時
下
の
台
湾
（
1）

　
／
一
　
解
放
運
動
の
窒
息
／
フ
ァ

シ
ズ

ム
の
波
　
／
付
　
霧
社
事
件
の
真
相
｣

A
20
4
小
林
岳
二

台
湾
原
住
民
の
歴
史
学
的
研
究
に
つ
い
て

日
本

順
益

台
湾

原
住

民
研

究
会

編
『

台
湾

原
住

民
研

究
へ

の
招

待
』

東
京

･風
響

社
19

98
年

5月
19

1-
20

0
｢は

じ
め
に
／
霧
社
事
件
／
高
砂
義
勇
隊
／
近
年
の
研
究
｣

A
20
5
長
沢
利
明

霧
社
事
件
と
タ
イ
ヤ
ル
民
族

日
本

順
益

台
湾

原
住

民
研

究
会

編
『

台
湾

原
住

民
研

究
へ

の
招

待
』

東
京

･風
響

社
19

98
年

5月
20

1-
20

4

A
20
6
笠
原
政
治
､小

林
岳
二
､

中
西
裕
二
編

付
録
　
資
料
編
／
一
　
主
要
参
考
文
献
（
六
　
歴

史
研
究
（
霧
社
事
件
）
）

日
本

順
益

台
湾

原
住

民
研

究
会

編
『

台
湾

原
住

民
研

究
へ

の
招

待
』

東
京

･風
響

社
19

98
年

5月
23

1-
23

3
文

献
紹
介

A
20
7
坂
口
䙥
子
ほ
か
著
／
中

島
利
郎
編

日
本
統
治
期
台
湾
文
学
日
本
人
作
家
作
品
集
　
第
5

巻
東

京
･緑

蔭
書

房
19

98
年

7月
62

4
坂

口
� 子

｢時
計
草
｣ほ

か
を
収
録
｡

中
島

利
郎
｢坂

口
�

�
子
作
品
解
説
｣｢
坂
口

子
著
作
年
譜
（
戦
前
）
｣

A
20
8
宇
野
浩
二
ほ
か
著
／
河

原
功
編

日
本
統
治
期
台
湾
文
学
日
本
人
作
家
作
品
集
　
別

巻
　
内
地
作
家

東
京

･緑
蔭

書
房

19
98

年
7月

62
6

大
鹿

卓
｢野

蛮
人
｣｢
欲
望
｣ほ

か
を
収
録
｡

河
原

功
｢内

地
作
家
略
年
譜
・
作
品
解
説
｣

A
20
9
大
江
志
乃
夫

日
本
植
民
地
探
訪
 (
新
潮
選
書
)

東
京

･新
潮

社
19

98
年

7月
28

7-
28

8
｢四

　
台
湾
､脱

植
民
地
五
〇
周
年
の
立
法
院
選
挙
　
／
4　

山
地
先
住
民

｢高
砂

族
｣の

制
圧
｣

A
21
0
内
藤
史
朗

霧
社
の
光
と
闇
　
―
台
湾
の
十
字
架
と
隠
れ
念
仏

東
京

･新
人

物
往

来
19

99
年

1月
24

5

｢第
一

部
　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
咲
く
山
　
―
下
山
一
の
生
い
立
ち
（
序
章

首
を

見
た
朝
　
―
原
体
験
　
／
第
一
章
　
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
若
木
　
／

第
二

章
　
母
の
刺
青
　
／
第
三
章
　
郡
守
を
投
げ
る
父
　
／
第
四
章

妹
蘭

子
の
恋
　
／
第
五
章
　
愛
の
復
讐
）
　
／
第
二
部
　
北
回
帰
線

―
佐

塚
昌
雄
の
遍
歴
（
第
一
章
　
佐
塚
伍
長
の
復
員
　
／
第
二
章
　
佐

塚
愛

祐
の
出
奔
か
ら
戦
死
ま
で
（
一
　
父
愛
祐
の
出
奔
　
明
治
四
十
三

年
　

／
二
　
愛
祐
の
政
略
結
婚
　
明
治
四
十
五
年
か
ら
大
正
七
年
　
／

三
　

霧
社
事
件
　
昭
和
五
年
）
　
／
第
三
章
　
二
・
二
八
事
件
　
／
第

四
章

　
ピ
ブ
ア
ン
の
戦
い
　
／
第
五
章
　
下
松
仙
次
郎
　
／
第
六
章

首
狩

り
合
戦
　
／
第
七
章
　
酔
人
狂
乱
　
／
第
八
章
　
北
回
帰
線
）

／
第

三
部
　
十
字
架
と
隠
れ
念
仏
　
―
下
松
安
子
の
再
婚
（
第
一
章

下
松

安
子
と
の
再
会
　
／
第
二
章
　
シ
カ
ヤ
ウ
社
の
ユ
ー
モ
ア
　
／
第

三
章

　
マ
ホ
ー
ニ
殺
人
　
／
第
四
章
　
霧
社
事
件
セ
ー
ダ
ッ
カ
の
最
期

（
一

　
花
岡
一
族
の
心
中
　
／
二
　
洞
窟
の
談
判
　
／
三
　
モ
ー
ナ
・

ル
ダ

オ
一
族
の
最
期
）
　
／
第
五
章
　
日
本
人
捕
虜
の
特
務
　
／
第
六

章
　

御
霊
と
弥
陀
の
本
願
　
／
第
七
章
　
安
子
の
手
紙
と
一
の
墓
｣

A
21
1
本
方
安
雄

阿
呆
た
れ
人
生
〈
上
〉

東
京

･文
芸

社
19

99
年

2月
18

1-
19

3
｢一

三
､霧

社
事
件
（
毒
ガ
ス
の
霧
れ
る
社
で
し
た
）
｣

A
21
2
向
山
寛
夫

台
湾
高
砂
族
の
抗
日
蜂
起
　
―
霧
社
事
件

東
京

･中
央

経
済

研
究

所
19

99
年

3月
22

8

A
21
3
下
山
操
子
著
／
柳
本
通

彦
編
訳

故
国
は
る
か
　
―
台
湾
霧
社
に
残
さ
れ
た
日
本

人
東

京
･草

風
館

19
99

年
8月

28
3

｢一
　

敗
戦
　
／
二
　
マ
レ
ッ
パ
　
／
三
　
霧
社
　
／
四
　
進
学
　
／
五

結
婚

　
／
六
　
生
還
　
／
七
　
終
章
｣､
柳
本
通
彦
｢解

説
に
代
え
て
　
―

編
訳

者
あ
と
が
き
｣｢
解
説
1　

霧
社
事
件
と
日
本
｣｢
解
説
2　

下
山
家
の

人
々

｣

A
21
4
小
林
よ
し
の
り

台
湾
論

東
京

･小
学

館
20

00
年

11
月

14
6-

14
8

第
八

章
｢台

湾
の
歴
史
｣で

､霧
社
事
件
､高

砂
義
勇
隊
に
言
及
｡

A
21
5
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公

文
書
管
理
部
史
料
編
集

室
編

沖
縄
県
史
ビ
ジ
ュ
ア
ル
版
6　

近
代
1　

沖
縄
と
台
湾

那
覇

･沖
縄

県
教

育
委

員
会

20
00

年
3月

61
文

章
:又

吉
盛
清
､英

文
・
中
文
併
記
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著
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題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
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発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
21
6
鄧
相
揚
著
／
下
村
作
次

郎
監
修
､魚

住
悦
子
訳

抗
日
霧
社
事
件
の
歴
史
　
―
日
本
人
の
大
量
殺
害

は
な
ぜ

、
お
こ
っ
た
か

大
阪

･日
本

機
関

紙
出

版
セ

ン
タ
－

20
00

年
6月

23
0

｢1
章

 抗
日
霧
社
事
件
（
1抗

日
六
部
落
 /
2抗

日
霧
社
事
件
の
原
因
 /
3

抗
日

霧
社
事
件
の
経
過
 /
4｢
保
護
蕃
｣収

容
所
 /
5第

二
霧
社
事
件
 /
6抗

日
霧

社
事
件
の
結
末
）
 /
2章

 抗
日
霧
社
事
件
日
誌
（
1碧

血
英
風
　
―

モ
ー

ナ
・
ル
ー
ダ
オ
略
伝
 /
2抗

日
霧
社
事
件
日
誌
 /
3第

二
霧
社
事
件

日
誌

）
　
/3
章
 霧

社
史
話
（
史
話
1～

20
）
　
/4
章
 タ

イ
ヤ
ル
族
と
そ

の
発

祥
伝
説
（
1タ

イ
ヤ
ル
族
の
分
布
と
発
祥
伝
説
 /
2霧

社
地
区
の
タ

イ
ヤ

ル
族
）
 ｣
､｢
南
投
県
仁
愛
号
タ
イ
ヤ
ル
族
族
群
分
布
概
況
と
語
系

表
｣､
｢抗

日
霧
社
事
件
関
連
重
要
書
目
｣､
下
村
作
次
郎
｢解

説
　
霧
社
事

件
七

〇
周
年
と
台
湾
九
二
一
大
地
震
｣

A
21
7
鄧
相
揚
著
／
下
村
作
次

郎
監
修
､魚

住
悦
子
訳

植
民
地
台
湾
の
原
住
民
と
日
本
人
警
察
官
の
家

族
た

ち
大

阪
･日

本
機

関
紙

出
版

セ
ン
タ
－

20
00

年
8月

21
2

｢序
章

　
山
霧
煙
嵐
 /
本
章
　
日
本
人
警
察
官
の
家
族
た
ち
　
―
霧
社
事

件
後

の
あ
る
タ
イ
ヤ
ル
家
族
の
物
語
｣､
下
村
作
次
郎
｢解

説
　
埔
里
か
ら

の
ま

な
ざ
し
　
―
台
湾
の
｢山

地
｣と

｢平
地
｣｣
､魚

住
悦
子
｢訳

者
あ
と
が

き
｣

A
21
8
藤
井
省
三

佐
藤
春
夫
『
霧
社
』
解
説

河
原

功
監

修
『

日
本

植
民

地
文

学
精

選
集

17
 台

湾
編

5』
東
京
･ゆ

ま
に
書
房

20
00
年

9月
26
0+
6
佐

藤
春
夫
『
霧
社
』
（
昭
森
社
､1
93
6年

）
を
収
録

A
21
9
河
原
功

大
鹿
卓
『
野
蛮
人
』
解
説

河
原

功
監

修
『

日
本

植
民

地
文

学
精

選
集

18
 台

湾
編

6』
東
京
･ゆ

ま
に
書
房

20
00
年

9月
31

1＋ 6
大

鹿
卓
『
野
蛮
人
』
（
巣
林
書
房
､1
93
6年

）
を
収
録

A
22
0
岡
林
稔

中
村
地
平
『
台
湾
小
説
集
』
解
説

河
原

功
監

修
『

日
本

植
民

地
文

学
精

選
集

20
 台

湾
編

8』
東
京
･ゆ

ま
に
書
房

20
00
年

9月
27
3+
6
中

村
地
平
『
台
湾
小
説
集
』
（
墨
水
書
房
､1
94
1年

）
を
収
録

A
22
1
中
村
ふ
じ
ゑ

オ
ビ
ン
の
伝
言
　
―
タ
イ
ヤ
ル
の
森
を
ゆ
る
が
せ
た
台

湾
・
霧
社
事
件

東
京

･梨
の

木
舎

20
00

年
10

月
24

5

｢Ⅰ
　

一
九
三
〇
年
霧
社
事
件
｡オ

ビ
ン
・
タ
ダ
オ
17
歳
　
／
Ⅱ
　
強
制

移
住

｡初
子
と
し
て
生
き
た
日
本
時
代
　
／
Ⅲ
　
敗
戦
｡語

り
部
・
高
彩

雲
｣

A
22
2
児
野
道
子

Bo
ok
 R
ev
ie
w 
『
抗
日
霧
社
事
件
の
歴
史
』
鄧
相

揚
著
/下

村
作
次
郎
・
魚
住
悦
子
訳
　
―
霧
社

事
件

の
原
因
の
究
明
 霧

社
事
件
評
価
の
時
期
を
迎

え
て

『
東

方
』

23
6

東
京

･東
方

書
店

20
00

年
10

月
24

-2
6

A
22
3
木
村
元
彦

19
30
年
の
対
日
蜂
起
　
―
霧
社
事
件
の
末
裔
と
台
湾

大
震
災

『
週

刊
金

曜
日

』
34

1
東

京
･金

曜
日

20
00

年
10

月 6日
72

-7
4

A
22
4
許

盧
千

恵
霧

社
事

件
70

周
年

に
際

し
て

『
台

湾
青

年
』

48
1

東
京

･台
湾

独
立

建
国

聯
盟

日
本

本
部

20
00

年
11

月

A
22
5
中
島
利
郎
､吉

原
丈
司
編

鷲
巣
敦
哉
著
作
集
　
第
三
巻

東
京

･緑
蔭

書
房

20
00

年
12

月
47

2
鷲

巣
敦
哉
『
台
湾
警
察
四
十
年
史
話
』
（
19
38
年
）
を
収
録
（
｢噫

霧
社

蕃
蜂

起
事
件
｣）

｡全
五
巻
＋
別
巻
｡

A
22
6
王
曉
芸

坂
口
䙥
子
の
「
時
計
草
」
を
中
心
に
　
―
異
民
族

統
治

へ
の
協
力

『
天

理
臺

灣
學

會
年

報
』

10
奈

良
･天

理
台

湾
学

会
20

01
年

3月
12

1-
13

0

A
22
7
辛
島
理
人

霧
社
事
件

東
ア
ジ
ア
文
史
哲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

編
『

〈
小

林
よ
し
の

り
『

台
湾

論
』

〉
を
越

え
て
　

―
台

湾
へ

の
新
し
い
視
座
』

東
京

･作
品

社
20

01
年

4月
54

-5
5

A
22
8
小
林
岳
二

台
湾
先
住
民
の
描
か
れ
方
に
つ
い
て

東
ア
ジ
ア
文
史
哲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

編
『

〈
小

林
よ
し
の

り
『

台
湾

論
』

〉
を
越

え
て
　

―
台

湾
へ

の
新
し
い
視
座
』

東
京

･作
品

社
20

01
年

4月
56

-6
5

A
22
9
星
名
宏
修

「
血
液
」
の
政
治
学
　
―
台
湾
「
皇
民
化
期
文

学
」
を
読
む

『
日

本
東

洋
文

化
論

集
』

7
沖

縄
･琉

球
大

学
法

文
学

部
20

01
年

10
月

5-
54

｢1
　

優
生
学
と
い
う
視
角
　
―
｢破

壊
｣を

読
む
　
／
2　

｢民
族
政
策
｣と

し
て

の
｢雑

婚
｣　

―
｢時

計
草
｣を

読
む
　
／
3　

｢血
液
｣の

政
治
学
｣

A
23
0
平
岡
正
明

植
民
地
医
学
か
ら
見
た
台
湾
少
数
民
族
問
題
と
い
う

問
題

平
岡

正
明

『
キ
ネ
マ
三

国
志

』
東

京
･ア

ー
ト
ン

20
01

年
4月

82
-9

2
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
23
1
ア
ジ
ア
旅
行
研
究
会

「
台
湾
」
旅
行
写
真
館
　
―
ぶ
ら
り
横
断
・
縦
断
気

ま
ま
旅
　
抗
日
霧
社
事
件
70
周
年
紀
念
文
化
祭
細

部
・
詳
細
版

大
阪

･日
本

機
関

紙
出

版
セ

ン
タ
ー

20
01

年
5月

21
4

A
23
2
竹
中
信
子

植
民
地
台
湾
の
日
本
女
性
生
活
史
　
３
（
昭
和
篇

上
）

東
京

･田
畑

書
店

20
01

年
10

月
15

4-
20

4
｢第

5章
　
霧
社
事
件
の
中
の
女
た
ち
｣

A
23
3
森
口
豁

沖
縄
　
孤
島
の
新
地
図
　
番
外
編
　
植
民
地
下
の

台
湾
　
加
害
の
歴
史
を
歩
く

『
週

刊
金

曜
日

』
38

9
東

京
･金

曜
日

20
01

年
10

月 5日
46

-5
0
又

吉
盛
清
氏
の
活
動

A
23
4
河

合
正

廣
防

衛
庁

か
ら
の

戦
史

　
―

霧
社

事
件

『
Se

cu
ri

ta
ri

an
 =

 セ
キ
ュ
リ

タ
リ
ア
ン
』

51
5

東
京

･防
衛

弘
済

会
20

01
年

10
月

56
-5

7

A
23
5
鄧
相
揚
著
／
下
村
作
次

郎
監
修
､魚

住
悦
子
訳

抗
日
霧
社
事
件
を
め
ぐ
る
人
々
　
―
翻
弄
さ
れ
た
台

湾
原
住
民
の
戦
前
・
戦
後

大
阪

･日
本

機
関

紙
出

版
セ

ン
タ
ー

20
01

年
11

月
31

0

｢第
1部

　
日
本
人
（
嗚
咽
す
る
濁
水
渓
 /
霧
の
な
か
の
花
岡
コ
ン
プ

レ
ッ

ク
ス
　
ほ
か
）
 /
第
2部

　
霧
社
の
怒
り
（
日
本
人
に
似
た
セ
イ

ダ
ッ

カ
人
 /
横
暴
な
日
本
人
警
察
官
　
ほ
か
）
 /
第
3部

　
最
後
の
酒
盛

り
（

日
本
軍
警
部
隊
の
大
討
伐
 /
命
を
救
わ
れ
た
中
山
清
　
ほ
か
）
 /

第
4部

　
皇
民
化
運
動
（
川
中
島
移
住
 /
生
命
の
再
生
　
ほ
か
）
 /
第
5

部
　

風
の
中
の
緋
桜
（
｢我

々
は
み
な
中
国
人
だ
｣ 
/霧

社
の
光
と
影

ほ
か

）
 ｣
､下

村
作
次
郎
｢解

説
　
誇
り
高
き
セ
イ
ダ
ッ
カ
と
タ
ナ
ト
ゥ

ヌ
｣､
魚

住
悦
子
｢訳

者
あ
と
が
き
｣

A
23
6
石
渡
延
男
､越

田
稜
編
著

世
界
の
歴
史
教
科
書
　
―
11
カ
国
の
比
較
研
究

東
京

･明
石

書
店

20
02

年
2月

30
6

石
渡

延
男
・
越
田
稜
｢日

本
　
学
ぶ
側
か
ら
の
視
点
／
朝
鮮
､台

湾
に
つ

い
て

の
書
き
方
｣

A
23
7
野
口
真
広

日
本
統
治
期
台
湾
先
住
民
社
会
の
変
化
　
―
霧
社

地
域
を
事
例
に

『
日

本
台

湾
学

会
報

』
4

東
京

･日
本

台
湾

学
会

20
02

年
7月

10
0-

12
4

A
23
8
秦
郁
彦
､佐

瀬
昌
盛
､常

石
敬
一
監
修

世
界
戦
争
犯
罪
事
典

東
京

･文
藝

春
秋

20
02

年
8月

74
9

｢霧
社

事
件
と
毒
ガ
ス
作
戦
｣（

春
山
明
哲
）

A
23
9
早
乙
女
勝
元

霧
社
事
件
の
現
場
を
探
る
　
―
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ

（
台
湾
）

早
乙

女
勝

元
『

語
り
つ
ぐ
戦

争
－
15

人
の

伝
言

』
東

京
･河

出
書

房
新

社
20

02
年

8月
10

7-
12

0
日

本
生
活
教
育
連
盟
『
生
活
教
育
』
連
載
記
事
（
20
01
-0
2年

）
を
加
筆

修
正

｡

A
24
0
柳
本
通
彦

ア
ジ
ア
か
ら
　
―
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
眼
　
漂
流
す
る

島
の
人
び
と
　
台
湾
（
上
）

『
望

星
』

33
:1

0
東

京
･東

海
教

育
研

究
所

20
02

年
10

月
10

1-
10

9
｢1
93
0年

の
抗
日
蜂
起
｢霧

社
事
件
｣／

日
本
兵
と
し
て
出
征
し
た
台
湾
老

人
の

声
｣な

ど

A
24
1
岡
田
昭
三

木
戸
日
記
私
註
　
―
昭
和
の
は
じ
ま
り
再
探
検

東
京

･思
想

の
科

学
社

20
02

年
11

月
43

0
｢宮

中
の
新
年
　
霧
社
事
件
と
牧
野
伸
顕
｣

A
24
2
与
那
原
恵

美
麗
島
ま
で

東
京

･文
藝

春
秋

20
02

年
11

月
11

0-
11

2

A
24
3
林

え
い
だ
い

台
湾

秘
話

　
霧

社
の

叛
乱

・
民

衆
側

の
証

言
東

京
･新

評
論

20
02

年
12

月
36

1

林
え

い
だ
い
｢ま

え
が
き
　
―
霧
社
事
件
・
検
証
の
旅
　
／
第
１
章
　
霧

社
事

件
（
一
　
政
略
結
婚
（
林
光
明
）
　
／
二
　
理
蕃
政
策
の
犠
牲

（
江

頭
敏
子
）
　
／
三
　
リ
ッ
ト
ク
タ
ウ
レ
の
負
傷
（
高
阿
琴
）
）

／
第

２
章
　
悲
劇
の
女
（
一
　
花
岡
二
郎
の
妻
（
高
彩
雲
）
　
／
二

悪
夢

（
高
彩
鳳
）
）
　
／
第
３
章
　
毒
ガ
ス
の
恐
怖
（
一
　
神
へ
の
背

信
（

傅
阿
有
）
　
／
二
　
毒
ガ
ス
の
謎
（
陳
春
麟
）
　
／
第
４
章
　
川

中
島

（
一
　
運
命
の
子
（
高
光
華
）
　
／
二
　
モ
ー
ナ
ル
ダ
オ
と
の
約

束
（

曽
瑞
琳
）
　
／
三
　
逃
走
（
永
松
吉
次
郎
）
）
　
／
第
５
章
　
皇

軍
兵

士
（
一
　
戦
争
に
行
き
た
い
（
蔡
建
昌
）
　
／
二
　
腕
の
入
墨

（
高

成
佳
）
　
／
軍
国
の
母
（
施
文
佐
）
）
　
／
第
６
章
　
遺
骨
は
証

言
す

る
（
一
　
警
察
の
拷
問
（
高
貞
昌
）
　
／
二
　
二
十
年
後
の
遺
骨

（
葉

綉
清
）
）
　
／
あ
と
が
き
｣

A
24
4
星
名
宏
修

植
民
地
の
「
混
血
児
」
　
―
「
内
台
結
婚
」
の
政

治
学

藤
井

省
三

∙
黄

英
哲

∙
垂

水
千

恵
編

『
台

湾
の

「
大

東
亜

戦
争

」
―

文
学

∙
メ
デ
ィ
ア
∙
文

化
』

東
京

･東
京

大
学

出
版

会
20

02
年

12
月

26
7-

29
4

｢4
　

｢民
族
政
策
｣と

し
て
の
｢雑

婚
｣　

―
坂
口

� 子
｢時

計
草
｣を

読
む
｣

A
24
5
青
木
説
三

遥
か
な
る
と
き
台
湾
　
―
先
住
民
社
会
に
生
き
た
あ

る
日
本
人
警
察
官
の
記
録

大
阪

･関
西

図
書

出
版

20
02

年
12

月
47

-5
3
｢霧

社
事
件
の
こ
と
｣
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者
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収

書
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雑
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発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
24
6
下
村
作
次
郎

単
行
本
『
抗
日
霧
社
事
件
を
め
ぐ
る
人
々
』
の
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
化

に
期

待
す
る

『
宣

伝
研

究
』

44
7

大
阪

･日
本

機
関

紙
出

版
セ

ン
タ
－

20
02

年
8月

14
-1

6

A
24
7
松
田
修

霧
社
事
件
、
暁
の
虐
殺
　
―
花
岡
義
兄
弟
の
生
と
死

松
田

修
『

松
田

修
著

作
集

　
第

７
巻
』

東
京

･右
文

書
院

20
03

年
2月

50
7-

51
7

A
24
8
河

崎
眞

澄
還

っ
て
き
た
台

湾
人

日
本

兵
東

京
･文

藝
春

秋
20

03
年

3月
21

4
｢第

７
章
　
霧
社
事
件
と
そ
の
後
の
人
々
｣

A
24
9
エ
リ
ッ
ク
･ク

ロ
デ
ィ
ー

著
／
常
石
敬
一
､杉

島
正
秋

訳
生
物
化
学
兵
器
の
真
実

東
京
･シ

ュ
プ
リ
ン
ガ
ー
フ
ェ

ア
ラ
ー

ク
東

京
20

03
年

4月
15

6-
15

7
｢霧

社
事
件
　
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
初
の
化
学
兵
器
使
用
？
｣

A
25
0
坂
口
䙥
子

蕃
地

尾
形

明
子

、
長

谷
川

啓
監

修
『
戦
後
の
出
発
と
女
性
文
学
』

第
8巻

東
京
･ゆ

ま
に
書
房

20
03
年

5月
39
5

A
25
1
小
宮
強
介

台
南
体
当
り
四
十
三
ヶ
月
　
―
心
温
か
き
歴
史
の
街

と
人

々
と

東
京

･文
芸

社
20

03
年

9月
35

3-
35

7
｢霧

社
事
件
の
反
省
｣

A
25
2
ワ
リ
ス
･ノ

カ
ン
著
／
中

村
ふ
じ
ゑ
ほ
か
訳

台
湾
原
住
民
文
学
選
3　

永
遠
の
山
地

東
京

･草
風

館
20

03
年

11
月

32
6

｢霧
社

｣ほ
か

A
25
3
小
林
岳
二

解
説
　
ワ
リ
ス
・
ノ
カ
ン
が
綴
る
近
現
代
史

ワ
リ
ス
・
ノ
カ
ン
著
／
中
村
ふ
じ

ゑ
ほ
か
訳
『
台
湾
原
住
民
文
学

選
　

永
遠

の
山

地
』

東
京

･草
風

館
20

03
年

11
月

30
5-

32
5

A
25
4
朱
衛
紅

佐
藤
春
夫
「
霧
社
」
論
　
―
台
湾
先
住
民
女
性
像

に
見

る
「

社
会

的
小

説
」

の
要

素

筑
波

大
学

文
化

批
評

研
究

会
編

『
〈

翻
訳

〉
の

圏
域

　
―

 文
化
・
植
民
地
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
 
』

つ
く
ば

･イ
セ
ブ

20
04

年
2月

79
-

10
0

A
25
5
野
中
十
四
秋

波
路
を
見
つ
め
て
　
―
大
正
・
昭
和
・
平
成
を
駆
け

抜
け
て

東
京

･文
芸

社
20

04
年

3月
19

-
｢先

住
民
の
家
族
と
私
｣｢
東
埔
を
出
て
蘆
山
温
泉
へ
｣

A
25
6
秋
吉
收

植
民
地
台
湾
を
描
く
視
点
　
―
佐
藤
春
夫
『
霧
社
』

と
頼
和
「
南
国
哀
歌
」

『
佐

賀
大

学
文

化
教

育
学

部
研

究
論

文
集

』
8:

2
佐

賀
･佐

賀
大

学
文

化
教

育
学

部
20

04
年

3月
77

-9
4

A
25
7
松
本
逸
也

「
脱
亜
」
の
群
像
　
―
大
日
本
帝
国
漂
流

東
京
･人

間
と
歴
史
社

20
04
年

6月
26
7

｢霧
社

事
件
　
―
な
ぜ
タ
イ
ヤ
ル
族
は
蜂
起
し
た
の
か
､侵

略
に
隠
さ
れ

た
大

罪
｣

A
25
8
吉

見
義

明
毒

ガ
ス
戦

と
日

本
軍

東
京

･岩
波

書
店

20
04

年
7月

27
-3

1
｢Ⅰ

　
第
一
次
世
界
大
戦
の
衝
撃
　
一
九
一
五
－
一
九
三
〇
（
1毒

ガ
ス

開
発

の
開
始
　
/2
毒
ガ
ス
使
用
禁
止
国
際
条
約
へ
の
対
応
　
/3
毒
ガ
ス

開
発

の
再
開
　
/4
霧
社
事
件
｣

A
25
9
藤
野
陽
平

日
本

統
治

下
台

湾
に
お
け
る
対

日
感

情
　

―
漢

族
と

原
住
民
の
比
較
か
ら

『
民

俗
文

化
研

究
』

5
神

奈
川

･民
俗

文
化

研
究

所
20

04
年

7月
52

-7
7

A
26
0
李
文
茹

坂
口
䙥
子
の
移
民
小
説
と
戦
争
協
力

『
天

理
臺

灣
學

會
年

報
』

13
奈

良
･天

理
台

湾
学

会
20

04
年

6月
29

-4
2

A
26
1
松

野
誠

也
日

本
軍

の
毒

ガ
ス
兵

器
東

京
･凱

風
社

20
05

年
2月

13
5-

13
8

｢第
4章

　
毒
ガ
ス
使
用
禁
止
を
め
ぐ
る
国
際
的
な
動
向
と
日
本
軍
の
対

応
　

／
1毒

ガ
ス
使
用
禁
止
を
定
め
た
国
際
法
　
／
2　

日
本
陸
軍
初
の

毒
ガ

ス
戦
台
湾
霧
社
事
件
　
／
3　

｢満
州
事
変
｣と

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
一
般
軍

縮
会

議
で
の
日
本
の
態
度
　
／
4　

欧
米
列
強
の
毒
ガ
ス
戦
備
｣

A
26
2
高
金
素
梅
／
本
田
善
彦

原
住
民
立
法
議
員
に
聞
く
　
台
湾
先
住
民
は
何
を
望

ん
で
い
る
か

『
世

界
 』

東
京

･岩
波

書
店

20
05

年
2月

25
0-

25
7

｢霧
社

事
件
74
周
年
／
歴
史
の
真
相
を
知
っ
て
ほ
し
い
／
民
進
党
も
原
住

民
を

軽
視
し
て
い
る
／
｢台

湾
｣と

原
住
民
｣

A
26
3
レ
オ
･チ

ン
／
長
谷
川
健

治
訳

思
考
不
可
能
性
と
し
て
の
霧
社
事
件
　
―
植
民
地

性
、
原
住
民
性
と
植
民
地
的
差
異
の
認
識

呉
密

察
ほ
か
編

『
記

憶
す
る
台

湾
　
帝
国
と
の
相
克
』

東
京
･東

京
大
学
出
版
会

20
05
年

5月
10

3-
12

9

A
26
4
垂
水
千
恵

台
湾

原
住

民
文

学
に
お
け
る
「

霧
社

」
の

記
憶

を
め

ぐ
っ
て
　

―
不

可
能

性
か
ら
の

対
話

呉
密

察
ほ
か
編

『
記

憶
す
る
台

湾
　
帝
国
と
の
相
克
』

東
京
･東

京
大
学
出
版
会

20
05
年

5月
13

1-
14

5

－91－

北村嘉恵「霧社事件関連文献目録」



著
者
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雑
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行
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月
頁

備
考

A
26
5
杉

本
朋

美
霧

社
の

花
嫁

　
―

戦
後

も
台

湾
に
留

ま
っ
て

東
京

･草
風

館
20

05
年

7月
24

4
｢第

一
章
　
霧
社
と
の
出
会
い
　
／
第
二
章
　
マ
レ
ッ
パ
の
里
　
／
第
三

章
　

戦
後
の
霧
社
　
／
第
四
章
　
異
国
人
家
族
　
／
第
五
章
　
春
秋
長

ず
こ

ろ
　
／
付
章
｣

A
26
6
駒
込
武

台
湾
史
を
め
ぐ
る
旅
(4
)　

霧
社
事
件
の
記
憶

『
前

夜
. 

第
1期

』
4

東
京

･影
書

房
20

05
年

7月
23

6-
24

3

A
26
7
宋
秀
環

霧
社
事
件
以
後
　
―
従
対
事
件
的
認
識
與
認
同
談

起
『

南
島

史
学

』
65

・
66

東
京

･南
島

史
学

会
20

05
年

8月
17

6-
16

4

A
26
8
麻
生
晴
一
郎

読
書
　
杉
本
朋
美
『
霧
社
の
花
嫁
　
戦
後
も
台

湾
に

留
ま
っ
て
』

草
風

館
　

―
台

湾
に
生

き
た
日

本
女

性
の
“
戦
後
”
を
日
常
か
ら
紡
ぐ

『
週

刊
金

曜
日

』
東

京
･金

曜
日

20
05

年
11

月
25

日
45

A
26
9
門
脇
朝
秀

祖
国
は
る
か
⑬
　
高
金
素
梅
と
日
本
　
―
大
陸
よ

り
の
使
者
(台

湾
立
法
委
員
) 
: 
高
金
素
梅
滞

日
奇

聞

千
葉

･あ
け
ぼ

の
会

／
門

脇
朝

秀
20

05
年

12
月

19
7-

21
7

｢第
七

編
　
原
住
民
の
部
落
に
咲
い
た
こ
ぼ
れ
花
　
／
（
一
）
サ
ヨ
ン
の

鐘
　

／
（
二
）
く
ち
な
し
の
花
　
／
（
三
）
タ
イ
ヤ
ル
族
マ
デ
さ
ん

／
（

四
）
霧
社
事
件
・
心
の
後
始
末
｣

A
27
0
石
丸
雅
邦

戦
後

に
お
け
る
日

本
統

治
時

代
の

「
理

蕃
政

策
」

関
連

文
献

を
ふ
り
か
え
っ
て

台
湾

原
住

民
研

究
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
実
行
委
員
会
編
『
台
湾
原
住

民
研
究
　
―
日
本
と
台
湾
に
お

け
る
回
顧
と
展
望
』

東
京

･風
響

社
20

06
年

1月
16

5-
19

7

A
27
1
傅

琪
貽

台
湾

原
住

民
族

に
お
け
る
植

民
地

化
と
脱

植
民

地
化

杉
原

達
ほ
か
編

『
岩

波
講

座
ア
ジ
ア
・

太
平

洋
戦

争
　

第
四

巻
　

帝
国

の
戦

争
経

験
』

東
京

･岩
波

書
店

20
06

年
2月

26
7-

29
1

A
27
2
李
文
茹

ジ
ェ
ン
ダ
ー
か
ら
見
た
台
湾
「
原
住
民
」
の
記
憶

と
表
象
　
―
霧
社
事
件
を
中
心
に

『
社

会
文

学
』

23
日

本
社

会
文

学
会

20
06

年
2月

99
-

11
1

A
27
3
島

崎
義

行
さ
ら
ば

霧
社

会
①

『
台

湾
協

会
報

』
61

7
東

京
･財

団
法

人
台

湾
協

会
20

06
年

2月

A
27
4
宮
川
康
子

台
湾
の
旅
　
―
霧
社
を
訪
ね
て

『
あ
ふ
ひ
　

京
都

産
業

大
学

日
本

文
化

研
究

所
報

』
11

京
都

･京
都

産
業

大
学

日
本

文
化

研
究

所
20

06
年

3月
24

-3
6

A
27
5
島

崎
義

行
さ
ら
ば

霧
社

会
②

『
台

湾
協

会
報

』
61

8
東

京
･財

団
法

人
台

湾
協

会
20

06
年

3月

A
27
6
島

崎
義

行
さ
ら
ば

霧
社

会
③

（
完

）
『

台
湾

協
会

報
』

61
9

東
京

･財
団

法
人

台
湾

協
会

20
06

年
4月

A
27
7
中
島
光
孝

還
我
祖
霊
　
―
台
湾
原
住
民
族
と
靖
国
神
社

東
京

･白
澤

社
20

06
年

9月
25

2
｢第

4章
 霧

社
抗
日
事
件
と
｢高

砂
義
勇
隊
｣｣

A
27
8
磯
村
美
保
子

佐
藤
春
夫
「
魔
鳥
」
と
台
湾
原
住
民
　
―
再
周

辺
化

さ
れ
る
も
の
た
ち

『
金

城
学

院
大

学
論

集
, 

人
文

科
学

編
』

3:
1

名
古

屋
･金

城
学

院
大

学
20

06
年

9月
55

-6
6

A
27
9
津
島
祐
子

あ
ま
り
に
野
蛮
な

『
群

像
』

61
:9

東
京

･講
談

社
20

06
年

9月
『

群
像
』
第
61
巻
第
9号

～
第
63
巻
第
5号

（
20
06
年
9月

～
20
08
年
5

月
）

連
載

A
28
0
河
野
英
通

教
科
書
に
書
け
な
い
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
　
―
日
本

現
代
史
を
考
え
る
四
十
話

東
京

･東
京

図
書

出
版

会
、

東
京

･リ
フ
レ
出

版
 (

発
売

)
20

06
年

10
月

29
-3

0
｢霧

社
事
件
｣

A
28
1
浦
忠
成

原
住
民
文
学
の
発
展
過
程
に
お
け
る
い
く
た
び
か
の

転
換

下
村

作
次

郎
編

著
『

台
湾

原
住

民
文

学
選

　
第

8巻
 原

住
民

文
化

・
文

学
言

説
集

 1
』

東
京

･草
風

館
20

06
年

11
月

35
2

A
28
2
喜
多
義
人

霧
社
事
件
と
日
本
赤
十
字

河
合

利
修

編
『

赤
十

字
史

料
に

よ
る
人

道
活

動
の

展
開

に
関

す
る
研

究
報

告
書

』

名
古

屋
･日

本
赤

十
字

豊
田

看
護

大
学

20
07

年
3月

47
-5

4

A
28
3
盧
千
恵

私
の
な
か
の
よ
き
日
本
　
―
台
湾
駐
日
代
表
夫
人
の

回
想
五
十
年

東
京

･草
思

社
20

07
年

4月
20

4
第

6章
｢白

金
の
森
に
暮
ら
し
て
｣で

､｢
サ
ヨ
ン
の
鐘
｣､
霧
社
事
件
､玉

山
神

学
院
等
に
言
及
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
28
4
朝
倉
喬
司

時
代
の
寵
児
た
ち
の
熱
く
、
逞
し
き
魂
は
今
も

―
栄
光
な
き
カ
リ
ス
マ
　
第
38
回
　
「
霧
社
事

件
」
　
モ
ー
ナ
・
ル
ダ
オ
　
日
本
植
民
地
時
代
の

台
湾
の
先
住
民
“
タ
イ
ヤ
ル
族
”
の
大
酋
長

『
実

話
Ｇ
Ｏ
Ｎ
！
ナ
ッ
ク
ル
ズ
』

東
京

･ミ
リ
オ
ン
出

版
20

07
年

6月
15

4

A
28
5
坂
野
徹

蜂
起

の
痕

跡
　

―
霧

社
事

件
と
台

湾
に
お
け
る
民

族
心
理
学
研
究
を
め
ぐ
っ
て

黒
川

み
ど
り
編

著
『

〈
眼

差
さ

れ
る
者

〉
の

近
代

　
―

部
落

民
・

都
市

下
層

・
ハ

ン
セ
ン

病
・

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
』

大
坂

･部
落

解
放

･人
権

研
究

所
20

07
年

10
月

28
7

A
28
6
久
保
井
規
夫

絵
で
読
む
紫
煙
・
毒
煙
「
大
東
亜
」
幻
影
　
―
日
本

の
戦
争
と
煙
草
・
阿
片
・
毒
煙

東
京

･柘
植

書
房

新
社

20
07

年
11

月
99

｢台
湾

霧
社
事
件
に
毒
ガ
ス
の
影
｣

A
28
7
津
島
佑
子

あ
ま
り
に
野
蛮
な
　
上
・
下

東
京

･講
談

社
20

08
年

11
月

35
7+

3
53

『
群

像
』
第
61
巻
第
9号

～
第
63
巻
第
5号

（
20
06
年
9月

～
20
08
年
5

月
）

連
載

A
28
8
重
田
敞
弘
(写

真
･文

)
旅
で
み
つ
め
た
戦
争
と
平
和
 　

改
訂
新
版

東
京

･草
の

根
出

版
会

20
08

年
1月

14
3

｢抗
日

蜂
起
の
霧
社
事
件
(台

湾
)｣

A
28
9
若
杉
大

霧
社
事
件
に
秘
め
ら
れ
た
悲
劇

西
村
幸
祐
編
『
拉
致
と
侵
略
の

真
実

　
完

全
保

存
版

　
―

教
科

書
が
教
え
な
い
日
本
被
害
史
』

東
京

･オ
ー

ク
ラ
出

版
20

08
年

2月
15

0-
15

1
（

OA
K 

MO
OK
 1
99
 撃

論
ム
ッ
ク
）

A
29
0
春
山
明
哲

近
代
日
本
と
台
湾
　
―
霧
社
事
件
・
植
民
地
統

治
政

策
の
研
究

東
京

･藤
原

書
店

20
08

年
6月

19
-

15
2,

38
0-

39
1

｢Ⅰ
　

霧
社
事
件
と
日
本
人
（
昭
和
政
治
史
に
お
け
る
霧
社
事
件
　
―
植

民
地

統
治
の
政
治
過
程
分
析
　
／
日
本
陸
軍
に
と
っ
て
の
霧
社
事
件

―
〈

解
説
〉
台
湾
霧
社
事
件
軍
事
関
係
資
料
』
　
／
ウ
ッ
ト
フ
が
織
り

給
ひ

し
人
々
　
―
〈
解
説
〉
林
え
い
だ
い
『
台
湾
植
民
地
統
治
史
』

／
台

湾
原
住
民
タ
イ
ヤ
ル
族
一
女
性
の
命
の
記
録
　
―
〈
書
評
〉
中
村

ふ
じ

ゑ
『
オ
ビ
ン
の
伝
言
』
　
／
語
り
継
ぐ
セ
ー
ダ
ッ
カ
の
叙
事
詩

―
〈

書
評
〉
ア
ウ
イ
ヘ
ッ
パ
ハ
『
証
言
霧
社
事
件
』
　
／
虹
の
橋
｣を

渡
る

キ
リ
ス
ト
者
　
―
井
上
伊
之
助
の
｢山

地
原
住
民
伝
道
｣覚

書
）
｣｢
Ⅲ

日
本

に
お
け
る
台
湾
史
研
究
の
回
顧
と
展
望
（
台
湾
近
現
代
史
研
究
会

の
思

い
出
　
／
｢後

藤
新
平
伝
｣編

纂
事
業
と
〈
後
藤
新
平
ア
ー
カ
イ

ブ
〉

の
成
立
　
／
霧
社
紀
行
　
―
研
究
余
聞
｣

A
29
1
武

藤
直

大
新

聞
記

事
に
見

る
激

動
近

代
史

東
京

･グ
ラ
フ
社

20
08

年
6月

28
7-

28
8

｢台
湾

で
霧
社
の
原
住
民
が
暴
動
､周

辺
の
警
察
全
滅
 ［

十
月
二
十
九
日

大
阪

毎
日
新
聞
］
｣｢
拓
相
､霧

社
反
乱
の
原
因
を
閣
議
報
告
　
首
謀
者
花

岡
を

示
嗾
し
た
マ
ヘ
ボ
社
頭
目
［
十
一
月
五
日
大
阪
毎
日
新
聞
］
｣

A
29
2
松
永
正
義

台
湾
を
考
え
る
む
ず
か
し
さ

東
京

･研
文

出
版

20
08

年
7月

28
6-

31
6

｢日
本

国
内
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
霧
社
蜂
起
事
件
｣､
戴
国
煇
編

『
台

湾
霧
社
蜂
起
事
件
』
所
載
論
文
の
再
録
｡

A
29
3
久
田
恵

死
者
を
背
負
っ
て
生
き
る
女
性
の
痛
み
　
〔
書
評

津
島
祐
子
『
あ
ま
り
に
も
野
蛮
な
』
〕

『
朝

日
新

聞
』

東
京

･朝
日

新
聞

社
20

09
年

1月
4 日

A
29
4
松
山
巖

異
郷

で
た
ど
る
女

の
悲

劇
　

〔
書

評
　

津
島

祐
子

『
あ
ま
り
に
も
野
蛮
な
』
〕

『
読

売
新

聞
』

東
京

･読
売

新
聞

社
20

09
年

1月 25
日

A
29
5
小

松
裕

日
本

の
歴

史
14

　
 「

い
の

ち
」

と
帝

国
日

本
東

京
･小

学
館

20
09

年
1月

23
6-

23
7,

32
9-

35
2

｢第
三

章
　
｢い

の
ち
｣と

ア
ジ
ア
（
霧
社
に
立
つ
／
韓
国
併
合
　
―
植
民

地
帝

国
へ
／
日
本
人
と
ア
ジ
ア
／
第
一
次
世
界
大
戦
と
シ
ベ
リ
ア
干
渉

戦
争

／
三
・
一
独
立
運
動
と
五
・
四
運
動
　
―
帝
国
日
本
へ
の
抵
抗
／

関
東

大
震
災
／
山
東
出
兵
／
抗
日
霧
社
蜂
起
　
―
い
の
ち
の
叫
び
｣

A
29
6
谷

ヶ
城

秀
吉

書
評
 春

山
明
哲
著
『
近
代
日
本
と
台
湾
　
―
霧
社

事
件
・
植
民
地
統
治
政
策
の
研
究
』

『
日

本
植

民
地

研
究

』
21

東
京

･日
本

植
民

地
研

究
会

20
09

年
6月

74
-7

8
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

A
29
7
阿
部
洋
､上

沼
八
郎

解
題
　
第
三
集
「
教
育
施
策
関
係
資
料
」
に
つ
い
て

阿
部

洋
編

『
日

本
植

民
地

教
育

政
策

史
料

集
成

　
台

湾
篇

 第
3

集
　

教
育

施
策

関
係

資
料

』
第

17
巻

東
京

･龍
渓

書
舎

20
09

年
7月

9-
11

1
第

22
巻

に
台
湾
総
督
府
｢霧

社
事
件
ノ
顛
末
｣を

収
録
｡当

該
資
料
の
解
題

は
､上

沼
八
郎
が
分
担
執
筆
｡

A
29
8
喜
多
義
人

昭
和
初
期
の
事
変
と
日
本
赤
十
字
社

黒
沢

文
貴

・
河

合
利

修
編

『
日

本
赤
十
字
社
と
人
道
援
助
』

東
京

･東
京

大
学

出
版

会
20

09
年

11
月

27
6-

27
9

｢一
　

日
露
戦
争
後
に
お
け
る
戦
時
救
護
体
制
の
変
遷
　
／
二
　
済
南
事

変
に

お
け
る
救
護
事
業
　
／
三
　
霧
社
事
件
に
お
け
る
救
護
事
業
　
／

四
　

満
州
事
変
・
上
海
事
変
に
お
け
る
救
護
事
業
｣

B
1

霧
社
事
件
関
係
文
献
目
録

『
暖

流
』

6
東

京
･東

京
大

学
中

国
同

学
会

19
64

年
11

月
49

-5
0

B
2

台
湾
近
現
代
史
研
究
会

戦
後
日
本
に
お
け
る
台
湾
近
現
代
史
研
究
文
献
目

録
『

台
湾

近
現

代
史

研
究

』
3

東
京

･緑
蔭

書
房

19
81

年
1月

15
2-

20
4

B
3

河
原
功
編

霧
社
蜂
起
事
件
関
係
文
献
目
録

戴
国

煇
編

『
台

湾
霧

社
蜂

起
事

件
　
―
研
究
と
資
料
』

東
京

･社
会

思
想

社
19

81
年

6月
58

1-
59

8

B
4

台
湾
近
現
代
史
研
究
会

戦
後
日
本
に
お
け
る
台
湾
近
現
代
史
研
究
文
献
目

録
（
Ⅱ
）

『
台

湾
近

現
代

史
研

究
』

6
東

京
･緑

蔭
書

房
19

88
年

10
月

23
5-

27
0

B
5

近
藤
正
己
編

『
理
蕃
の
友
』
総
目
次
・
索
引

『
台

湾
総

督
府

警
務

局
理

蕃
課

編
『

理
蕃

の
友

』
別

冊
　

解
題

・
総

目
次

・
索

引
』

東
京

･緑
蔭

書
房

19
93

年
10

月
8+

74

B
6

中
島
利
郎
編

『
台
湾
時
報
』
総
目
録

東
京

･緑
蔭

書
房

19
97

年
2月

59
4

B
7

笠
原
政
治
編

日
本
の
台
湾
原
住
民
研
究
文
献
目
録
　
19
45
-1

99
6

東
京

･風
響

社
19

97
年

3月
10

3

B
8

中
島
利
郎
､林

原
文
子
編

『
台
湾
警
察
協
会
雑
誌
』
『
台
湾
警
察
時
報
』
総

目
録

東
京

･緑
蔭

書
房

19
98

年
8月

75
8

B
9

中
島
利
郎
､宋

宜
靜
編

『
台
法
月
報
』
総
目
録

東
京

･緑
蔭

書
房

19
99

年
9月

62
6

B
10

中
島
利
郎
､河

原
功
､下

村
作
次
郎
､黄

英
哲
編

日
本
統
治
期
台
湾
文
学
研
究
文
献
目
録

東
京

･緑
蔭

書
房

20
00

年
3月

54
6

下
村

作
次
郎
｢戦

後
台
湾
に
お
け
る
台
湾
文
学
研
究
関
連
資
料
目
録
｣

B
11

中
島
利
郎
編

『
台
湾
民
報
・
台
湾
新
民
報
』
総
合
目
録
　
付
台

湾
青
年
・
台
湾
　
1・

2
東

京
･緑

蔭
書

房
20

00
年

12
月

56
3+

2
43

B
12

笠
原
政
治
編

台
湾
原
住
民
関
係
文
献
目
録
　
(1
)

『
台

湾
原

住
民

研
究

』
5

東
京

･風
響

社
20

01
年

3月
17

7-
20

0

B
13

河
合

利
修

編
日

本
赤

十
字

社
文

書
リ
ス
ト

河
合

利
修

編
『

赤
十

字
史

料
に

よ
る
人

道
活

動
の

展
開

に
関

す
る
研

究
報

告
書

』

名
古

屋
･日

本
赤

十
字

豊
田

看
護

大
学

20
07

年
3月

10
1-

16
1

｢1
.博

物
館
明
治
村
所
蔵
　
日
本
赤
十
字
豊
田
看
護
大
学
保
管
　
日
本
赤

十
字

社
文
書
リ
ス
ト
　
／
2.
日
本
赤
十
字
社
本
社
所
蔵
　
日
本
赤
十
字

社
文

書
リ
ス
ト
｣

C
1

呉
新
栄

霧
社
山
草
歌

『
台

湾
文

化
』

1:
3

19
46

年
12

月

C
2

薜
天
助

抗
日
運
動

台
湾

新
生

報
社

叢
書

編
纂

委
員

会
編

『
台

湾
年

鑑
』

台
北

･台
湾

新
生

報
社

19
47

年
6月

10
-1

1
｢抗

日
運
動
｣の

中
に
｢霧

社
事
件
｣

C
3

山
風

霧
社
事
件
紀
実

『
台

旅
月

刊
』

1:
3

台
北

･台
湾

旅
行

社
19

49
年

4月

C
4

潘
培
藩

春
遊
霧
社

『
台

旅
月

刊
』

1:
3

台
北

･台
湾

旅
行

社
19

49
年

4月

C
5

蒋
先
烈
遺
集
刊
行
委
員

会
編

台
湾
民
衆
党
向
国
際
連
盟
　
－
抗
義
日
本
使
用
毒

瓦
斯
毒
殺
台
湾
霧
社
同
胞
案

蒋
先

烈
遺

集
刊

行
委

員
会

編
『

蒋
渭

水
遺

集
』

台
北

･文
化

出
版

社
19

50
年

8月
10

0

C
6

張
深
切

霧
社
桜
花
遍
地
紅

『
旁

観
』

7
台

北
･旁

観
雑

誌
社

19
51

年
7月

第
7期

-第
11
期
（
4-
7月

）
連
載
､映

画
シ
ナ
リ
オ

C
7

劉
枝
万

台
湾
日
月
潭
史
話

埔
里

･劉
枝

万
19

51
年

8月
64

-8
7
｢霧

社
事
件
｣

Ⅰ
-
ⅱ

　
文

献
目

録

Ⅱ
.
台

湾
で

発
行

さ
れ

た
文

献
Ⅱ

-
ⅰ

　
書

籍
、

雑
誌

論
文

・
記

事
、

資
料

の
翻

刻
・

翻
訳

等
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収
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行
年
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頁

備
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C
8

霧
社
血
史
震
中
外

『
新

南
投

』
1:

4
南

投
･新

南
投

出
版

社
19

52
年

2月
8-

9

C
9

陳
定
山

霧
社
桜
花

『
自

由
談

』
3:

7-
12

台
北

･自
由

談
雑

誌
社

19
52

年
7月

第
3巻

第
7期

-第
12
期
（
19
52
年
7月

-1
2月

）

C
10

楊
雲
萍

可
歌
可
泣
的
霧
社
事
件

『
中

国
一

周
』

18
3

台
北

･中
国

一
周

社
19

53
年

10
月

10
-1

1

C
11

黄
旺
成

霧
社
事
件

台
湾

省
文

献
委

員
会

編
『

台
湾

省
通

志
稿

　
巻

九
　

革
命

志
抗

日
篇

』
台

北
･台

湾
省

文
献

委
員

会
19

54
年

12
月

11
6-

11
9

C
12

王
一
剛

山
地
英
雄
莫
那
道

『
学

友
』

3:
4

台
北

･学
友

月
刊

社
19

55
年

3月
王

詩
琅

C
13

王
世
慶
(訳

)
日
本
国
会
紀
録
中
的
霧
社
事
変

『
台

湾
文

献
』

6:
3

南
投

･台
湾

省
文

献
委

員
会

19
55

年
9月

第
59
回

帝
国
議
会
議
事
録
中
の
､霧

社
蜂
起
事
件
に
か
か
わ
る
部
分
の
中

文
訳

｡

C
14

温
吉
編
訳

霧
社
事
件
与
新
理
蕃
政
策

温
吉

編
訳

『
台

湾
蕃

政
志

』
台

北
･台

湾
省

文
献

委
員

会
19

57
年

12
月

86
8-

87
8

C
15

何
基
明

我
与
「
霧
社
事
件
」

映
画
「
青
山
碧
血
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

台
湾

･華
興

電
影

製
片

股
份

有
限

公
司

19
57

年

C
16

敏
霧
社
事
件
余
聞

映
画
「
青
山
碧
血
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

台
湾

･華
興

電
影

製
片

股
份

有
限

公
司

19
57

年

C
17

路
易

「
青
山
碧
血
」
中
的
英
雄
美
人
　
―
洪
洋
与
何
玉

華
映
画
「
青
山
碧
血
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト

台
湾

･華
興

電
影

製
片

股
份

有
限

公
司

19
57

年

C
18

呉
史
民

霧
社
出
草
歌

『
南

瀛
文

献
』

4:
下

台
南

･台
南

県
政

府
民

政
局

19
58

年
6月

呉
史

民
は
､呉

新
栄
の
筆
名
｡『

台
湾
文
化
』
第
1巻

第
3期

に
発
表
し
た

も
の

の
再
録
｡

C
19

連
温
卿

日
人
土
地
収
奪
所
演
出
的
両
事
件

『
南

瀛
文

献
』

4:
下

台
南

･台
南

県
政

府
民

政
局

19
58

年
6月

C
20

鄭
清
江

弔
霧
社
抗
日
山
砲

『
台

湾
文

献
』

9:
4

南
投

･台
湾

省
文

献
委

員
会

19
58

年
12

月
頼

子
清
｢台

湾
詠
史
詩
｣中

に
あ
り
｡

C
21

劉
枝
万

霧
社
事
件

『
南

投
県

革
命

志
稿

』
南

投
･南

投
県

文
献

委
員

会
19

59
年

6月
29

0-
35

2
前

掲
『
台
湾
日
月
潭
史
話
』
中
の
｢霧

社
事
件
｣を

改
訂
増
補
し
た
も
の

〈
南

投
文
献
叢
輯
七
〉

C
22

張
深
切

遍
地
紅

台
中

･中
央

書
局

19
61

年
8月

1-
12

1
｢霧

社
桜
花
遍
地
紅
｣

C
23

朱
伝
誉
編

台
湾
画
史

台
北

･台
湾

画
史

編
纂

委
員

会
19

62
年

10
月

33
ｌ3
5
｢碧

血
英
風
｣

C
24

陳
逢
源

登
霧
社
眺
望
台

『
渓

山
煙

雨
楼

詩
存

』
台

北
･陳

逢
源

19
62

年
『

台
湾
先
賢
詩
文
集
彙
刊
』
に
再
録
｡

C
25

王
詩
琅

霧
社
事
件

台
湾

省
文

献
委

員
会

編
『

台
湾

史
話

』
台

北
･台

湾
省

文
献

委
員

会
19

64
年

6月
29

0-
29

3

C
26

朱
伝
誉
編

中
国
国
民
党
与
台
湾

台
北

･中
国

国
民

党
中

央
委

員
会

党
史

史
料

編
纂

委
員

会

19
64

年
11

月
15

-1
9
｢日

本
帝
国
主
義
鉄
蹄
下
的
台
湾
｣中

の
｢監

禁
和
屠
殺
｣

C
27

洪
敏
麟
(訳

)
関
於
霧
社
事
件
概
況
説
明
書

『
台

湾
文

献
』

16
:4

南
投

･台
湾

省
文

献
委

員
会

19
65

年
12

月
15

6-
16

2
稿

本
『
霧
社
事
件
ニ
関
ス
ル
概
況
説
明
書
』
（
台
中
州
能
高
郡
警
察

課
）

の
中
文
訳

C
28

范
栄
堂

霧
社
山
胞
抗
日
運
動
的
真
像
　
1

『
中

国
一

周
』

81
7

台
北

･中
国

一
周

社
19

65
年

12
月

21
-2

2

C
29

范
栄
堂

霧
社
山
胞
対
日
抗
暴
運
動
史
実
　
2

『
中

国
一

周
』

81
8

台
北

･中
国

一
周

社
19

65
年

12
月

22
-2

3

C
30

范
栄
堂

霧
社
山
胞
対
日
抗
暴
運
動
史
実
　
3

『
中

国
一

周
』

81
9

台
北

･中
国

一
周

社
19

66
年

1月
26

-2
8

C
31

馮
作
民

台
湾
歴
史
百
講

台
北

･青
文

出
版

社
19

66
年

2月
29

3-
29

8
｢屠

殺
山
胞
的
霧
社
事
件
｣

C
32

海
嵩

霧
社
山
胞
抗
日
瑣
談

『
民

間
知

識
』

34
2

台
北

･民
間

知
識

社
19

66
年

10
月

20

C
33

台
湾
経
世
新
報
社
編

台
湾
大
年
表

台
北

･古
亭

書
屋

19
69

年
7月

20
7

台
湾

経
世
新
報
社
編
『
台
湾
大
年
表
』
(1
93
2年

)の
復
刻
版

C
34

鈴
木
作
太
郎

台
湾
の
蕃
族
研
究

台
北

･古
亭

書
屋

19
70

年
54

3
鈴

木
作
太
郎
『
台
湾
の
蕃
族
研
究
』
（
台
湾
史
籍
刊
行
会
､1
93
2年

）
の

復
刻

版

C
35

呉
濁
流

無
花
果

台
北

･林
白

出
版

社
19

70
年

10
月

75
-7

6

C
36

譚
慧
生
編

台
湾
史
的
通
俗
演
義

高
雄

･百
成

書
店

19
71

年
3月

28
9-

17
5

｢言
而

無
信
江
定
枉
死
　
霧
社
風
雲
山
胞
抗
日
｣
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著
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題
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所
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書
名

・
雑

誌
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巻
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発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

C
37

李
如
和

莫
那
道
、
花
岡
一
郎

台
湾

省
文

献
委

員
会

編
『

台
湾

省
通

志
　

巻
7　

人
物

志
　

抗
日

先
賢

篇
』

台
北

･台
湾

省
文

献
委

員
会

19
71

年
6月

25
3オ

-2
53 ウ

C
38

李
如
和

霧
社
事
件

台
湾

省
文

献
委

員
会

編
『

台
湾

省
通

志
　

巻
9　

革
命

志
　

抗
日

篇
』

台
北

･台
湾

省
文

献
委

員
会

19
71

年
6月

53
オ
-

54
オ

C
39

葉
栄
鐘
等

台
湾
民
族
運
動
史

台
北

･自
立

晩
報

叢
書

編
輯

委
員

会
19

71
年

9月
43

0-
43

1
｢台

湾
民
衆
党
｣中

の
｢対

霧
社
事
件
的
表
示
｣

C
40

加
覧
尚
芳

山
地
紀
行
（
一
）

『
さ
ん
ご
』

66
台
北
･台

湾
省
日
僑
協
会

19
72
年

4月
著

者
は
､1
97
1年

4月
か
ら
3ヶ

年
間
台
北
日
本
人
学
校
の
校
長
と
し
て
勤

務
｡

C
41

梁
舒
里

台
湾
抗
日
革
命
史
略

台
中

･梁
舒

里
19

72
年

12
月

50
-6

8
｢霧

社
山
砲
起
義
抗
日
事
件
｣

C
42

鍾
肇
政

馬
黒
坡
風
雲

台
北

･台
湾

商
務

印
書

館
19

73
年

9月
『

台
湾
新
生
報
』
副
刊
連
載
（
19
71
年
10
月
26
日
～
19
72
年
1月

11
日

）
､の

ち
に
､『

鐘
肇
政
全
集
7』

（
20
00
年
）
に
再
録
｡

C
43

台
湾
風
物
社
編

霧
社
事
件
的
新
問
題

『
台

湾
風

物
』

23
:3

台
北

･台
湾

風
物

雑
誌

社
19

73
年

9月
33

-6
2

C
44

鄭
仰
貴

霧
社
山
胞
抗
日
英
雄
故
事

台
湾

省
立

台
南

社
会

教
育

館
編

『
抗

日
英

勇
事

績
』

台
南

･台
湾

省
立

台
南

社
会

教
育

館
19

73
年

9月
63

-6
7

C
45

台
後
学

花
岡
一
郎
、
二
郎
之
忠
奸
問
題

『
中

華
雑

誌
』

11
:1

0
台

北
･中

華
雑

誌
社

19
73

年
10

月

C
46

台
湾
省
文
献
委
員
会
編

抗
日
烈
士
　
莫
那
道
伝
略

台
中

･台
湾

省
文

献
委

員
会

19
73

年
10

月
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

C
47

霧
社
抗
日
事
件
烈
士
遺

族
一
同

霧
社
事
件
抗
日
生
存
者
曁
遺
族
陳
情
書

南
投

･霧
社

抗
日

事
件

烈
士

遺
族

一
同

19
73

年
10

月

C
48

王
詩
琅

也
談
霧
社
事
件
的
文
学

『
台

湾
文

芸
』

11
:4

3
台

北
･台

湾
文

芸
雑

誌
社

19
74

年
4月

62
-6

4

C
49

陳
徳
清

霧
社
事
件
始
末

『
国

教
補

導
』

13
:7

台
中

･国
立

台
中

師
範

学
院

19
74

年
5月

16
-1

7

C
50

王
志
恆

霧
社
事
件
面
面
観

『
中

外
雑

誌
』

15
:6

台
北

･中
外

雑
誌

社
19

74
年

6月
13

-1
7

C
51

余
光
中

白
玉
苦
瓜
　
第
三
版

台
北

･大
地

19
74

年
16

8
｢霧

社
｣｢
碧
湖
｣

C
52

台
湾
省
文
献
委
員
会
編

台
湾
歴
史
図
画
　
第
三
冊
　
日
拠
時
期

台
中

･台
湾

省
文

献
委

員
会

19
75

年
3月

10
0-

10
1

｢山
胞

堅
強
不
屈
　
日
人
施
放
毒
瓦
斯
｣

C
53

王
孝
廉

血
桜
　
―
関
於
霧
社
事
件
（
上
）

『
夏

潮
』

1:
7

台
北

･夏
潮

雑
誌

社
19

76
年

10
月

13
-1

7

C
54

王
孝
廉

以
血
写
在
山
岡
的
名
字
　
―
関
於
霧
社
事
件

（
下
）

『
夏

潮
』

1:
8

台
北

･夏
潮

雑
誌

社
19

76
年

11
月

8-
12

C
55

台
湾
史
蹟
研
究
会
編

台
湾
叢
談

台
北

･幼
獅

文
化

事
業

公
司

19
77

年
3月

49
7-

50
1

｢霧
社

事
件
｣

C
56

陳
梁
川

霧
社
事
件

台
北

･地
球

出
版

社
有

限
公

司
19

77
年

7月
22

0

C
57

劉
万
来

新
台
湾
簡
史

台
中

･文
林

出
版

社
19

77
年

8月
16

9-
17

1
｢碧

血
黄
花
　
－
霧
社
事
件
｣

C
58

李
永
熾

不
屈
的
山
岳
　
―
霧
社
事
件

台
北

･近
代

中
国

出
版

社
19

77
年

10
月

13
2

先
烈

先
賢
傳
記
叢
刊

C
59

王
詩
琅

日
本
殖
民
地
体
制
下
的
台
湾

台
北

･台
湾

風
物

雑
誌

社
19

78
年

1月
14

9-
15

1
｢霧

社
事
件
｣｡
台
湾
省
文
献
委
員
会
編
『
台
湾
史
話
』
（
改
訂
版
､台

湾
省

文
献
委
員
会
､1
97
4年

）
所
載
文
の
再
録
｡

C
60

林
興
華

霧
社

『
明

道
文

芸
』

27
19

78
年

6月

C
61

楊
亭

登
臨
霧
社

『
中

華
文

芸
』

15
:4

19
78

年
6月

C
62

黄
煌
雄

非
暴
力
的
闘
争

台
北

･長
橋

出
版

社
19

78
年

9月
15

4-
15

6
｢霧

社
事
件
｣

C
63

王
孝
廉

用
血
写
在
山
向
上
的
名
字
　
―
関
於
霧
社
事
件

王
拓

『
党

外
的

声
音

』
台

北
･王

拓
19

78
年

9月
29

5-
32

0

C
64

崔
雲
斌

唐
山
過
台
湾
〈
根
〉

台
北

･黄
河

出
版

社
19

79
年

3月
17

4-
17

9
｢霧

社
事
件
｣
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C
65

鍾
延
豪

霧
社
今
昔

『
台

湾
文

芸
』

66
台

北
･台

湾
文

芸
雑

誌
社

19
80

年
3月

C
66

黄
炫
星

従
川
中
島
到
清
流
的
艱
辛
歴
程
　
―
順
訪
霧
社
事

件
遺
老

『
埔

里
郷

情
雑

誌
』

13
南

投
･埔

里
郷

情
雑

誌
社

19
82

年
5月

16
-2

4

C
67

苑
林
苑

霧
社
抗
暴
的
真
象

『
高

雄
漁

訊
月

刊
』

3:
3

髙
雄

･髙
雄

区
魚

会
19

82
年

11
月

60
-6

5

C
68

喜
安
幸
夫

日
本
統
治
台
湾
秘
史
　
―
霧
社
事
件
至
抗
日
全
貌

台
北

･武
陵

19
84

年
24

3

C
69

藤
井
志
津
枝

一
九
三
〇
年
霧
社
事
件
之
探
討

『
台

湾
風

物
』

34
:2

台
北

･台
湾

風
物

雑
誌

社
19

84
年

6月
61

-8
3

C
70

鍾
肇
政

川
中
島
　
〈
高
山
組
曲
 第

一
部
〉

台
北

･蘭
亭

出
版

社
19

85
年

4月
26

0
『

中
華
日
報
』
副
刊
連
載
（
19
82
年
12
月
～
19
83
年
4月

）
､の

ち
に
､

『
鐘

肇
政
全
集
9』

（
20
00
年
）
に
再
録
｡

C
71

鍾
肇
政

戦
火
　
〈
高
山
組
曲
 第

二
部
〉

台
北

･蘭
亭

出
版

社
19

85
年

4月
29

4
『

中
華
日
報
』
副
刊
連
載
（
19
82
年
12
月
～
19
83
年
4月

）
､の

ち
に
､

『
鐘

肇
政
全
集
9』

（
20
00
年
）
に
再
録
｡

C
72

周
錫
侯

抗
日
英
雄
　
―
莫
那
魯
道

『
史

聯
雑

誌
』

8
台

北
･中

華
民

国
台

湾
史

蹟
研

究
中

心
19

85
年

6月
30

-3
2

C
73

林
徳
政

霧
社
抗
日
精
神
延
続
　
―
評
介
鍾
肇
政
著
「
川
中

島
」

『
文

訊
』

19
台

北
･文

訊
雑

誌
社

19
85

年
8月

92
-9

7

C
74

瓦
歴
斯
･尤

幹
霧
社
青
年

『
聯

合
文

学
』

19
:5

19
86

年
5月

の
ち

に
､『

想
念
族
人
』
（
19
94
年
）
に
再
録
｡

C
75

陳
金
田

霧
社
拾
零

『
台

湾
風

物
』

36
:2

台
北

･台
湾

風
物

雑
誌

社
19

86
年

6月
22

C
76

戴
國
煇
著
／
楊
鏡
汀
訳

霧
社
事
件
与
毒
瓦
斯

『
史

聯
雑

誌
』

8
台

北
･中

華
民

国
台

湾
史

蹟
研

究
中

心
19

86
年

6月
10

5-
11

0

C
77

鈴
木
作
太
郎

台
湾
の
蕃
族
研
究

台
北

･南
天

書
局

19
88

年
6月

54
3

鈴
木

作
太
郎
『
台
湾
の
蕃
族
研
究
』
（
台
湾
史
籍
刊
行
会
､1
93
2年

）
の

復
刻

版

C
78

藤
崎
済
之
助

台
湾
の
蕃
族

台
北

･南
天

書
局

19
88

年
6月

94
0

藤
崎

済
之
助
『
台
湾
の
蕃
族
』
（
国
史
刊
行
会
､1
93
6年

､三
訂
版
）
の

復
刻

版

C
79

瓦
歴
斯
･尤

幹
「
霧
社
事
件
」
将
成
絶
響
？

『
猟

人
文

化
』

4
台

中
･猟

人
文

化
19

90
年

10
月

5-
9

｢霧
社

抗
暴
事
件
六
十
周
年
紀
念
専
号
｣

C
80

鄧
相
揚
主
編
  

碧
血
英
風
　
霧
社
抗
日
事
件
六
十
週
年
紀
念

南
投

･南
投

県
政

府
、

仁
愛

郷
公

所
19

90
年

10
月

11
2

C
81

邱
若
龍
編
画

霧
社
事
件

台
北

･時
報

文
化

出
版

企
業

公
司

19
90

年
10

月
26

2

C
82

巫
永
福

霧
社
緋
桜
　
永
州
詩
集

台
中

･笠
詩

刊
社

19
90

年
11

9

C
83

黄
煌
雄

台
湾
抗
日
史
話

台
北

･前
衛

19
92

年
12

月
23

0

C
84

呉
俊
傑
(瓦

歴
斯
･諾

幹
)
番
刀
出
鞘

台
北

･稲
郷

出
版

社
19

92
年

12
月

24
0

｢番
刀

出
鞘
｣｢
霧
社
事
件
将
成
絶
響
？
　
―
台
湾
泛
原
住
民
運
動
思
考
｣

を
所

収
｡

C
85

中
川
浩
一
､和

歌
森
民
雄

編
霧
社
事
件
　
―
台
湾
原
住
民
的
蜂
擁
群
起

台
北

･武
陵

19
92

年
21

8

C
86

鄧
相
揚

莫
那
魯
道
（
18
82
-1
93
0）

　
―
寡
撃
衆
・
義

勇
士

台
美

文
化

交
流

基
金

会
・

創
意

力
文

化
事

業
有

限
公

司
『

島
国

顕
影

１
』

台
北

･創
意

力
文

化
事

業
有

限
公

司
19

93
年

6月
43

-9
4

C
87

垂
水
千
恵

坂
口
䙥
子
・
そ
の
人
と
作
品
　
―
日
本
統
治
期

の
台

湾
に
於

け
る
日

本
語

文
学

事
情

『
日

中
言

語
文

化
比

較
研

究
』

2
台

中
･日

中
言

語
文

化
比

較
研

究
会

19
93

年
10

月
94

-
10

6
｢付

録
・
資
料
　
坂
口

� 子
年
譜
｣

C
88

台
湾
経
世
新
報
社
編

台
湾
大
年
表

台
北

･南
天

書
局

19
94

年
9月

27
9

台
湾

経
世
新
報
社
編
『
台
湾
大
年
表
』
(1
93
8年

､第
4版

)の
復
刻
版

C
89

台
湾
総
督
府
編

台
湾
日
誌

台
北

･南
天

書
局

19
94

年
9月

38
1

河
原

功
監
修
／
台
湾
総
督
府
編
『
台
湾
日
誌
』
（
19
92
年
）
の
復
刻
版

C
90

柳
本
通
彦

無
法
終
止
的
霧
社
之
旅
　
―
川
中
島
之
六
十
三
年

与
日
本

『
山

海
文

化
雑

誌
』

2
台

北
･山

海
文

化
雑

誌
社

19
94

年
1月

C
91

瓦
歴
斯
･尤

幹
想
念
族
人

台
北

･晨
星

出
版

社
19

94
年

24
1

｢霧
社

青
年
｣｢
関
於
19
30
年
・
霧
社
｣｢
庚
午
霧
社
行
｣｢
彎
刀
｣｢
観
光
事

業
｣（

｢台
湾
原
住
民
系
列
16
｣）

を
所
収
｡

C
92

近
藤
正
已
著
／
張
旭
宜

訳
台
湾
総
督
府
的
「
理
蕃
」
体
制
和
霧
社
事
件

『
台

北
文

献
』

11
1

台
北

･台
北

市
文

献
委

員
会

19
95

年
3月

16
3-

18
4
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収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

C
93

布
興
･大

立
(高

萬
金
)

寧
死
不
屈
的
原
住
民
　
―
霧
社
事
件
的
故
事
神

学
嘉

義
･信

福
出

版
、

発
行

：
台

南
･台

湾
神

学
研

究
院

19
95

年
4月

11
6

台
湾

神
学
文
化
論
叢

C
94

柳
本
通
彦
著
／
張
桂
娥

訳
霧
社
事
件
　
―
両
座
慰
霊
碑
的
故
事

『
山

海
文

化
雑

誌
』

10
台

北
･山

海
文

化
雑

誌
社

19
95

年
5月

92
-

10
7

C
95

鄧
相
揚
､黄

炫
星

合
歓
礼
讃

南
投

･南
投

県
風

景
管

理
所

、
仁

愛
鄉

公
所

19
95

年
10

月
13

2

C
96

楊
樹
煌

見
証
霧
社
抗
日
事
件
　
―
但
求
斧
斤
塑
我
心

南
投

県
風

景
区

管
理

所
『

一
九

九
五

合
歓

之
月

』
南

投
･南

投
県

風
景

区
管

理
所

19
95

年

C
97

中
央
図
書
館
台
湾
分
館

拓
製

霧
社
起
義
戦
没
者
紀
念
碑
記

台
北

･中
央

図
書

館
台

湾
分

館
19

95
年

拓
本

C
98

鄧
相
揚

霧
社
文
史
座
談
会

『
水

沙
連

』
3

南
投

･水
沙

連
雑

誌
社

19
96

年
1月

73
-8

0

C
99

柳
本
通
彦
著
／
林
淑
恵

訳
霧
社
証
言
　
―
Ob
in
 T
ad
ao
的
半
生
（
上
）

『
台

湾
史

料
研

究
』

7
台

北
･財

団
法

人
吳

三
連

台
湾

史
料

基
金

会
19

96
年

2月
15

2-
17

2

C
10
0
洪
徳
麟

「
霧
社
事
件
」
的
感
人
演
出

『
拾

穂
』

77
台

北
･拾

穂
雑

誌
社

19
96

年
3月

67

C
10
1

霧
社
文
史
座
談
会
　
―
雲
深
霧
重
碧
血
濃

『
水

沙
連

』
4

南
投

･水
沙

連
雑

誌
社

19
96

年
4月

58
-6

6

C
10
2
柳
本
通
彦
著
／
林
淑
恵

訳
霧
社
証
言
　
―
Ob
in
 T
ad
ao
的
半
生
（
下
）

『
台

湾
史

料
研

究
』

8
台

北
･財

団
法

人
吳

三
連

台
湾

史
料

基
金

会
19

96
年

8月
16

7-
18

1

C
10
3
沈
明
仁

従
泰
雅
族
的
出
草
文
化
看
霧
社
事
件

『
台

湾
源

流
』

4
台

中
･台

湾
省

各
姓

渕
源

研
究

学
会

19
96

年
12

月
99

-
10

1

C
10
4
小
泉
鐵

台
湾
土
俗
誌

台
北

･南
天

書
局

19
97

年
12

月
32

7
  小

泉
鐵
『
台
湾
灣
 土

 俗
 誌
』
（
  建

 設
 社
､1
93
6年

）
の
復
刻
版

C
10
5
小
泉
鐵

蕃
郷
風
物
記

台
北

･南
天

書
局

19
97

年
12

月
33

2
  小

泉
鐵
『
蕃
郷
風
物
記
』
（
  建

 設
 社
､1
93
3年

）
の
復
刻
版

C
10
6
井
上
伊
之
助
著
／
石
井

玲
子
訳

上
帝
在
編
織
　
To
mi
nu
n 
ut
of

台
南

･人
光

19
97

年
3月

36
4

C
10
7
藤
井
志
津
枝

理
蕃
　
―
日
本
治
理
台
湾
的
計
策

台
北

･文
英

堂
出

版
社

19
97

年
5月

30
4

C
10
8
邱
花
妹

抗
日
最
悲
壮
的
名
字
　
―
莫
那
魯
道

『
天

下
雑

誌
』

19
98

年
1月

20
0

C
10
9
張

深
切

著
／
吳

栄
斌
ほ
か
編

張
深
切
全
集
 第

八
巻

台
北

･文
経

出
版

19
98

年
1月

34
1

｢遍
地

紅
　
―
霧
社
事
件
｣(
影
劇
小
説
)

C
11
0
鄧
相
揚

霧
社
事
件

台
北

･玉
山

社
出

版
事

業
19

98
年

10
月

14
2

｢泰
雅

族
的
分
布
　
／
霧
社
地
区
泰
雅
族
之
分
布
　
／
霧
社
史
話
　
／
霧

社
抗

日
事
件
｣

C
11
1
瓦
歴
斯
･尤

幹
At
ay
al
　
争
戦
18
96
-1
93
0

文
学

台
湾

基
金

会
編

『
虚

構
一

九
八

七
　

第
二

屆
台

湾
文

学
奨

作
品

集
』

髙
雄

･春
睴

出
版

19
98

年
10

月
第

二
屆
台
湾
文
学
奨
現
代
詩
首
奨

C
11
2
鄧
相
揚

霧
重
雲
深
　
―
霧
社
事
件
後
、
一
個
泰
雅
家
庭
的

故
事

台
北

･玉
山

社
出

版
事

業
19

98
年

11
月

10
1

｢出
磊

煙
嵐
一
《
霧
重
雲
深
》
写
作
的
心
路
歴
程
　
／
人
物
関
係
表
：

佐
塚

愛
佑
系
統
､下

山
治
平
系
統
　
／
霧
重
雲
深
　
―
霧
社
事
件
後
，
一

個
泰

雅
家
庭
的
故
事
｣

C
11
3
婦
女
救
援
基
金
会
編

台
湾
慰
安
婦
報
告

台
北

･台
湾

商
務

印
書

館
19

99
年

7月
15

6-
15

8
｢慰

安
婦
故
事
十
四
則
　
／
9　

烽
火
女
児
心
｣（

15
7-
15
8）

C
11
4
瓦
歴
斯
･諾

幹
霧
社
（
18
92
～
19
31
）

『
文

学
台

湾
』

髙
雄

･文
学

台
湾

雑
誌

出
版

19
99

年
7月

ワ
リ

ス
・
ノ
カ
ン
著
／
中
村
ふ
じ
ゑ
ほ
か
訳
『
台
湾
原
住
民
文
学
選
３

永
遠

の
山
地
』
（
東
京
・
草
風
館
､2
00
3年

）
に
収
録
｡

C
11
5
曾
応
鐘

霧
社
事
件
有
士
流
放
地
　
―
守
護
泰
雅
精
神
的
清

流
部
落

『
中

央
綜

合
月

刊
』

32
:8

台
北

：
中

央
綜

合
月

刊
雑

誌
社

19
99

年
8月

11
6-

11
8

C
11
6
林
徳
龍

福
爾
摩
沙
実
録
　
―
理
蕃
政
策
的
反
弾
　
霧
社
事
件

『
松

風
』

9
台

北
･松

風
雑

誌
社

19
99

年
9月

34
-3

5

C
11
7
瓦
歴
斯
･諾

幹
台
湾
原
住
民
文
学
的
去
殖
民
　
―
台
湾
原
住
民
文

学
与
社
会
的
初
歩
観
察

黄
鈴

華
総

編
輯

、
台

湾
原

住
民

文
教

基
金

会
編

『
21

世
紀

台
湾

原
住

民
文

学
』

台
北

･台
湾

原
住

民
文

教
基

金
会

19
99

年
36

-5
1

C
11
8
舞
鶴

余
生

台
北

･麦
田

20
00

年
1月

28
8

C
11
9
瓦
歴
斯
･諾

幹
霧
社
（
18
92
～
19
31
）

於
張

黙
、

白
霊

主
編

『
八

十
八

年
詩

選
』

台
北

･創
世

紀
詩

雑
誌

社
20

00
年

3月
14

5-
15

1
ワ

リ
ス
・
ノ
カ
ン
著
／
中
村
ふ
じ
ゑ
ほ
か
訳
『
台
湾
原
住
民
文
学
選
３

永
遠

の
山
地
』
（
東
京
・
草
風
館
､2
00
3年

）
に
収
録
｡
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題
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収
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雑
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発
行
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発

行
年

月
頁

備
考

C
12
0
巫
永
福

霧
社
事
件
憶
往

『
新

台
湾

新
聞

周
刊

』
24

0
台

北
･新

台
湾

編
輯

小
組

20
00

年
10

月
72

C
12
1
鄧
相
揚

風
中
緋
桜
　
―
霧
社
事
件
真
相
及
花
岡
初
子
的
故

事
台

北
･玉

山
社

出
版

事
業

20
00

年
10

月
17

5

C
12
2
阿
威
赫
抜
哈
／
林
道
生

訳
阿
威
赫
抜
哈
的
霧
社
事
件
証
言

台
北

･台
原

芸
術

文
化

基
金

会
20

00
年

10
月

22
3

台
原

文
化
叢
刊
 7

C
12
3
陳
金
順

南
国
哀
歌
交
響
詩

『
台

湾
文

芸
』

17
2

台
北

･台
湾

文
芸

雑
誌

社
20

00
年

10
月

14
-1

5
閩

南
語
詩
､第

22
回
鹽
分
地
帯
文
学
奨
現
代
詩
第
一
位

C
12
4
鍾
肇
政

鍾
肇
政
全
集
７

桃
園

･桃
園

県
立

文
化

中
心

20
00

年
12

月
65

0
｢馬

黒
坡
風
雲
｣｢
馬
利
科
彎
英
雄
伝
｣を

所
収

C
12
5
鄧
相
揚
  

霧
社
事
件
七
十
週
年
紀
念

『
水

沙
連

』
南

投
･水

沙
連

雑
誌

社
20

01
年

1月
12

-1
9

C
12
6
鄧
相
揚
  

風
中
緋
桜
　
―
霧
社
事
件
真
相
及
花
岡
初
子
的
故

事
『

水
沙

連
』

南
投

･水
沙

連
雑

誌
社

20
01

年
1月

20
-2

9

C
12
7
Ya
bu
 S
ya
t､
許
世
楷
､施

正
鋒
主
編

霧
社
事
件
　
―
台
湾
人
的
集
体
記
憶

台
北

･前
衛

出
版

社
20

01
年

2月
25

6

C
12
8
尤
哈
尼
･伊

斯
卡
卡
夫
特

(Y
oh
an
i 
Is
ka
ka
vu
t)

「
霧
社
事
件
」
在
歴
史
以
及
今
日
的
意
義

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

1-
4

C
12
9
布
興
･大

立
(P
us
in

Ta
li
)

為
生
命
的
細
水
長
流
而
戦
的
霧
社
事
件

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

5-
17

C
13
0
高
徳
明
(S
iv
ac
 N
ab
u)

述
／
張
秋
雄
(W
al
is

Uk
an
)訳

注
非
人
的
境
遇

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

19
-6

9

C
13
1
石
麗
玉
(K
um
u 
Iy
un
g)

婦
女
記
憶
的
現
場
　
―
霧
社
事
件
目
撃
者
的
見

証
Ya

bu
 S

ya
t、

許
世

楷
、

施
正

鋒
編

『
霧

社
事

件
　

―
台

湾
人

的
集

体
記

憶
』

台
北

･前
衛

出
版

社
20

01
年

2月
71

-
10

4

C
13
2
鄧
相
揚
  

Ga
ya
与
霧
社
事
件

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

10
5-

13
4

C
13
3
吉
良
芳
恵
著
／
邱
若
山

訳
日
本
近
現
代
史
的
霧
社
事
件
研
究
状
況

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

13
5-

15
4

C
13
4
陳
郁
秀

以
文
化
的
層
面
看
「
霧
社
事
件
」

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

15
5-

15
6

C
13
5
〔
全
体
討
論
〕

霧
社
事
件
的
歴
史
宣
伝

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

15
7-

19
4

C
13
6
曹
永
和

台
湾
歴
史
経
験
裏
面
的
「
霧
社
事
件
」

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

19
5-

19
8

C
13
7
張
秋
雄
(W
al
is
 U
ka
n)

霧
社
事
件
七
十
週
年
回
応
文

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

19
9-

22
1

C
13
8
高
萬
金
(P
us
in
 T
al
i)

霧
社
事
件
発
生
的
過
程

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

22
3-

23
9

C
13
9
廬
千
恵

霧
社
事
件
七
十
週
年
紀
念
　
―
為
生
命
做
寛
恕
的

見
証

Ya
bu

 S
ya

t、
許

世
楷

、
施

正
鋒

編
『

霧
社

事
件

　
―

台
湾

人
的

集
体

記
憶

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
2月

24
1-

24
3
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著
者

題
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所
収

書
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・
雑

誌
名

巻
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発
行
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発

行
年

月
頁

備
考

C
14
0
巴
万
･韃

那
哈
(沈

明
仁
)
霧
社
事
件
的
歴
史
和
解
　
―
従
ga
ya
的
観
点
談
族

群
和
解

施
正

鋒
、

許
世

楷
、

布
興

･大
立

編
『

従
和

解
到

自
治

　
―

原
住

民
族

歴
史

重
建

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
6月

25
3-

26
9

C
14
1
施
正
鋒

原
住
民
族
的
歴
史
重
建

施
正

鋒
、

許
世

楷
、

布
興

･大
立

編
『

従
和

解
到

自
治

　
―

原
住

民
族

歴
史

重
建

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
6月

30
5-

33
2

C
14
2
布
興
･大

立
(高

萬
金
)

従
霧
社
事
件
談
原
住
民
的
自
治

施
正

鋒
、

許
世

楷
、

布
興

･大
立

編
『

従
和

解
到

自
治

　
―

原
住

民
族

歴
史

重
建

』
台

北
･前

衛
出

版
社

20
01

年
6月

33
3-

35
9

C
14
3
蔡
光
慧
､陳

彦
仲

反
抗
強
権
的
泰
雅
族
頭
目
　
莫
那
魯
道
　
18
82

-
19
30
.1
2.
1

詹
素

娟
、

浦
忠

成
ほ
か
著

『
台

湾
原

住
民

』
台

北
･遠

流
出

版
20

01
年

7月
11

2-
11

9
近

現
代
の
台
湾
先
住
民
20
名
を
取
り
上
げ
た
小
伝
集
｡｢
台
湾
放
軽
鬆
｣シ

リ
ー

ズ
5｡

C
14
4
林
淵
霖

19
50
年
代
的
　
霧
社
山
中
伝
奇

『
大

地
地

理
雑

誌
』

16
0

台
北

･大
地

地
理

出
版

事
業

公
司

20
01

年
7月

42
-5

1

C
14
5
陳
銘
堯

莫
那
魯
道

『
台

湾
文

芸
』

17
7

台
北

･台
湾

文
芸

雑
誌

社
20

01
年

8月
4-

5

C
14
6
紀
明
宗

我
的
霧
社

『
第

三
屆

南
投

県
文

学
奨

得
奨

作
品

集
』

南
投

･南
投

県
文

化
局

出
版

20
01

年
10

月
第

三
屆
南
投
県
文
学
奨
新
詩
正
奨

C
14
7
藤
井
志
津
枝

台
湾
原
住
民
史
　
政
策
篇

南
投

･台
湾

省
文

献
委

員
会

20
01

年
12

月
29

2

｢第
1編

　
日
本
治
台
時
期
的
｢理

蕃
｣政

策
（
1 
日
治
初
期
｢撫

墾
署
｣的

｢
蕃

政
｣(
18
95
-1
98
9)
 /
2 
樟
脳
利
益
与
｢蕃

政
｣(
18
99
-1
90
1)
 /
3 
｢理

蕃
｣政

策
的
確
立
(1
90
2-
19
06
) 
/4
 ｢
理
蕃
｣政

策
的
推
進
(1
90
6-
19
14
)

/5
 ｢
理
蕃
｣政

策
的
完
成
(1
91
9-
19
45
)）

 ／
第
2編

　
光
復
後
的
原
住

民
族

政
策
（
6 
光
復
初
期
的
｢山

地
同
胞
｣政

策
(1
94
5-
19
50
) 
/7
 進

口
替

代
時
期
的
｢山

地
同
胞
｣政

策
(1
95
1-
19
62
) 
/8
 工

業
化
時
期
的
｢山

地
同

胞
｣政

策
(1
96
3-
19
87
) 
/9
 戒

厳
之
後
原
住
民
族
政
策
的
転
変

(1
98
8以

後
)）

C
14
8
台
湾
原
住
民
文
教
基
金

会
主
辦
､ 
水
沙
連
芸
文

工
作
室
協
辦

台
湾
原
住
民
「
霧
社
抗
日
事
件
」
田
野
調
査
工
作

計
画
調
査
報
告

台
北

･行
政

院
原

住
民

委
員

会
20

01
年

11
3

C
14
9
瓦
歴
斯
･諾

幹
(余

光
弘
)
台
湾
原
住
民
史
　
泰
雅
族
史
編

南
投

･国
史

館
台

湾
文

献
館

20
02

年
12

月
19

0
｢1
　

導
論
　
／
2　

口
述
歴
史
時
代
　
／
3　

部
落
的
形
成
　
／
4　

対
外

関
係

与
納
入
国
家
体
系
　
／
5　

日
拠
時
代
　
／
6　

進
入
新
国
家
｣

C
15
0
高
萬
金

従
霧
社
事
件
談
原
住
民
族
的
自
治

『
台

湾
神

学
論

刊
』

24
台

北
･台

湾
神

学
院

20
02

年
3月

16
7-

18
7

C
15
1
戴
国
煇
著
／
林
彩
美
編

戴
国
煇
文
集
6　

台
湾
史
探
微

台
北

･遠
流

20
02

年
4月

28
4

｢1
　

晩
清
与
日
帝
時
期
台
湾
史
　
／
1-
3　

霧
社
抗
日
蜂
起
与
高
砂
義
勇

隊
｣

C
15
2
戴
国
煇
著
／
魏
廷
朝
訳


戴
国
煇
文
集
10
・
11
　
台
湾
霧
社
蜂
起
事
件
研
究

与
資
料
　
上
・
下

新
店

･国
史

館
20

02
年

4月
35

0+
48

4

C
15
3
簡
鴻
模
､依

婉
･貝

林
Al
an
g 
Ba
iq
e(
眉
渓
部
落
)生

命
史

南
投

･原
住

民
同

舟
協

会
、

台
北

･永
望

文
化

出
版

20
02

年
6月

56
0

泰
雅

族
賽
徳
克
亜
支
徳
克
達
雅
群
部
落
生
命
史
調
査
研
究
 1

C
15
4
簡
鴻
模
編

人
止
関
事
件
　
―
百
週
年
紀
念
専
刊

台
北

･永
望

文
化

出
版

20
02

年
8月

86

C
15
5
洪
長
源

莫
那
魯
道
古
戦
場
巡
礼

『
台

湾
月

刊
』

23
6

南
投

･台
湾

省
政

府
20

02
年

8月
66

-6
8

C
15
6
葉
国
居

我
族
的
祭
典
与
父
親
的
戦
事

『
第

一
屆

玉
山

文
学

奨
作

品
集

』
南

投
･南

投
県

文
化

局
出

版
20

02
年

9月
第

一
屆
玉
山
文
学
奨
佳
作

C
15
7
簡
鴻
模
､依

婉
･貝

林
､郭

明
正

清
流
部
落
生
命
史
　
Lt
lu
tu
c 
Kn
ki
ng
an
 S
ap

ah
Al
an
g 
Gl
ub
an

南
投

･原
住

民
同

舟
協

会
、

台
北

･永
望

文
化

出
版

20
02

年
10

月
61

6
泰

雅
族
賽
徳
克
亜
支
徳
克
達
雅
群
部
落
生
命
史
調
査
研
究
 2

C
15
8
鍾
肇
政

鍾
肇
政
全
集
9

桃
園

･桃
園

県
立

文
化

中
心

20
02

年
12

月
70

7
｢高

山
組
曲
｣（

｢川
中
島
｣｢
戦
火
｣）

を
収
録

C
15
9
伍
聖
馨
(A
bu
s)

戦
在
霧
社

『
台

湾
原

住
民

漢
語

文
学

選
集

詩
歌

巻
』

台
北

･印
刻

出
版

20
03

年
3月

第
二

屆
中
華
汽
車
原
住
民
文
学
奨
詩
歌
第
二
位
（
20
01
年
）
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題
名

所
収
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雑

誌
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巻
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発
行
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発

行
年

月
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備
考

C
16
0
姑
目
‧
荅
芭
糸

挖
掘
記
憶
，
重
塑
歴
史
　
―
従
霧
社
事
件
口
述
歴

史
談
起

『
道

雑
誌

』
13

台
北

･台
湾

神
学

雑
誌

社
20

03
年

4月
49

 - 64

C
16
1
陳
俊
豪
､劉

素
珍
挿
画
､

江
育
翰
摂
影

霧
社
事
件
　
―
莫
那
・
魯
道
的
眼
涙
与
憤
怒

『
少

年
台

湾
』

14
台

北
･少

年
台

湾
雑

誌
社

20
03

年
7月

42
-6

7

C
16
2
何
輝
慶

一
九
三
〇
年
霧
社
事
件
  
　
―
従
一
件
当
年
的
非

常
郵
便
談
起

『
中

国
郵

刊
』

76
台

北
･中

国
集

郵
協

会
20

03
年

8月
34

-3
6

C
16
3
謝
肇
禎

群
慾
乱
舞
　
―
論
舞
鶴
小
説
中
的
性
政
治

台
北

･麦
田

出
版

社
20

03
年

9月
27

2

C
16
4
張
炎
憲

花
岡
一
郎
写
給
浅
井
恵
倫
的
信

『
台

湾
風

物
』

53
:3

台
北

･台
湾

風
物

雑
誌

社
20

03
年

9月
9-

16

C
16
5
陳
乃
菁

鄧
相
揚
　
霧
社
事
件
讓
他
魂
牽
夢
繫

『
新

台
湾

新
聞

周
刊

行
』

39
8

台
北

･新
台

湾
編

輯
小

組
20

03
年

11
月

70

C
16
6
簡
鴻
模
､依

婉
･貝

林
中
原
部
落
生
命
史
 P
at
is
 L
tl
ut
uc
 R
ud
an

Kn
ki
ng
an
 S
ap
ah
 A
la
ng
 N
ak
ah
al
a

南
投

･原
住

民
同

舟
協

会
、

台
北

･永
望

文
化

出
版

20
03

年
11

月
10

74
泰

雅
族
賽
徳
克
亜
支
徳
克
達
雅
群
部
落
生
命
史
調
査
研
究
 3

C
16
7
田
哲
益

泰
雅
族
最
閃
耀
的
名
字
莫
那
・
魯
道
霧
社
蜂
起

『
台

湾
源

流
』

25
台

中
･台

湾
省

各
姓

渕
源

研
究

学
会

20
03

年
12

月
13

8-
14

6

C
16
8
李
展
平

抗
日
英
雄
　
―
莫
那
魯
道
移
霊
記

『
台

湾
文

献
』

別
冊

7
南

投
･台

湾
省

文
献

委
員

会
20

03
年

12
月

17
-2

1

C
16
9
何
聡
明
訳

日
本
人
筆
下
的
「
霧
社
事
件
」

『
台

北
文

献
直

字
』

14
6

台
北

･台
北

市
文

献
委

員
会

20
03

年
12

月
30

5-
31

0

C
17
0
卞
鳳
奎
訳

霧
社
事
件
日
人
派
遣
捜
索
隊
及
軍
隊
出
動
行
動
状

況
表

『
台

北
文

献
直

字
』

14
6

台
北

･台
北

市
文

献
委

員
会

20
03

年
12

月
31

1-
33

2

C
17
1
簡
鴻
模

Al
an
g 
To
ng
an
(眉

渓
)口

述
歴
史
与
文
化

台
北

･輔
仁

大
学

出
版

社
20

03
年

31
8

C
17
2
李
筱
峰
､莊

天
賜

快
読
台
湾
歴
史
人
物
（
一
）

台
北

･玉
山

社
20

04
年

1月
24

8
｢反

抗
不
義
的
領
袖
（
莫
那
魯
道
）
｣

C
17
3
鄧
相
揚
原
作
／
萬
仁
監

督
風
中
緋
櫻

台
北

･玉
山

社
20

04
年

2月
脚

本
､D
VD

C
17
4
伊
萬
･納

威
歌
謠
中
的
族
語
　
―
「
風
中
緋
櫻
　
霧
社
事
件
」

賽
徳
克
族
伝
統
統
歌
謠
改
編
賞
析

『
台

湾
原

YO
UN

G　
原

住
民

青
少

年
雑

誌
』

1
台

北
･行

政
院

原
住

民
族

委
員

会
20

04
年

3月
18

-2
1

C
17
5
陳
思
嫻

穿
越
迷
霧
,重

看
一
季
緋
櫻
　
―
霧
社
歷
史
之

旅
『

台
湾

文
学

館
通

訊
』

3
台

南
･国

立
台

湾
文

学
館

20
04

年
3月

28
-3

3

C
17
6
劉
亮
雅

弁
証
復
振
的
可
能
　
―
舞
鶴
《
余
生
》
中
的
歴
史

記
憶
、
女
人
與
原
郷
追
尋

『
中

外
文

学
』

32
:1

1
台

北
･中

外
文

学
月

刊
社

20
04

年
4月

14
1-

16
3

C
17
7
河
原
功

台
湾
新
文
学
運
動
的
展
開
　
―
与
日
本
文
学
的
接

点
台

北
･台

湾
全

華
科

技
図

書
20

04
年

3月
27

9

C
17
8
鄧
相
揚
  

永
遠
的
英
雄
　
―
莫
那
・
魯
道

『
台

湾
原

YO
UN

G　
原

住
民

青
少

年
雑

誌
』

1
台

北
･行

政
院

原
住

民
族

委
員

会
20

04
年

3月
13

-1
7

C
17
9
朱
天
心
､舞

鶴
朱
天
心
対
談
舞
鶴

『
印

刻
文

学
生

活
誌

』
創

刊
7

台
北

･印
刻

文
学

生
活

雑
誌

20
04

年
3月

26
-4

9

C
18
0
Ku
mu
 T
ap
as

(姑
目
･荅

芭
絲
)

部
落
記
憶
　
―
霧
社
事
件
的
口
述
歴
史
　
Ⅰ

台
北

･翰
芦

図
書

20
04

年
5月

47
4

｢1
　

挖
掘
記
憶
､重

遡
歴
史
　
／
2　

交
会
在
巴
蘭
部
落
的
歴
史
記
憶

／
3　

賽
徳
克
部
落
観
点
的
歴
史
記
憶
｣

C
18
1
Ku
mu
 T
ap
as

(姑
目
･荅

芭
絲
)

部
落
記
憶
　
―
霧
社
事
件
的
口
述
歴
史
　
Ⅱ

台
北

･翰
芦

図
書

20
04

年
5月

40
9

｢1
　

緒
言
　
／
2　

巴
蘭
部
落
為
核
心
的
歴
史
現
場
　
／
3　

巴
蘭
記
憶

再
現

歴
史
詮
釈
問
題
　
／
4　

挖
掘
記
憶
砌
造
歴
史
和
解
之
路
｣

C
18
2
李
展
平

用
鮮
血
掙
来
的
霧
社
農
校

『
台

湾
文

献
　

別
冊

』
10

南
投

･台
湾

省
文

献
委

員
会

20
04

年
9月

50
-5

5

C
18
3
魏
德
聖
原
作
脚
本
／
厳

云
農
小
説

賽
徳
克
・
巴
莱

台
北

･平
装

本
出

版
有

限
公

司
20

04
年

10
月

32
0

C
18
4
張
以
牧

霧
社
事
件
述
評

『
新

使
者

』
84

台
北

･新
使

者
雑

誌
社

20
04

年
10

月
66

-7
0
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行
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発

行
年

月
頁

備
考

C
18
5
尾
崎
秀
樹
著
／
陸
平
舟
､

間
ふ
さ
子

共
訳

旧
殖
民
地
文
学
的
研
究
（
台
湾
新
文
学
史
論
叢
刊

8）
台

北
･人

間
出

版
社

20
04

年
11

月
39

8
｢霧

社
事
件
与
文
学
｣

C
18
6
李
宗
信

勇
渡
彩
虹
僑
　
―
莫
那
魯
道
 


財
団

法
人

公
共

電
視

文
化

事
業

基
金

会
『

台
湾

百
年

人
物

誌
1』

台
北

･玉
山

出
版

社
20

05
年

1月
11

2-
11

8

C
18
7
余
玉
琦

新
詩
　
―
破
砕
之
霧
：
霧
社
事
件
与
「
賽
徳
克
・

巴
萊
」
試
拍
片
段
観
後

『
幼

獅
文

芸
』

61
5

台
北

･幼
獅

文
化

事
業

股
份

有
限

公
司

20
05

年
3月

77
-7

9

C
18
8
李
宗
信

莫
那
魯
道
　
―
勇
渡
彩
虹
橋

財
団

法
人

公
共

電
視

文
化

事
業

基
金

会
『

台
湾

百
年

人
物

誌
1』

台
北

･玉
山

社
20

05
年

3月
11

2-
11

8

C
18
9
蕭
菊
貞

鏡
頭
下
的
歴
史
傷
痕

財
団

法
人

公
共

電
視

文
化

事
業

基
金

会
『

台
湾

百
年

人
物

誌
1』

台
北

･玉
山

社
20

05
年

3月
11

9

C
19
0
黄
慧
敏

台
湾
史
詩
電
影
　
―
賽
徳
克
・
巴
萊
:魏

徳
聖

籌
拍

「
霧
社
事
件
」
莫
那
魯
道
的
故
事

『
新

聞
大

舞
台

』
24

台
北

･財
団

法
人

中
央

通
訊

社
20

05
年

6月
98

-9
9

C
19
1
陳
良
智

従
霧
社
事
件
引
発
信
仰
反
省
一
、
二
件

『
新

使
者

』
89

台
北

･新
使

者
雑

誌
社

20
05

年
8月

73
 - 75

C
19
2
宋
秀
環

菁
英
探
討
　
―
日
治
時
期
原
住
民
人
物
典
型

『
台

湾
教

育
史

研
究

会
通

訊
』

41
台

北
･台

湾
教

育
史

研
究

会
20

05
年

11
月

8-
12

C
19
3
簡
鴻
模

従
杜
魯
湾
東
遷
花
蓮
Tg
da
ya
部
落
生
命
史
　
Pa

ta
s

Lt
lu
tu
c 
Se
ed
iq
 T
gd
ay
a 
Tr
uw
an
 W
ad
a

Tn
he
ru
y 
Bb
uw
an
 H
id
o

南
投

･原
住

民
同

舟
協

会
、

台
北

･永
望

文
化

出
版

20
05

年
12

月
87

2
泰

雅
族
賽
徳
克
亜
支
徳
克
達
雅
群
部
落
生
命
史
調
査
研
究
 4

C
19
4
莫
渝

江
自
得
的
〈
賽
徳
克
悲
歌
〉

『
笠

』
25

1
台

北
･笠

詩
刊

社
20

06
年

2月
44

2

C
19
5
姚
嘉
文

霧
社
人
止
関

台
北

･草
根

出
版

20
06

年
3月

31
0

C
19
6
鄧
相
揚

以
愛
報
仇
　
―
行
医
山
地
部
落
的
井
上
伊
之
助

経
典

雑
誌

編
『

台
湾

慈
善

四
百

年
』

台
北

･経
典

雑
誌

20
06

年
5月

10
8-

11
7

C
19
7
張
志
祥

「
神
入
」
的
歴
史
教
学
新
嘗
試
　
―
以
「
霧
社
事

件
」
為
例

『
清

華
歴

史
教

学
』

17
新

竹
･国

立
清

華
大

学
歴

史
研

究
所

20
06

年
5月

88
-

10
0

C
19
8
鄧
相
揚
主
講
､瓦

歴
斯
･

諾
幹
作
､昊

謹
文
字
謄
錄

風
中
緋
櫻
　
―
霧
社
事
件

『
台

湾
文

学
館

通
訊

』
12

台
南

･国
立

台
湾

文
学

館
20

06
年

9月
38

-4
3

C
19
9
鄧
相
揚
文
／
邱
若
龍
画

莫
那
・
魯
道

台
北

･東
華

書
局

20
06

年
12

月
31

C
20
0
莫
渝

台
湾
詩
人
群
像

台
北

･秀
威

資
訊

出
版

20
07

年
5月

19
3-

19
8

｢江
自

得
的
〈
賽
徳
克
悲
歌
〉
｣

C
20
1
邱
国
禎

近
代
台
湾
史
惨
史
档
案

台
北

･前
衛

20
07

年
6月

57
6

｢石
塚

総
督
為
霧
社
事
件
負
起
政
治
責
任
｣（

35
-3
6）

C
20
2
巫
育
荃

消
失
的
憤
怒
　
―
日
治
晚
期
藤
沢
茽
的
原
住
民
心

理
学
実
験

『
新

史
学

』
18

:2
台

北
･新

史
学

雑
誌

社
20

07
年

6月
10

3-
15

5

C
20
3
劉
育
玲

神
話
的
詮
釈
与
運
用
　
―
従
姑
目
・
荅
芭
糸
《
部

落
記
憶
　
―
霧
社
事
件
的
口
述
歴
史
》
中
三
則
神

話
伝
説
談
起

『
台

湾
文

学
学

報
』

10
台

北
･政

治
大

学
中

国
文

学
系

20
07

年
6月

19
7-

22
5

C
20
4
蕭
明
礼

後
殖
民
研
究
的
去
脈
絡
化
困
境
与
転
機
　
―
述
評

荊
子
馨
著
，
鄭
力
軒
訳
，
《
成
為
「
日
本
人
」

―
殖
民
地
台
湾
与
認
同
政
治
》

『
台

大
歴

史
学

報
』

39
台

北
･台

湾
大

学
歴

史
学

研
究

所
20

07
年

6月
36

9-
38

4

C
20
5
王
慧
芬

舞
鶴
《
余
生
》
中
的
多
重
歴
史
記
憶

『
人

文
研

究
学

報
』

41
:2

台
南

･国
立

台
南

大
学

20
07

年
10

月
59

-7
8

C
20
6
下
次
作
次
郎
著
／
張
婷

婷
､曽

麗
蓉
訳

連
結
相
扣
的
帝
国
物
語
　
―
吳
鳳
・
霧
社
事
件
・

「
莎
蓉
之
鐘
」
(下

次
作
次
郎
専
題
演
講
)

『
台

湾
文

学
館

通
訊

』
17

台
南

･国
立

台
湾

文
学

館
20

07
年

11
月

32
-3

7

C
20
7
吳
密
察

霧
社
事
件

『
新

活
水

』
16

台
北

･国
家

文
化

総
会

20
08

年
1月

66
-7

2
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

C
20
8
林
麗
如

歴
史
与
記
憶
　
―
舞
鶴
小
説
研
究

台
北

･大
安

出
版

社
20

08
年

5月
26

7

C
20
9
布
興
･大

立
，
Pu
si
n

Ta
li

自
治
是
原
住
民
族
的
唯
一
活
路

台
北

･前
衛

20
08

年
10

月
28

0

｢5
　

従
霧
社
事
件
談
原
住
民
自
我
解
放
与
堅
持
持
自
治
的
奮
闘
　
／
6

論
霧

社
事
件
中
原
住
民
族
自
治
的
意
義
　
／
7　

為
生
命
的
細
水
長
流
而

戦
的

霧
社
事
件
　
／
8　

為
原
住
民
宗
教
自
由
而
戦
的
霧
社
事
件
｣

C
21
0
鄧
相
揚

霧
社
事
件
始
末

『
印

刻
文

学
生

活
誌

』
5:

4
台

北
･印

刻
文

学
生

活
雑

誌
20

08
年

12
月

78
-8

7

C
21
1
竹
中
信
子

日
治
台
湾
生
活
史
　
―
日
本
女
人
在
台
湾
（
昭
和

篇
 1
92
6-
19
45
）
上

台
北

･時
報

出
版

20
09

年
1月

51
2

｢第
五

章
  
霧
社
事
件
中
的
女
性
｣

C
21
2
鄭
静
穂

Ga
ya
精
神
的
展
現
与
彰
顕
　
―
論
鍾
肇
政
霧
社
事

件
系
列
書
写
之
詮
釈
観
点

『
台

北
教

育
大

学
語

文
集

刊
』

15
台

北
･台

北
教

育
大

学
20

09
年

1月
13

3-
16

5

C
21
3
張
雪
君

国
小
社
会
教
師
「
因
果
関
係
」
概
念
的
教
学
　
―

以
「
霧
社
事
件
」
為
例

『
南

投
文

教
』

28
南

投
･南

投
県

政
府

20
09

年
2月

82
-8

7

C
21
4
丁
予
竜

反
叛
的
書
写
　
―
舞
鶴
的
霧
社
事
件
話
語

『
彰

化
師

大
国

文
学

誌
』

18
彰

化
･国

立
彰

化
師

範
大

学
国

文
学

系
20

09
年

6月
19

5- 22

C
21
5
陳
昭
瑛

台
湾
文
学
与
本
土
化
運
動

台
北

･国
立

台
湾

大
学

出
版

中
心

20
09

年
10

月
39

6
｢1
　

古
典
文
学
与
原
住
民
文
学
（
文
学
的
原
住
民
与
原
住
民
的
文
学

―
従

｢異
己
｣到

｢主
体
｣）

｣　
（
陳
昭
瑛
『
台
湾
文
学
与
本
土
化
運
動
』

（
正

中
書
局
､1
99
8年

）
の
新
版
）

D
1

中
島
利
郎
編

日
據
時
期
台
湾
文
学
雜
誌
　
総
目
・
人
名
索
引

（
改
訂
版
）

台
北

･前
衛

出
版

社
19

95
年

1月
15

0

D
2

林
恵
美
､小

山
綾
子

日
文
台
湾
原
住
民
研
究
文
献
目
録

『
台

湾
原

住
民

研
究

論
叢

』
4

台
北

･台
湾

原
住

民
教

授
学

会
20

08
年

12
月

19
1-

24
0

E
1

高
萬
金

従
原
住
民
的
観
点
探
討
霧
社
事
件
的
神
学
意
義
及

其
宣
教
神
学
的
応
用

修
論

台
湾

･東
南

亜
神

学
研

究
院

19
91

年
12

7

E
2

林
淑
媛

霧
社
事
件
余
辜
之
研
究
(1
89
5-
19
45
)

修
論

台
中

･東
海

大
学

歴
史

研
究

所
19

92
年

11
1

E
3

黄
靖
雅

鍾
肇
政
小
説
研
究

修
論

台
北

･東
呉

大
学

中
国

文
学

研
究

所
19

94
年

E
4

胡
暁
俠

日
拠
時
期
理
蕃
事
業
下
的
原
住
民
集
団
移
住
之
研

究
修

論
桃

園
･中

原
大

学
建

築
(工

程
)学

系
19

96
年

20
8

｢1
　

緒
論
　
／
2　

理
蕃
初
期
的
原
住
民
集
団
移
住
（
18
95
-1
90
5年

）
／

3　
威
圧
理
蕃
時
期
的
原
住
民
集
団
移
住
（
19
06
-1
90
4年

）
　
／
4

威
撫

理
蕃
時
期
的
原
住
民
集
団
移
住
（
19
15
-1
93
0年

）
／
5　

新
理
蕃

政
策

下
的
原
住
民
集
団
移
住
（
19
31
-4
5年

）
　
／
6　

結
論
｣

E
5

大
原
美
智

坂
口
䙥
子
　
―
日
人
作
家
的
台
湾
経
験

修
論

台
南

･国
立

成
功

大
学

歴
史

研
究

所
19

97
年

E
6

伊
象
菁

原
住
民
文
学
中
辺
縁
論
述
的
排
除
与
建
構
　
―
以

瓦
歴
斯
・
諾
幹
与
利
格
拉
楽
・
阿
烏
為
例

修
論

台
中

･静
宜

大
学

中
国

文
学

研
究

所
20

02
年

17
8

E
7

劉
錦
燕

後
殖
民
的
部
落
空
間
　
―
析
論
瓦
歴
斯
・
諾
幹

“
台
湾
当
代
原
住
民
文
学
”
的
主
体
建
構

修
論

彰
化

･国
立

彰
化

師
範

大
学

国
文

学
系

在
職

進
修

専
班

20
02

年
13

1

E
8

謝
肇
禎

群
慾
乱
舞
　
―
論
舞
鶴
小
説
中
的
性
政
治

修
論

台
中

･静
宜

大
学

中
国

文
学

研
究

所
20

02
年

18
0

E
9

林
純
芬

張
深
切
及
其
劇
本
研
究

修
論

台
中

･静
宜

大
学

中
国

文
学

研
究

所
20

03
年

40
8

Ⅱ
-
ⅲ

　
修

士
論

文
、

博
士

論
文

Ⅱ
-
ⅱ

　
文

献
目

録
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著
者

題
名

所
収

書
名

・
雑

誌
名

巻
号

発
行

者
発

行
年

月
頁

備
考

E
10

林
素
珍

日
治
後
期
的
理
蕃
　
―
傀
儡
与
愚
民
的
教
化
政
策

(1
93
0-
19
45
)

博
論

台
南

･国
立

成
功

大
学

歴
史

学
系

20
03

年
30

8

｢1
　

緒
論
　
／
2　

日
治
前
期
理
蕃
政
策
之
沿
革
　
／
3　

日
治
後
期
理

蕃
政

策
之
形
成
　
／
4　

日
治
後
期
理
蕃
政
策
之
展
開
　
／
5　

日
治
後

期
理

蕃
政
策
教
化
之
内
涵
　
／
6　

日
治
後
期
理
蕃
政
策
教
化
之
成
效

／
7　

結
論
｣

E
11

林
美
華

鍾
肇
政
大
河
小
説
中
的
殖
民
地
経
験

修
論

台
南

･国
立

成
功

大
学

歴
史

学
系

20
04

年
17

7

E
12

楊
明
慧

台
湾
文
学
薪
伝
的
一
個
案
例
　
―
由
呉
濁
流
到
鍾

肇
政
・
李
喬

修
論

台
中

･東
海

大
学

中
国

文
学

系
20

04
年

13
0

E
13

曽
盛
甲

鍾
肇
政
小
説
郷
土
情
懐
之
研
究
　
―
以
《
大
壩
》

与
《
大
圳
》
為
例

修
論

台
北

･国
立

台
湾

師
範

大
学

国
文

系
在

職
進

修
修

士
学

位
班

20
04

年
21

4

E
14

郭
慧
華

鍾
肇
政
小
説
中
的
原
住
民
図
像
書
写

修
論

台
北

･国
立

台
湾

師
範

大
学

国
文

系
在

職
進

修
修

士
学

位
班

20
04

年
24

3

E
15

黄
素
珍

坂
口
䙥
子
之
小
説
研
究
　
―
以
日
本
統
治
期
在
台

期
間
之
小
説
研
究
為
中
心

修
論

台
北

･淡
江

大
学

日
本

研
究

所
20

04
年

96

E
16

巫
育
荃

「
病
態
」
的
民
族
　
―
日
治
晩
期
台
湾
的
民
族
性

精
神
疾
病
史

修
論

新
竹

･国
立

清
華

大
学

歴
史

研
究

所
20

05
年

21
8

｢第
三

章
　
自
殺
､蛮

性
与
精
神
変
質
　
／
第
四
章
　
消
失
的
｢憤

怒
｣｣

E
17

洪
正
寵

台
湾
文
壇
的
坂
口
䙥
子

修
論

髙
雄

･国
立

高
雄

第
一

科
技

大
学

応
用

日
語

所
20

05
年

16
0

E
18

李
玉
華

台
湾
原
住
民
文
学
的
発
展
歴
程
与
主
体
意
識
的
建

構
修

論
台

中
･逢

甲
大

学
中

国
文

学
所

20
05

年
22

4

E
19

林
瓊
玉

従
口
伝
到
創
作
　
―
試
論
原
住
民
的
生
命
之
樹

修
論

台
中

･国
立

中
興

大
学

中
国

文
学

系
20

05
年

14
4

E
20

曽
巧
雲

未
完
成
進
行
式
　
―
戦
前
、
戦
後
的
皇
民
文
学
論

争
╱
述

修
論

台
南

･国
立

成
功

大
学

台
湾

文
学

研
究

所
2
0
0
5
年

11
7

E
21

邱
志
雄

台
湾
原
住
民
族
青
年
従
軍
与
原
住
民
族
文
化
発
展

之
探
討
　
―
以
募
兵
制
為
例

修
論

台
北

･国
防

部
政

治
作

戦
学

校
政

治
研

究
所

20
05

年

E
22

鄭
元
慶

遥
迢
遷
村
路
　
─
─
九
二
一
震
災
重
建
瑞
岩
部
落

遷
村
紀
実
片

修
論

台
北

･国
立

台
湾

芸
術

大
学

応
用

媒
体

芸
術

研
究

所
20

05
年

88

E
23

曹
金
龍

霧
社
紀
念
碑
空
間
解
構
之
研
究

修
論

台
北

･淡
江

大
学

建
築

学
系

20
05

年
19

0
｢1
　

前
言
　
／
2　

文
献
回
顧
　
／
3　

霧
社
紀
念
碑
（
公
園
）
空
間
解

構
､記

憶
与
重
組
　
／
4　

結
論
与
建
議
｣

E
24

依
婉
•
貝
林

Ut
ux
、
空
間
、
記
憶
与
部
落
建
構

　

―
以
al

an
g

To
ng
an
与
al
an
g 
Si
po
為
主
的
討
論

修
論

花
蓮

港
･国

立
東

華
大

学
民

族
発

展
研

究
所

20
06

年
16

9

E
25

林
麗
如

歴
史
与
記
憶
　
―
舞
鶴
小
説
研
究

修
論

桃
園

･国
立

中
央

大
学

中
国

文
学

系
修

士
在

職
専

班
20

06
年

17
3

E
26

鳳
気
至
純
平

中
山
侑
研
究
　
―
分
析
他
的
「
湾
生
」
身
分
及
其

文
化
活
動

修
論

台
南

･国
立

成
功

大
学

台
湾

文
学

研
究

所
20

06
年

14
1

E
27

許
鈞
淑

霧
社
事
件
文
本
的
記
憶
与
認
同
研
究

修
論

台
南

･国
立

成
功

大
学

台
湾

文
学

研
究

所
20

06
年

15
7

｢1
　

緒
論
　
／
2　

｢蕃
人
｣是

我
們
台
湾
人
的
兄
弟
（
19
30
-1
94
5）

／
3　

我
們
都
是
中
国
人
（
19
45
-1
98
5）

　
／
4　

台
湾
人
的
集
体
記
憶

（
19
85

-）
　
／
5　

結
論
｣､
付
録
｢霧

社
事
件
文
本
総
目
｣｢
戦
後
｢霧

社
事

件
｣相

関
事
件
記
｣

E
28

許
光
武

帝
国
之
眼
　
―
日
本
殖
民
者
与
他
的
「
它
者
」
台

湾
博

論
台

北
･国

立
政

治
大

学
東

亜
研

究
所

20
06

年
16

5

E
29

鄭
光
博

懷
念
、
遙
想
泰
雅
故
鄉
的
根
源
　
―
従
祖
源
観
念

争
議
論
当
代
「
泰
雅
族
」
歴
史
記
憶
的
建
構

Sm
’
in
u 
 p
uq
in
g 
 k
in
hu
la
n 
 n
a 
 T
ay
al

修
論

台
北

･国
立

政
治

大
学

民
族

研
究

所
20

06
年

89
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E
30

陳
束
真

多
元
文
化
論
在
国
中
社
会
学
習
領
域
歴
史
教
学
上

的
応
用
　
―
以
台
湾
史
教
科
書
中
有
関
原
住
民
的

論
述
為
例

修
論

台
北

･国
立

台
湾

師
範

大
学

歴
史

学
系

在
職

進
修

20
06

年
33

7

E
31

曽
大
偉

佐
藤
春
夫
文
学
中
的
異
文
化
書
写
　
―
以
＜
旅
人
＞

＜
霧
社
＞
為
中
心

修
論

台
北

･輔
仁

大
学

日
本

語
文

学
系

20
06

年
10

9

E
32

魏
貽
君

戦
後
台
湾
原
住
民
族
的
文
学
形
成
研
究

博
論

台
南

･国
立

成
功

大
学

台
湾

文
学

研
究

所
20

07
年

45
7

E
33

廖
婉
如

祖
霊
的
凝
視
　
―
瓦
歴
斯
‧
諾
幹
作
品
研
究

修
論

台
北

･国
立

政
治

大
学

国
文

教
学

修
士

学
位

班
20

07
年

26
8

E
34

許
恵
文

戦
後
非
原
住
民
作
家
的
原
住
民
書
写

修
論

台
中

･静
宜

大
学

中
国

文
学

研
究

所
20

08
年

14
2

E
35

傅
素
春

霧
社
事
件
的
歴
史
、
文
学
、
影
像
之
弁
証

博
論

台
中

･中
興

大
学

中
国

文
学

系
所

20
08

年
39

5

｢1
　

緒
論
　
／
2　

殖
民
情
境
的
前
理
解
与
霧
社
事
件
　
／
3　

歴
史
的
｢

客
観

性
｣　

／
4　

霧
社
事
件
的
史
述
形
態
　
／
5　

漢
人
叙
事
詩
与
｢我

族
｣記

憶
書
写
　
／
6　

事
件
史
的
編
織
与
抛
棄
　
―
従
大
河
小
説
到
後

現
代

　
／
7　

撮
影
与
影
像
文
本
的
後
殖
民
反
思
　
／
8　

結
論
　
―
記

憶
､文

化
､原

住
民
族
｣

E
36

宮
本
卓
大

日
治
時
期
婦
女
団
体
角
色
与
形
象
之
研
究
　
―
以

愛
国
婦
人
会
為
主

修
論

台
中

･東
海

大
学

歴
史

学
系

20
08

年
13

6

E
37

曽
育
芬

賽
徳
克
族
与
太
魯
閣
族
的
歌
楽
系
統
研
究
　
―
兼

論
其
音
楽
即
興
的
運
作
与
思
惟

博
論

台
北

･国
立

台
北

芸
術

大
学

音
楽

学
系

20
08

年
95

0

E
38

羅
中
琦

台
湾
原
住
民
長
篇
歴
史
小
説
研
究
　
―
以
漢
族
作

者
為
主
的
観
照

博
論

台
北

･国
立

台
湾

大
学

中
国

文
学

研
究

所
20

08
年

41
9

E
39

石
丸
雅
邦

台
湾
日
本
時
代
的
理
蕃
警
察

博
論

台
北

･国
立

政
治

大
学

政
治

研
究

所
20

08
年

51
6

｢緒
論

　
／
1台

湾
総
督
府
下
的
理
蕃
体
制
　
／
2理

蕃
警
察
的
組
織
与
制

度
　

／
3理

蕃
警
察
的
任
務
　
／
4理

蕃
警
察
在
蕃
社
的
地
位
　
／
5理

蕃
警

察
的
政
治
関
係
　
／
結
論
｣

E
40

林
文
徳

霧
社
事
件
影
響
三
群
族
群
関
係
研
究

修
論

台
北

･国
立

政
治

大
学

民
族

研
究

所
20

08
年

24
3

｢緒
論

　
／
1　

南
投
賽
徳
克
三
族
群
之
分
類
与
互
動
　
／
2　

｢操
縦
｣三

族
群

関
係
之
霧
社
事
件
（
1｢
理
蕃
｣政

策
下
的
｢霧

社
｣/
2被

｢操
縦
｣的

｢
味

方
蕃
｣与

｢抗
日
蕃
｣/
3　

霧
社
事
件
対
三
族
群
関
係
的
影
響
）
　
／
3

国
府

｢山
胞
｣政

策
下
的
賽
徳
克
三
族
群
関
係
　
／
4　

基
督
教
派
対
賽
徳

克
三

族
群
之
影
響
　
／
結
論
｣

E
41

廖
明
潔

国
民
小
学
社
会
科
教
科
書
中
的
原
住
民
族
形
象
研

究
修

論
台

北
･台

北
市

立
教

育
大

学
課

程
与

教
学

研
究

所
20

08
年

28
9

E
42

曽
令
毅

日
治
時
期
台
湾
航
空
発
展
之
研
究
　
19
06
-1
94

5
修

論
台

北
･淡

江
大

学
歴

史
学

系
20

08
年

25
8

｢緒
論

　
／
1台

湾
航
空
肇
始
与
理
蕃
政
策
　
／
2警

察
航
空
班
的
｢空

中
理

蕃
｣　

／
3軍

方
与
民
用
航
空
的
発
展
　
／
4学

生
航
空
教
育
的
開
展

／
5少

年
飛
行
兵
与
軍
事
動
員
　
／
結
論
｣

E
43

辛
啓
緯

舞
鶴
小
説
中
的
史
地
書
写
研
究

修
論

髙
雄

･国
立

高
雄

師
範

大
学

国
文

学
系

20
09

年
14

0

E
44

邱
正
略

日
治
時
期
埔
里
的
殖
民
統
治
与
地
方
発
展

博
論

南
投

･国
立

暨
南

国
際

大
学

歴
史

学
系

20
09

年
43

7

｢緒
論

　
／
1地

理
環
境
与
行
政
変
遷
　
／
2統

治
方
針
与
重
大
事
件
因
応

措
施

（
統
治
方
針
的
形
成
/理

蕃
政
策
与
産
業
調
査
/影

響
埔
里
的
重
大

事
件

）
　
／
3土

地
開
発
与
地
方
発
展
　
／
4人

口
変
遷
与
族
群
結
構

／
5地

方
菁
英
与
埔
里
的
発
展
　
／
6埔

里
街
政
与
街
民
生
活
　
／
結
論
｣

E
45

朱
文
詳

従
部
落
文
化
看
泰
雅
文
学
之
英
雄
形
象

修
論

桃
園

･中
興

大
学

中
国

文
学

系
所

20
09

年
19

8

E
46

櫪
木
照
子

中
村
地
平
的
「
台
湾
観
」

修
論

台
中

･中
興

大
学

中
国

文
学

系
所

20
09

年
13

7
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E
47

林
蔚
儒

帝
国
左
翼
与
台
湾
書
写
　
─
伊
藤
永
之
介
台
湾
作

品
研
究

修
論

台
北

･国
立

政
治

大
学

台
湾

文
学

研
究

所
20

09
年

20
6

E
48

邱
雅
芳

南
方
作
為
帝
国
慾
望
　
―
日
治
時
期
日
人
作
家
的

台
湾
書
写

博
論

台
北

･国
立

政
治

大
学

中
国

文
学

研
究

所
20

09
年

32
7

｢1
序

論
　
／
2認

識
台
湾
　
―
19
10
年
代
前
後
官
方
観
点
与
民
間
観
点
下

的
台

湾
　
／
3帝

域
与
異
域
　
―
19
20
年
代
佐
藤
春
夫
的
南
方
体
験
　
／

4彼
岸

的
南
方
　
―
19
30
到
19
40
年
代
中
村
地
平
与
真
杉
静
枝
的
台
湾
印

象
　

／
5西

川
満
与
台
湾
場
域
下
的
外
地
文
学
　
／
6結

論
｣

E
49

田
若
韻

論
余
生
者
的
意
義
治
療
　
―
以
舞
鶴
小
説
為
本

修
論

台
北

･国
立

台
湾

師
範

大
学

国
文

学
系

在
職

進
修

20
09

年
17

0

E
50

黄
舒
品

帝
国
観
看
下
的
「
台
湾
」
　
―
日
本
文
化
人
旅
遊

紀
行
中
的
権
力
論
述
、
地
方
与
性
別

修
論

台
北

･国
立

台
湾

師
範

大
学

台
湾

史
研

究
所

20
09

年
14

8

｢1
序

論
　
／
2同

文
異
化
中
的
帝
国
視
野
　
―
以
佐
倉
孫
三
《
台
風
雑

記
》

探
討
日
拠
初
期
的
文
化
機
制
　
／
3殖

民
地
文
化
的
想
像
•
観
看
与

書
写

　
─
以
佐
藤
春
夫
的
《
殖
民
地
之
旅
》
為
探
討
中
心
　
／
4独

特
的

殖
民

地
観
看
方
式
　
―
北
村
兼
子
《
新
台
湾
行
進
曲
》
中
地
方
社
会
的

記
載

　
／
5対

立
的
殖
民
地
観
看
与
展
示
手
法
　
─
以
林
歌
子
•
林
芙
美

子
•
野

上
弥
生
子
•
佐
多
稲
子
的
紀
行
文
為
例
　
／
6潜

在
帝
国
陰
影
的
投

射
　

─
真
杉
静
枝
《
嘱
咐
》
《
南
方
紀
行
》
中
殖
民
政
策
下
的
台
湾
書

写
　

／
7結

論
｣

E
51

方
玉
如

太
魯
閣
族
的
正
名
運
動
与
族
群
認
同
之
研
究

修
論

台
北

･台
北

市
立

教
育

大
学

社
会

科
教

育
学

系
20

09
年

15
2

E
52

廖
子
翔

19
30
年
発
生
於
霧
社
的
事
件
之
空
間
与
族
群
脈
絡

修
論

台
北

･淡
江

大
学

建
築

学
系

修
20

09
年

16
8

E
53

林
慧
君

日
拠
時
期
在
台
日
人
小
説
重
要
主
題
研
究

博
論

台
北

･淡
江

大
学

中
国

文
学

系
20

09
年

25
6

F
1

陳
国
強

台
湾
霧
社
起
義

『
中

国
民

族
』

10
北

京
･中

国
国

家
民

族
事

務
委

員
会

19
80

10
33

F
2

陳
民

19
30
年
的
台
湾
高
山
族
霧
社
起
義

『
歴

史
教

学
　

高
校

版
』

11
天

津
･歴

史
教

学
社

19
82

11
18

-2
0

F
3

王
慧
琴

高
山
族
霧
社
起
義

『
文

史
雑

誌
』

2
四

川
･四

川
省

文
史

研
究

館
、

四
川

省
人

民
政

府
参

事
室

19
85

2
8-

9

F
4

胡
起
望

従
日
本
的
国
会
弁
論
看
霧
社
起
義

『
民

族
研

究
』

6
北

京
･中

国
社

会
科

学
院

民
族

研
究

所
19

85
6
32

-3
7

F
5

知
識
荟
萃
　
〔
“
霧
社
起
義
”
是
怎
么
回
事
?〕

『
中

国
民

族
』

7
北

京
･中

国
国

家
民

族
事

務
委

員
会

19
85

7

F
6

陳
孔
立

霧
社
65
周
年
祭

『
台

湾
研

究
』

3
北

京
･中

国
社

会
科

学
院

台
湾

研
究

所
、

台
湾

研
究

会
19

95
9

35
-

36
,4

1

F
7

林
海
音

霧
社
英
魂
祭
　
―
一
個
不
甘
圧
迫
的
民
族
的
血

故
事

『
英

子
的

心
』

北
京

･人
民

日
報

出
版

社
19

96
1

F
8

陸
茂
清

壮
哉
！
台
湾
霧
社
起
義
（
下
）

『
上

海
対

台
工

作
』

5
上

海
･中

共
上

海
市

委
台

湾
工

作
辨

公
室

、
上

海
市

人
民

政
府

台
湾

事
务

辨
公

室
20

00
5

35

F
9

陸
茂
清

壮
哉
！
台
湾
霧
社
起
義

『
民

国
春

秋
』

5
江

蘇
･江

蘇
古

籍
出

版
社

20
00

10
21

-2
4

F
10

張
偉

回
望
高
山
族
人
民
抗
日
霧
社
起
義

『
文

史
月

刊
』

4
山

西
･山

西
省

政
協

文
史

資
料

委
員

会
20

05
4
43

-4
5

F
11

蒋
春
発
､劉

東
華

碧
血
丹
心
 永

志
霧
社

『
統

一
論

壇
』

5
北

京
･中

国
和

平
統

一
促

進
会

20
05

10
33

-3
5

Ⅲ
-
ⅰ

　
書

籍
、

雑
誌

論
文

・
記

事
、

資
料

の
翻

刻
・

翻
訳

等
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F
12

許
俊
章

弘
揚
愛
国
伝
統
 企

盼
祖
国
統
一
　
—
—
記
“
京

津
台

胞
紀
念
抗
日
戦
争
勝
利
60
周
年
　
暨
台
湾
光
復
60

周
年
、
台
湾
霧
社
起
義
75
周
年
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